
岩手県文化振興事業団
―
埋蔵文化財調査1報告書第 318集

■沢田II遺跡発掘調査報告1書|
―   ―

           |   |  |                              |           |

三1崖縦1貴占劫1章1遣(山由‐造誌)歯違遺訴1発瓶翁△

第■1分冊|.(■
～
二次調査)

|

(財)岩手県文化振興事業団
|―
■埋蔵文化財セ「ンタ■ |



沢田 I遺跡発掘調査報告書

三陸縦買自動車道 (山田道路)関連遺跡発掘調査

第一分冊 (―～二次調査)



~F即

遺 跡 調 査 区 全 景



序

豊かな自然に恵まれた岩手県には、縄文時代をはじめとする数多くの遺跡や重要な

文化財が残されております。これら多くの先人達の創造してきた文化遺産を保存し、

後世に伝えていくことは、県民に課せられた責務であります。

一方では、地域開発に伴う社会資本の充実も重要な施策であります。発掘により遺

構が消滅することはまことに惜しいことでありますが、その反面それまで闇に包まれ

ていた先人の営みに光明があたるのも事実であります。

このような埋蔵文化財の保護・保存と開発との調和も今日的課題であり、 (財)岩

手県文化振興事業団は、埋蔵文化財センター創設以来、岩手県教育委員会の指導と調

整のもとに、開発によってやむを得ず消滅する遺跡の緊急発掘調査を行い、記録保存

する処置を取って参りました。

三陸縦貫自動車道は、宮古市と宮城県仙台市を結ぶ自動車専用道路で、延長距離は

約220kmあ ります。国道45号を使うと7時間あまりかかっていたものを約 3時間で結

ぶものです。 時間の短縮のみならず、地域間交流の拡大、地域経済の発展・活性化、
安全確実な交通の確保などが期待されています。

工事は1988(昭和63)年度に事業着手され、それに先立つ1987年から岩手県教育委

員会文化課による遺跡の分布調査や試掘が行われ、路線変更の不可能な遺跡を順次発

掘調査して参りました。

山田町沢田 I遺跡もその一貫として調査することになりました。今回の調査は平成

6年から9年の四カ年に亘り行われました。その結果縄文時代前期から平安時代まで

の集落跡の資料を提供することになりました。特に大平洋側では初めてといわれる縄

文時代前期の大型住居跡群、弥生時代の集落跡、隣接する房の沢Ⅳ遺跡の古墳群と関

連が考えられる古代の集落跡など東北地方や日本の歴史解明に寄与できるものと思わ

れます。

この報告書が広く活用され、斯学の研究のみならず、埋蔵文化財に対する理解ある

いは啓蒙普及の一助になれば幸いです。

最後になりましたが、これまで発掘調査及び報告書作成にご援助・ご協力賜りまし

た建設省東北地方建設局三陸国道工事事務所・山田町教育委員会をはじめとする関係

者各位に心より謝意を表します。

平成 11年 3月

財団法人岩手県文化振興事業団

理事長 船 越 昭 治
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例 口

1 この報告書は三陸縦貫自動車道山田道路建設に伴う沢田正遺跡の緊急発掘調査の報告である。
2 調査は平成6年 8月 1日～11月 11日、平成7年6月 15日 ～8月 4日、平成8年 8月 1日～8月 30日 、平成9年4

月7日 ～11月 13日 の四次に亘って行われた。

3 -次調査は渡辺洋一・高橋佐知子・木戸口俊子が、二次調査は佐々木清文 。大場慎也が、二次調査は佐
々木清文・佐藤良和が、四次調査は千葉正彦 。川向聖子・星雅之・佐藤良和がそれぞれ担当した。

4 整理は一次調査は渡辺が、二次調査は佐々木が、二次調査は佐々木・佐藤が、四次調査は千葉・星・川
向が担当し、執筆は一次から二次は佐々木が、四次は千葉 。星・佐々木が、編集は佐々木が担当した。

5 調査面積は一次調査が2,000∬、二次調査が2,500だ、二次調査980∬、四次調査6,200∬の合計11,680
∬で、遺構の平面位置は一次調査を除き平面直角座標第X系で表示した。

6 グリッドの配置は4mメ ッシュで区切り、南北をアルファベット・東西を数字で表し、その組み合わせ

7

8

9

をグリッド名とした。

高さは標高値をそのまま使用している。

土層の観察にあたっては「新版標準土色帖」 (小山正忠・竹原秀雄(1967))を参考にした。

沢田正遺跡の遺構名称は、住居跡はRA、 土坑はRD、 焼土・炉跡はRF、 溝跡はRG、 墓墳はRT、 鍛冶炉は

RW、 その他はRZとを冠し、検出順に通しナンバーとした。ただし住居跡のうち縄文時代は100番台～、

奈良時代以降のものは500番台～とした。しかし数次に亘る調査で多少の混乱や欠番が生じている。

報告は各年次毎に分けて行い一～二次調査は第一分冊、四次調査は第三分冊とした。

石材の鑑定は、一～二次調査は佐藤二郎氏に、四次調査は花聞岩研究会に依頼した。

鉄製品の分析は、川鉄テクノリサーチ株式会社に委託した。

炭化材の樹種同定は木工舎 「ゆい」に委託した。

火山灰の鑑定は (株)古環境研究所に依頼した。

土壌の脂質分析は八戸工業高等専門学校 大久保恵氏・千葉憲一氏に依頼した。
金属製品の保存処理は、 (株)ニ ッテツ・ファイン・プロダクツ釜石文化財保存処理センターに委託した。

羽口や土器の胎土分析は奈良教育大学三辻利一教授に依頼した。

現地での調査や整理作業にあたり以下の方々のご指導を得た (敬称略)。
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14

15

16

17

18

工藤雅樹 高橋信雄 佐藤嘉広 佐々木 務 熊谷常正 佐々木 勝 三浦謙一 女鹿潤哉 鎌田裕二

竹下将男 高田一徳 中村良幸 高橋憲太郎 小向裕明 佐藤正彦  熊谷 賢 日下和寿
19 使用した地形図は建設省国土地理院発行の5万分の1「大槌」の一部である。

20 遺構の図版は原則として50分の1の縮尺とし、スケールと方位を付した。

21 遺物の図版は、器種により縮尺が異なるので、スケールを付した。

22 図版に使用したスクリーントーンは以下の内容を示す。

写:な3s奪

化吉【分

、    写寺

物

、    方位 A

礫  S   土器 P   鉄滓 I
23 土師器・須恵器の表現図は整理法方のところに記載した。

24 写真図版の縮尺は不定である。

25 野外調査や室内整理に伴う出土遺物及び諸記録は、岩手県立埋蔵文化財センターに保管してある。
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調査と整理の方法

1 調査に至る経過および調査経過
三陸縦貫自動車道は、宮城県仙台市と岩手県宮古市を結ぶ延長約220kmの一般国道の自動車専用道路であ

り、八戸・久慈自動車道とともに、昭和62年 に指定された全国約 14,000kmの 高規格幹線道路網の一部をな

すものである。

山田道路は山田町関谷と船越の間約7.8kmの 区間である。一般国道45号 山田市街地の増大する交通需要に

対応するため、山田バイパスとして昭和62年度に事業化したものであるが、同年6月 に三陸縦貫自動車道の

一部に指定されたことにより、昭和63年度に新たに南側延長郡も合わせて事業に着手したもので、高規格

幹線道路として事業の促進を図つている。

この区間の埋蔵文化財包蔵地については、岩手県教育委員会が分布調査と一部の試掘調査を昭和62年度

から実施し、これまでに、 14遺跡、 103,2251fliが 確認されている。その後、岩手県教育委員会は建設省東

北地方建設局三陸国道工事事務所と協議を行い、発掘調査を財団法人岩手県文化振興事業団埋蔵文化財セン

ターの受託事業とすることとした。

これにより、平成 2年度より織笠地区の細浦Ⅱ遺跡を手始めに順次調査が行われた。調査対象遺跡は工事

施工の急がれる地区や用地買収の進捗状況に合わせて行われたため、沢田 正遺跡の調査は四年次にまたがる

ものになった。一次調査は平成6年 8月 1日 ～11月 11日 に2,000だが、二次調査は平成7年 6月 15日 ～8月 4日

に2,5001xiが 、二次調査は平成8年 8月 1日 ～8月 30日 に980だが、四次調査は平成9年 4月 7日 ～11月 13日 に

6,200だ の合計11,680∬ が行われた。

山田道路関連の発掘調査は、平成2年に細浦Ⅱ遺跡
。細浦 I遺跡・湾台Ⅲ遺跡が行われ、平成3年には湾

台Ⅱ遺跡が、平成4年には上村遺跡 。大畑Ⅱ遺跡が行われた。平成5年度には大畑 I遺跡・大畑Ⅱ遺跡の継

続部分・山ノ内Ⅲ遺跡が調査され、平成6年度には山ノ内Ⅲ遺跡の継続部分・沢田 I遺跡が調査された。平

成7年には沢田 I遺跡の継続部分・山ノ内Ⅱ遺跡・山ノ内Ⅲ遺跡の継続部分の調査が行われたが、山ノ内Ⅲ

遺跡の調査は岩手県教育委員会文化課が対応した。平成8年度は沢田Ⅱ遺跡と沢田 I遺跡の継続部分・房の

沢Ⅳ遺跡の調査が行われ、沢田 I遺跡と房の沢Ⅳ遺跡は平成9年度も継続調査され、終了した。

2 調査方法
(1)グリッド設定と遺構名

三陸自動車道・山田道路に関連する発掘調査は、平成 2年度から始まり、当遺跡のほかにも山ノ内Ⅱ遺跡

や上村遺跡・大畑遺跡などで行われている。また周辺に沢田Ⅱ遺跡や房の沢Ⅳ遺跡など多くの遺跡が存在す

るので、将来の調査を考慮し、遺構の位置を明確にしておくために公共座標の第X系に合わせた基準点を設

定した。基準にした座標は基準点 1(X:57,370,000・ Y:96,280.000。 H:16.022)、 基準点 2(X:―

57,440,000・ Y:96,280,000。 H:12.363)である。基準点 Iと基準点Ⅱを結ぶ直線とこれに直交する直

線を座標の基軸線とし、遺跡全体を覆う4mメ ッシュのグリッドとした。グリッドの名称は遺構配置図のよ

うに、西から東に二桁の数字で、北から南にかけてアルファベットで表し、その組み合わせで表示した。

実測図には必ず座標値を記入し、グリッド名もできるだけ記入するようにした。

しかし、一次調査の時設定した基準杭 ((1)X■ 57,491.863、 Y:96,377.439、 Hi1 5。 301、 (2)X+57,378.194、

Y:96,267.610、 Hi1 6.720)が表土除去の際消失したとのことで、二次調査の際に基準杭を設定し直した。
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その結果、渡辺の計算して設定したグリッドと二次調査以降のグリッドに数十cmのずれがあることが判明し

た。しかし補正が困難であったため、図版にはそのまま使用した。

(2)粗堀・遺構検出と精査
グリッドの設定に並行して数力所に試掘トレンチを入れ、それらの土層を参考にし表土除去を行い、順次

遺構検出を行い、精査・実測を行った。しかし一次調査では予想以上に遺構が多く検出されたので、部分的

な遺構精査に終わった。表土の除去及び排土の移動は重機 (バックホー)を使用し、その他は人力による調

査を原則として行った。多量の排土は、調査地に隣接する買収済みの路線内や調査終了部分に移動した。

(3)記録方法

遺構は、土層断面および平面を写真撮影と実測で記録しながら調査した。原則として地形の傾斜にあわせ

た土層観察用のベルトを遺構の大きさに合わせて、単数ないしは複数設定したが、調査の進行上土層断面の

写真や実測を省略した遺構もある。遺物は遺構に伴うものは遺構名と出土層位を、遺構に伴わないものはグ

リッド毎に層位を記して取り上げた。

記録にはポラロイ ドカメラを多用し、フィール ドカードに観察メモと共に整理した。

遺構の調査終了後、空中写真撮影を行い、その後で炉跡や貼り床を剥がし、だめ押しの調査を行った。

遺構の名称は、住居跡はRA、 土坑はRD、 焼土・炉跡はRF、 溝跡はRG、 土墳墓はRT、 鍛冶炉はRW、

その他はRZを冠し、検出順に通しナンバーとした。住居跡の縄文時代のものは100番台～奈良時代以降の

ものは500番台～とした。

各年次の調査の終了時や場合によっては調査中に土砂流出の防止処置や危険防止処置を実施した。

しかし一次調査を担当した渡辺が平成 7年 4月 の人事異動で大川中学校に転出したため、調査方法や遺構

の解釈や座標のずれ等についての引継がなされていない。

3 整理方法
(l)作業手順
遺物の洗浄・注記や図面の点検・写真の整理は、原則として現場で野外調査と並行して行った。

遺構の図面は、点検後必要に応じて合成・分解を行い、 トレースした。図面に使用したスクリーン・ トー

ンや記号は凡例に示した。

原稿の執筆は、これら整理された図面と写真・フィール ドカー ドを元に調査者が行うことを原則とした。

しかし、一次調査の責任者渡辺は転出したため、残された図面・写真・高橋佐知子の作成した少量のフィー

ル ドカー ドを元に佐々木が執筆した。そのため、一次調査と二次調査以後の報告の形態は多少異なる。

須恵器

ロクロ痕

土師器

黒色処理

土師器・須恵器の表現図
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(2)遺物の扱い

鉄製品は蒸留水に長時間浸け脱塩後、エチルアルコールに浸けて脱水した。その後簡単な錆落としをし、

パラロイドB72アセトン溶液を塗布し仮強化し、簡単な実測・計測を行ってから、乾燥剤入りの袋やタッパ

ーに保管した。その後、株式会社ニッテツ・フアイン・プロダクツに依頼して保存処理を行つた。保存処理

の終わつた遺物は、実測と写真撮影を行った後、乾燥状態を保持するよう考慮して収納した。

また、風化した石器や劣化した羽口片には、石材強化剤やパラロイドB72ア セ トン溶液を含浸させ強化した。

洗浄・注記を終えた遺物は、報告書掲載用のものを選び出し、台帳に記載した。土器片は極力接合復元し、

実測・写真撮影を行つた。土器片は、遺構に伴出するものを主として拓本・写真撮影を行った。小破片の中

には写真撮影だけのものもある。石器・鉄製品は実測・写真撮影・計測を行つた。鉄津
。羽口破片も報告書

掲載用のものについては実測 。写真撮影・計測を行つた。

胎上分析に供する試料は、電動カッターを使い、遺物の復元に支障の無いように最小限の切断をし、奈良

教育大学三辻利一先生に送った。

(3)資料の収納

撮影したフィルムは遺構・遺物ともネガアルバムにベタ焼き写真とともに整理した。カラースライ ドはス

ライドフアイルに撮影順に整理した。

遺物・図面・アルバム類は報告書作成後、資料課の台帳に記載して所定の場所に収納した。遺物は報告書

に記載した分とそれ以外のものでは収納場所が異なる。

(4)調査成果の概要

一次調査から四次調査までに調査された遺跡数は、建て替え住居跡の数え方で多少異なるが、概ね次のよ

うな数字になった。縄文時代早期2棟 。前期66棟 。中期42棟・不明10棟・弥生時代7棟、奈良時代25棟
。

平安時代18棟・不明1棟、建物跡1棟、竪穴状遺構11棟、土坑122基、落とし穴4基、焼土遺構23カ 所、鍛

冶工房跡1、 墓墳 1、 木炭窯2、 溝跡1条

各調査年次毎の調査遺構数は以下のようになる。

一次調査

縄文時代住居跡9棟 (前期5。 中期4)、 竪穴状遺構2棟、焼土遺構2カ所、古代住居跡12棟 (奈良4、

平安7、 不明1)、 竪穴状遺構1棟、土坑8基、焼±1カ所、鍛冶工房lヵ 所

時期不明竪穴状遺構 1、 土坑36基、溝2条、焼土遺構2ヵ所、墓穴1基

二次調査

縄文時代住居跡22棟 (前期9・ 中期3・ 不明10)、 堅穴状遺構1棟、土坑13基、焼土遺構3ヵ 所、落と

し穴1基、古代住居跡10棟 (奈良5。 平安 5)、 竪穴状遺構1棟、土坑2基、

時期不明土坑6基

二次調査

縄文時代住居跡9棟 (前期6。 中期3)、 土坑9基、焼土遺構9カ所、落とし穴1基、

古代住居跡3棟 (奈良時代2・ 平安 ?1)

四次調査

縄文時代住居跡80棟 (早期2・ 前期46。 中期32)、 堅穴状遺構4棟、土坑18基、焼土遺構 1カ所、落

とし穴1基

弥生時代住居跡7棟

古代住居跡19棟 (奈良時代14・ 平安5)、 建物跡1棟、土坑8基、焼土遺構 1カ所

時期不明竪穴状遺構2棟、土坑32基、焼土遺構2カ所、溝跡1条
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Ⅱ 遺跡の位置と環境

1 遺跡の位置
沢田 I遺跡は、岩手県下閉伊郡山田町山田4地割 10ほかに所在し、 」R山田線陸中山田駅の北約2kmの山

田北小学校の北に広がっている。国土地理院発行の 5万分の 1地形図 「大槌」(NJ 54 13 4)の図に含まれ、

遺跡の中心付近は北緯 39° 28′ 39″ 、東経 141° 57′ 9″ の位置である。

本遺跡の所在する山田町は岩手県の大平洋側に面したほぼ中央部にあり、宮古市と釜石市のほぼ中間に位

置する。東側には海の十和田湖と呼ばれる山田湾と隣の船越湾をかかえ、西部は北上山地の支脈が延び山岳

地帯を形成している。荒川川・豊間根川・関口川・織笠川が支脈の間を流れ、前の二河川は津軽石川となり

宮古湾に、後の二河川は山田湾に注いでいる。

津軽石湾からブナ峠を越えて町内の海岸沿いを南北に縦断する一般国道45号が主要幹線となり、それと

交差する3本の県道や多くの町道が町内各地を連絡している。また」R山 田線が豊間根から関口を迂回して、

国道45号 と平行するように通じており、町内には豊間根・陸中山田・織笠・岩手船越の4駅がある。

沢田地区は山田町の中央部付近に位置し、町の中心街から北側の関口川左岸の地域である。山田北小学校

や鮭の人工孵化場などがあり、水田が広がり、宅地が散在している。

2 地理的環境
陸中海岸のほぼ中央に位置する山田町は、北部は宮古市、西部は川井村と大槌町、南部は大槌町、東部は

大平洋に面している。面積は263.40km2に及ぶが、平地部はきわめて少なく、面積の大半は山林原野が占め

ている。船越半島亀ヶ鼻は、東経 142° 3′ 54″ にあり、本州最東端の艦ヶ崎にわずかに50数秒及ばない。

1889年 (明治22)の町村合併で、山田・飯岡が合併して山田町に、豊間根・荒川・石峠が合併して豊間

根村となり、 1955年 (昭和30)に 十日山田町と織笠・船越・豊間根 。大沢の4村が合併して山田町となり、

現在に至っている。

東部 。南東部は典型的なリアス式海岸で、波静かな山田湾と船越湾を擁している。また、沖合いは親潮と

黒潮が交差して世界でも有数な三陸漁場を形成し、豊富な漁業資源に恵まれている。

船越半島は、昭和30年 に国立公園の指定を受けた陸中海岸国立公園の中央に位置し、断崖・磯・赤松など

の海岸性原生自然の景観に優れ、学術的にも価値が高く、本州に残された唯一最後の秘境とも言われている。

気候は、沖合いで交差する寒流系の親潮と暖流系の黒潮などの海流と、西方を縦走する急峻な北上山地の

影響を強く受け、一般的には降雪量が少なく、冬暖かく夏涼しい過ごしやすい温暖な気候である。年平均気

温は昭和62年から平成3年の5年間で10.1℃、平成4年から8年までの5年間でも10.1℃ である。年平均の降

水量は昭和62年から平成3年までは約 1,612mmで あるが、その後平成4年から8年までは1,193mmと少なくな

っており、平成8年のように1000mmを切っている年もある。

一方、三陸海岸は記録上は貞観11(869)年以来現在に至るまで幾度となく津波に襲われ、その都度大きな

被害を受け、多くの尊い人命財産を失ってきた。山田町もその例外ではなく、明治29年 の大津波では沿岸

部総人回の約30%が死亡・流失損壊家屋66%の 大損害を受けている。船越湾から押し寄せた津波は、当時

前須賀にあった集落を飲み込み、地峡部を越えて山田湾に流れ込み、大沢で眺ね返り、さらに川向・織笠・

大浦まで及んでいる。

昭和になってからも昭和8年 3月 3日 の三陸大津波、昭和35年 5月 24日 のチリ地震津波、昭和43年 5月 16日
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の十勝沖地震津波と記憶に新しいものもある。三陸大津波とチリ地震津波の時も津波は地峡部を越えて山田

湾に流れ込み、被害を大きくしている。

昭和8年の三陸大津波を教訓に、田老町の大防潮堤とともに山田町でも防潮堤の建設や高台への建物移転

など各地で防災対策が進められたが、チリ地震津波では充分な効果が認められず、さらに改良拡充された施

設づくりが進められている。

3 地形と周辺の遺跡
北上山地沿岸部に面するこの地域は、西側に北上山地隆起準平原を示す地形が残っている。この隆起準平

原は海岸側が強く侵食されており、海岸に沿つて南北に分布する宮古花蘭岩類から成る地域は、低くなだら

かな山形を作り、古生層 (変成岩)と の境が地形に明瞭に現れている。霞露ヶ岳(504m)や 多々羅山(364m)

を擁する船越半島は、中生代の火山岩類から成る山地で、かなりけわしい地形を呈し、海岸は絶壁を作つて

おり、霞露ヶ岳東方の赤平金剛付近では、150mに 及ぶ断崖が見られる。

海岸線はかなり複雑に湾入し、いわゆる陸中海岸のリアス式海岸を形成している。海岸段丘はほとんど発

達していない。

北上山地はかつて侵食により準平原となった平坦な地形が、土地の隆起のために侵食が復活し、開析が進

んでいる。侵食の程度を表す起伏量が400mよ り大の大起伏山地、400～ 200mの 中起伏山地、200mよ り

小の小起伏山地の 3つ に大別されるが、さらに山地の山麓には山麓緩斜面が付随的に認められる。

丘陵地は開析の度合いが小起伏山地と同程度で、面積は狭い。海岸段丘が著しく開析されたと考えられる

地形も海岸に沿って分布している。

低地の中で代表的な地形は谷底平野で、関口川・織笠川の川沿いに見られる。氾濫源の幅はごく狭い。船

越の低地はごく新しく、埋積により霞露ヶ岳の部分が連繋したとされている。

関口川下流域の低平地は山田湾周辺最大の平地であり、稲作農業の中心地域であつた。この低平地は縄文

海進の最大水位期には全面が海水に満たされ、現在の汀線になる部分は5～ 6m、 平均的には3mほ どの浅い

水域であったと考えられている。

遺跡周辺の山稜も150～ 200m程度のものが南北に延びており、山容もなだらかである。地形面上は低位

丘陵や山麓緩斜面に相当する。遺跡は関口川に沿つて形成された谷底平野に張り出す山麓の緩斜面上に立地

し、東側は関口川の支流である沢田の沢に開析されている。この緩斜面はかつて果樹園や畑が西側の丘陵際

まであり、北側は水田として利用されたり、一部は宅地として利用されていた。ここはそのころから縄文時

代や古代の遺物が多く見られることで有名な遺跡であった。

周辺の遺跡としては、東側に縄文時代・古代の集落や中世城館跡のある沢田Ⅱ遺跡が、その南東には連続

して同時期と見られる八幡館跡がある。西側の丘陵上には房の沢Ⅳ遺跡の古墳群がある。

山田町内の遺跡は、岩手県埋蔵文化財包蔵地一覧 (岩手県教育委員会)によると平成9年 4月現在で165

カ所査録されている。本報告で図示したのはそのうちの130遺跡である。一覧表と対比させてみると、縄文

時代の遺跡が圧倒的に多いが、土師器や鉄滓を出土する遺跡も少なくなく、古代の遺構も多くありそうであ

る。沿岸近くから丘陵上まで各時代の遺跡が分布するが、いずれも標高10m以上の旧汀線より上の位置で

ある。
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表 1 遺跡一覧表
1岨 遺 跡 名 種 時 代 遺 構 遺 物 所  在  地
2138 内 野 集 落 跡 、 製 鉄 跡 縄 文 縄 文 土 器 、 土 師 器 、 羽 回、 鉄 津 山 田 町 第 20」 IIJ害 1内野

1194 山 谷 散 布 地 縄 文 縄 文 土 器 大 沢 山 谷

2097 間 木 戸 Ⅳ 集 落 跡 、 一 里 塚 縄 文 ・ 近 世 縄 文 土 器 、 一 里 塚 山 田 第 3地 割
2098 闇 未 戸 V 習ンタ有llll 縄 文 縄 文 土 器 山 田 第 3地 割
2146 新 開 」IIJ■ 説 布 lllJ 絹 支 縄 文 土 器 大 沢 新 開 地

2155 川 向 Ⅲ 簸 布 IIIj 紹 支 縄 文 土 器 大 瀕 川 向

2165 JIIドニコ 散 布 ITj 縄 文 縄 文 土 器 大 演 川 向

2168 新 開 地 I 散 布 地 縄 文 縄 文 土 器 大 沢 新 聞 IJ3

2186 ザI「向 I 散 布 地 縄 文 縄 文 土 器 大 沢 川 向

2272 大沢 館 城 館 跡 中 世 主郭 、 腰 郭 、 二 重・ 二 重 空 堀 大 沢 7比 割
2273 紆 山 B 室 抜 跡 縄 文 縄 文 土 器 大 沢 紅 山

2281 新 開 lllJ 静 布 l lJ 絹 支 縄 支 土 器 、 石 鏃 大 沢 新 開 地

紅 山 A 篤 落 訴 紹 支 縄 文 土 器 ★ 瀕 締 III

2352 浜 ザ|「 目沢 田 皿 集 落 跡 縄 支 縄 文 土 器 大 沢 涯 II日

2377 参身F日 製 鉄 跡 縄 文 ? ス ラ ッグ 大 沢 浜 II目

2381 浜 川 目沢 日 I 集 落 跡 縄 文 縄 文 土 器 大 沢 浜 II目

2393 散 布 地 縄 文 縄 文 土 器 (前 。中・ 後 ・ 晩 期 ) 大 沢 浜 「I目

157 室 瑳 訴 縄 文 縄 文 土 器 ・ 土 師 器 山 田第 9地割 関 屋
173 関 口 Ⅱ 散 布 IIIJ 絹 支 縄 文 土 器 I円 鏡 9抑 割 闇 居

195 上 野 畑 雛 布 JIIj 絹 支 縄 文 土 器 (中・ 後 期 ) 山 田 箪 9111JttW閣 居

299 関谷 Ⅱ 散 布 I lj 縄 文 縄 文 土 器 山 田 第 7111害 ‖

房 の 沢 IIII 散 布 地 縄 文 縄 文 土 器 山 田範 41111t害 1

房 の 沢 Ⅱ 散 布 地 縄 文 縄 文 土 器 山 田第 4地害J
376 膚 の 淑 I 散 布 地 縄 文 縄 文 土 器 山 田第 4地害J

関 谷 I 艶 布 II j 縄 文 縄 文 土 器 山 田第 5地割
115 L野台 Ⅱ 静 布 llll 絹 支 縄 文 土 器 、 土 師 器 、 須 恵 器 山 田第 3地割 関 回
137 上 野 台 I 艶 布 JIj 紹 支 縄 文 土 器 山 田 筆 Fllllt害‖闇 回

158 上 野 台 Ⅲ 散 布 IIB 縄 文 縄 文 土 器 山 田 第 8111J害‖間 回

207 山 田 館 城 館 跡 中 近 世 三 写る、 こ の 写Б、 腰 郭 、 空 」Jd 山 田 1 71Hj害 1

長 崎 Ⅱ 散 布 地 縄 文 縄 文 土 器 飯 岡 第 9地 割
2309 岳 騰 W 城 館 跡 中 世 飯 岡 第 8地 割
2316 ′

Iヽ 初R I 艶 布 II j 縄 文 縄 文 土 器 飯 岡 第 7地 割
2318 長 臆 Ⅳ 競 舘 訴 中 世 飯 岡 第 8地 割
2327 /Jヽ沢 Ⅱ 散 布 JIlj 絹 支 縄 文 土 器

2345 大 畑 Ⅱ 散 布 Illj 不 明 飯 岡 第 6 JII害‖

2354 大 畑 I 散 布 地 縄 文 縄 文 土 器 飯 岡 範 6 1Hj害 1

2358 飯 岡 I(飯 岡 館 ) 城 館 跡 中 世 主郭 、 腰 郭 、 空 堀 飯 岡 第 611J害J

2367 飯 岡Ⅳ 散 布 地 縄 文 飯 岡 第 6地 割
2374 岳 野 I 説 布 IIlj 縄 文 飯 岡 第 6地 割
2378 創耳P剤 Ⅱ 城 舘 訴 中 世 飯 岡 第 5地 割
2333 長 野 Ⅱ 散 布 JIj 紹 支 舒 闊 笛 llb害‖

間 木 戸 I 散 布 Irl 縄 支 縄 文 土 器 山 田 第 3111培 ‖

7 間 木 戸 Ⅱ 散 布 地 縄 文 縄 文 土 器 山 田 第 3111J害1

間 木 戸 Ⅲ 散 布 地 縄 文 山 田 第 31111害1

沢 日 I 集 落 跡 縄 文 縄 文 土 器 、 土 師 器 山 田 第 14地割
沢 田 Ⅱ 散 布 地 縄 文 縄 文 土 器 山 田第 4地 割
沢 田 Ш 静 布 IIIJ 紹 支 縄 文 土 器 山 田 第 4地 割
柳 沢 Ⅳ 静 布 IIII 紹 支 縄 文 土 器 !`I円 第 l IIh害‖

50 房 の 決 Ⅳ 散 布 IIIlj 編 支 縄 文 土 器 山 田 第 1 41rt御 |

沢 田 Ⅳ (沢 田館 ) 散 布 J4j・ 城 館 跡 縄 文 中 世 縄 文 土 器 、 三 郭 、 腰 郭 、 空 堀 山 田範 4」Ij害1

柳 沢 Ⅲ 散 布 地 縄 文 縄 文 土 器 山 田第 1 触 郵 |

υ「υミⅡ 散 布 地 縄 文 縄 文 土 器 山 田第 1地割
袴 円 Π 散 布 地 縄 文 縄 文 土 器 大 沢 袴 田

1157 絡 田 説 布 JI j 紹 支 縄 文 土 器 大 沢 袴 田

莉「ツミ I 説 布 lllj 絹 支 縄 文 土 器 III円 範 l tt葡 |

1000 関 谷 Ш 散 布 IIlj 絹 支 縄 文 土 器 飯 岡 第 9111j部 |
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蕊 ヽ 遺 跡 名 種 日寺 代 遺 構 遺 物 所 在 地

闇 谷 IV 静 布 l lt 絹 支 縄 文 土 器 飯 岡 第 9地 割
1062 関 谷 V 翫 布 14fj 縄 文 縄 文 土 器

71 八 幡 館 城 館 跡 中 世 主郭 、 腰 郭 、 空 堀 八 幡 町 7地 割
長 崎 I 敬 布 地 縄 文 縄 文 土 器 飯 岡第 10地割

2063 飯 岡 Ш 散 布 地 綴 支 飯 M第 2111j害‖

赤 松 I 散 布 地 縞 支 飯 岡 隻 6111j害1

赤 松 H 艶 布 lllJ 紹 支 飯 岡 第 6加 害J
398 近 世 織 笠 礼 堂

1127 白 石 亙 散 布 lllJ ‐
i■文 縄 文 土 器 織 笠 白 石

1133 田 茂 沢 笑 落 跡 縄 文 縄 文 土 器・ 土 師 器 ・ 灰 釉 織 笠 白 石

1163 日 当 Ⅱ 散 布 地 縄 文 縄 文 土 器 繊 等 白 石

1165 自石 皿 散 布 地 繹 支 編 支 土 器 織 等 白 石

1167 白石 I 鋭 希 ‖ 紹 支 縄 文 土 器 織 等 白 石

1170 日 当 I 隼 落 訴 編 支 縄 文 土 器 、 弥 生 土 器 、 鉄 滓 織 笠 白 石

1276 橋 神 隼 落 跡 縄 支 縄 文 土 器 (前対 )、 土 師 器 織 笠 猿 神

1280 徊 立 集 募 訴 縄 文 縄 文 土 器 、 鉄 津 織 笠 廻 立

1307 ネしを豊 散 布 地 縄 文 縄 文 土 器 織 笠 礼 堂

1350 織 笠 館 城 舘 跡 中 世 主 郭 、 二 の 郭 、 腰 郭 、 空 堀 な ど 紐 等 対 皆

2100 日 陰 散 布 地 紹 支 縄 支 土 器 織 等 封 堂

2219 轟 木 室 抜 抑 紹 支 縄 文 土 器 (中 期 )、 土 師 器 繊 笠 議 未

糸冊浦 Ⅱ 散 布 IIlj 絹 支 縄 文 土 器 織 笠 細 浦

糸mЙtt I 静 布 Jfl 縄 文 縄 文 土 器 、 弥 生 土 器 、 土 師 器 織 笠 細 浦

細 浦 Ⅳ 散 布 lllj 縄 文 縄 文 土 器 織 笠 細 浦

41B浦Ⅳ 散 布 地 縄 文 縄 文 土 器 織 笠 細 浦

細 浦 V 散 布 地 縄 文 縄 文 土 器 織 等 細 浦

細 浦 Ⅲ 散 布 地 編 支 縄 文 土 器

終 山 Ⅲ 黛 瑳 訴 編 支 縄 文 土 器 、 弥 生 土 器 、 土 師 器 織 等

径 山 I 静 布 Fllj 縄 文 縄 文 土 器 、 土 師 器 、 石 斧 織 笠

上 算 募 跡 縄 文 ・ 弥 生 縄 文 土 器 、 弥 生 土 器 織 笠

71 後 山 Ⅱ 散 布 II U 縄 文 縄 文 土 器 織 笠 細 浦

」二木寸 散 布 地 縄 文 縄 文 土 器 織 笠

121 跡 浜 I 散 布 地 縄 文 絹 支 土 器 織 等

131 跡 浜 Ⅱ 散 布 地 絹 支 縄 文 土 器 織 等

052 競 舘 P/nN 中 世 主 郭 、 腰 郭 、 堀 織 笠 新 田

055 誠 円 縄 支 縄 文 土 器 、 土 師 器 、 貝 類 織 笠 新 田

091 坊 ギ 山 I 集 募 訴 縄 文 縄 文 土 器 織 笠 坊 主 山

章 未 散 布 地 縄 文 縄 文 土 器

長 林 散 布 地 縄 文 縄 文 土 器 れ合語琥キき赤木

2012 根 井 沢 Ⅲ 散 布 地 縄 文 繊 等 新 円

2024 根 井 沢 Ⅱ 散 布 地 絹 支 縄 文 土 器 紐 争 新 田

2054 鋭 布 抑 紹 支 縄 文 土 器 織 等 新 田

2275 船 誠 館 脱 舘 訴 編 文 縄 文 土 器 、 主 郭 、 帯 郭 織 笠 細 浦

2281 船 誠 I 散 布 IIIB 縄 文 縄 文 土 器 船 越

2292 船 越 Ⅱ 散 布 Jlll 縄 文 縄 文 土 器 船 越

2295 湾 台 I 集 落 跡 縄 文 縄 文 土 器 船 越 湾 台

2320 新 道 貝 塚 貝 壕 縄 文 縄 文 土 器 、 鉄 津 船 誠 入 汀 円

大 浦 崎 貝 塚 、 生 産 跡 紹 笠 縄 文 土 器 、 焼 石 、 灰 大 浦

2157 歳 野 平 I 室 抜 uIIj 縄 文 土 器 、 弥 生 土 器 織 笠 馬 指 野

186 萩 野 平 Ⅱ 隼 募 lll 絹 支 縄 文 土 器 織 笠 馬 指 野

天 下 平 箪 募 訴 縄 文 縄 文 土 器 、 弥 生 土 器 、 鉄 津 織 笠 新 日

猿 喰 沢 散 布 II 縄 文 縄 文 土 器 織 笠 新 田

1086 萩 野 平 Ⅲ 集 落 跡 縄 文 縄 文 土 器 (後刺 ) 織 笠 馬 指 野

2 山 渡 散 布 地 縄 文 縄 文 土 器 (早・ 末 期 ) 繊 等 新 円

新 田 I 集 落 跡 縄 文 土 器 、 土 師 器 、 中 世 陶 器 紐 等 新 田

新 田 コ 翫 布 fI II 編 支 織 等 新 田

害 面 沢 静 希 加 絹 支 縄 文 土 器 紐 笠 新 田

大 石 平 数 布 加 縄 文 縄 文 土 器 (後期 )、 石 斧 織 笠 新 田

202 船 誠 西 館 城 驚 跡 中 世 主 郭 、 腰 郭 、 空 堀 、 砦 船 越 4地 割
湾 台 亘 歌 布 地 縄 文 縄 文 土 器 (中・ 後 期 ) 船 越 湾 台

205 湾 台 Ш 散 布 地 縄 文 縄 文 土 器 船 誠 潜 台

湾 台 Ⅳ 散 布 地 紹 支 絹 支 土 器 船 繊 湾 台

215 湾 台 V 鋭 希 IIlj 紹 支 縄 文 土 器 船 誠 湾 台

223 山 ノ 内 I 競 舘 訴 中 世 船 繊 山 の 内

230 山 ノ内 五 静 布 lllj 縄 支 縄 文 土 器 船 越 山 の 内

280 山 ノ内 Ш 散 布 lHj 縄 文 縄 文 土 器 船 越 山 の 内

281 清 の 沢 散 布 Jlj 縄 文 縄 文 土 器 船 越 山 の 内

310 船 越 御 所 城 館 地 中 世 主 郭 、 腰 郭 、 空 堀 、 砦 船 越 10地割
323 岩 ヶ沢 集 落 跡 縄 文 縄 文 土 器 船 誠 井 ヶ 沢

365 馬討サ|「 室 芝 蘇 経 支 縄 文 土 器 船 誠 早 川

円 の 涯 餡 船 鮨 jI I 中 世 主 郭 、 腰 郭 、 空 堀 、 砦 能積或12加 害J
397 大ツ同貝壕 自 壕 、 隼 募 跡 編 支 縄 文 土 器 船 越 田 の 浜

1119 実 の 沢

1364 小 日 の 御 所 城 館 訴 中 世 主 郭 、 こ の郭 、 腰 郭 、 空 堀 船 越 田 の 浜

165 大 沢 川 散 布 地 縄 文 縄 文 土 器 (中 ・後 ・ 晩 期 ) 船 越 大 沢 川

別 希小      1052 :坊 主 I蜘食宮    310 :拘合た空ラミ倉官    385 : 早 ザH会官
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Ⅲ 一次調査の報告

1 基本土層
実測図やフィール ドカー ドも確認できないので不明であるが、二次調査以降の土層を参考にすると以下の

ようになると思われる。

I層 暗褐色土 表土・耕作土 層厚は20～30cm 粘性弱 締まりやや疎

Ⅱ層 黒色土 層厚20～30cm 東側は薄い 粘性弱 締まりやや疎

Ⅲ層 鈍い褐色土 砂質土 層厚0～ 10cm 沢川には見られない 粘性無し 締まりやや疎

Ⅳ層 橙色砂礫層 層厚0～ 30cm 花商岩風化物多量混入 粘性無し 締まりやや疎

V層 黄褐色土 層厚30～ 100cm 花蘭岩風化礫混入 粘性中 締まり密

2 遺構と遺物
第一次調査は主に西側の緩斜面部を対象にして行い、縄文時代と古代・時期不明の遺構が検出された。縄

文時代は竪穴住居跡9棟、竪穴状遺構2棟、焼土遺構3カ所である。古代は竪穴住居跡12棟、竪穴状遺構1棟、

土坑8基、焼土遺構2カ所、鍛冶遺構 1カ所である。 時期不明のものは堅穴状遺構1棟、土坑86基、焼土遺構
2カ所、溝跡2カ所、土崚墓1基である。なお遺構の時期は調査者 (渡辺)の区分による。

(1)縄文時代
堅穴住居跡

RA101(第 5。 6図,写真図版2・ 31)

調査地北西寄りに位置し、V層上で検出されている。RA102住居跡が西側に接し、北側は平安時代の

RA504に重複している。南北にやや長い隅丸長方形状を呈している。壁は45° 程の外傾ないしは外反気味

に立ち上がる。規模は長軸6.3m。 短軸4.5mで、壁高は斜面上位の西側で50cm。 東側で5～ 10cmで ある。床

面はほぼ平坦で西から東に少し傾斜する。西側の壁際にlm間隔で5本の柱穴状土坑と中央に16本の柱穴状

土坑がある。柱穴状土坑は開口部径15～ 25cmで、深さ30～70cmである。壁溝がないので建て替えがあった

かどうかわからない。一時期の柱穴とするには数が多い。

埋土は主に炭化物を含む黒褐色土で構成され、締まっている。床面付近には黄褐色土も混入している。

炉跡は検出されていない。

出土遺物は、縄文土器片十数点石鏃1点がある。縄文土器片は前期前葉のもので、石鏃は二等辺三角形状

で凹基で、基部寄りの縁辺が両側ともくびれている。時期は縄文時代前期前葉と思われる。

RA102(第 6～ 8図 ,写真図版3・ 31・ 32)

調査地北西寄りに位置し、Ⅳ層上で検出されている。東側にRA101住居跡が接するが、新旧関係は不明

である。隅丸長方形状を呈している。壁は西側がほぼ直立し、ほかは外傾ないしは内湾気味に外傾して立ち

上がる。規模は長軸2.6m・ 短軸2.2mで、壁高は西側で60cm。 東側で25cmである。床面はほぼ平坦で、締

まりは密である。壁際に溝が断続して巡り、所々に柱穴状の小土坑がある。

埋土は上位が炭化物や花蘭岩風化礫を混入する暗褐色土、下位が褐色土で構成される。下位ほど締まりは

密である。
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炉跡は検出されていない。

出土遺物は埋土より縄文土器3個体と石鏃・石匙各1点、床面から磨石1点が得られている。縄文土器片は

前期前葉から中葉のものである。71は日頚部に粘土組が鋸歯状に貼り付けられており、内面にも粘土紐が

貼り巡らされている。

この遺構の時期は縄文時代前期と思われる。

RA103(第 8図,写真図版4。 33)

調査地南西寄りに位置する。東側にはRA109住居跡がある。東側は斜面のため壁と床が残存しない。隅

丸の方形ないしは長方形を呈していたと思われる。壁は北側が直立気味、西と南は内湾気味に外傾して立ち

上がる。残存部の規模は、南北で3.9m。 東西3m以上である。西側の壁高は約40cmである。底面はほぼ平

坦で、壁際と西寄りに浅い柱穴状の小土坑がある。北側壁際には径60cm・ 深さ10cmほ どの土坑がある。

埋土は主に黒褐色上で構成され、締まりは密である。炉は検出されていない。

出土遺物は埋土から縄文時代前期前葉と中期の土器片が得られている。

時期は縄文時代前期前葉と思われる。

RA104(第 9図,写真図版5)

調査地南西寄りに位置し、東側を平安時代のRA505住居跡に切られている。南側はRD15土坑に切られ

ている。隅丸長方形または楕円形を呈していたと思われる。残存部の壁は内湾気味に立ち上がる。残存部の

規模は南北方向で3m。 東西方向で1.7mで ある。西側の壁高は、約20cmである。床面はほぼ平坦で、東側

に緩く傾斜している。西側壁寄りに柱穴状の小土坑が2基ある。

埋土は主に黒褐色上で構成され、東側の壁際には褐色土も堆積している。

調査地内には炉跡は検出されていない。

出土遺物は無いようだが、遺構の形状・埋土の情況から縄文時代前期と思われる。

RA105(第 9。 10図 ,写真図版6・ 33)

調査地北西寄りに位置している。西にはRD12土坑が、東側にはRG01溝がある。隅丸の長方形状を呈す。

規模は長軸3m・ 短軸2.4mである。壁は西側で60° 程に外傾し、ほかは内湾気味に40～ 50° で外傾し立ち

上がる。壁高は西側で50cm。 東側で30cmほどである。床面はほぼ平坦で、中央に柱穴状の土坑が1基ある。

埋土は主に炭粒や黄褐色土を含む暗褐色土で構成され、底面近くほど締まりが密である。黄褐色土は十和

田中板浮石 (安家火山灰)と思われる。炉跡は検出されていない。

出土遺物は埋土から縄文時代前期前葉の土器片と石匙の破損品1点、縁辺を使用した磨石の破損品が出土

している。

この遺構の時期は縄文時代前期前葉と思われる。

RA106(第 10。 11図,写真図版7・ 34)

調査地北西に位置している。西には平安時代の住居跡RA504がある。精円形状を呈するが南東側は壁や

床が欠損している。壁は直立気味のところもあるが、内湾気味に外傾して立ち上がる。規模は長軸約

3.5m・ 短軸3m・ 壁高は10～ 20cmである。床面はほぼ平坦で中央付近に石囲炉がある。炉は東側の一部が
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欠落しているが細長い石を組み合わせて東西55cm。 南北45cmの長方形状に作られていたようである。

埋土は主に炭化物を含む黒褐色上で構成されているが、撹乱を受けている部分もある。検出面付近の埋土

には巨礫や土器片が混入している。炉の埋土には炭化物と焼土が混じっている。

出土遺物は埋土から縄文時代中期中葉の鉢、深鉢・破片数点が出土している。また板状の石製品と磨石が

各1点出土している。磨石は角の丸い直方体状で二面に磨面が形成されている。

時期は縄文時代中期中葉と思われる。

RA107(第 11図,写真図版8)

調査地北寄りの中央付近に位置している。石囲炉のみが検出されているが、その規模や周辺の検出面の平

坦さから住居としたようである。石組みは長さ20cm～ 60cmの長い石が北側に 3個弧状に配置されている。

石組みの内側は火熱を受けたようで褐色がかっている。

出土遺物はない。

時期は縄文時代中期と思われる。

RA108(第 11図 ,写真図版 8)

調査地西寄りの中央付近に位置している。

形状または隅丸方形の平面形が予測される。

程度に残り、立ち上がりは明瞭ではない。

石組炉は長さ20cmほどの煉瓦状の亜角礫が弧状に3個並べられている。炉の内側は厚さ3cm程の焼土が形

成されている。

出土遺物はない。

時期は縄文時代中期と思われる。

RA109(第 12図,写真図版9。 35)

調査地南西寄りに位置している。東側の壁は残存せず、南北を別遺構の土坑により撹乱を受けているが、

円形ないしは楕円形状の平面形を呈していたと思われる。床面はほぼ平坦で、東寄りに石組み炉がある。規

模は直径4m以上のようである。残存する西側の壁は直立し、高さ25cmである。埋土は炭化物を微量に混入

する黒褐色上で構成されている。

石組炉は東側の一部の礫が欠落するが、10～ 30cmの亜角礫を長方形状に並べて作られていたようである。

炉内には厚さ6cmの焼土が形成されている。

出土遺物は埋土上位から土圧で潰れた状態の上器が2個体出土している。121はキャリパー形をした大型

深鉢で、沈線と磨消による「U」 字状の施文がなされている。12-2は底郡付近の破損品で底部に網代痕が

施文されている。

遺構の時期は縄文時代中期後葉と思われる。

竪穴状遺構

RE01(第 13図,写真図版10・ 35)

調査地中央西寄りに位置している。西側をRD05土坑に切られている。隅丸長方形状の平面形を呈し、壁

東側の壁は残存しない。南東寄りに石囲炉の一部が残り、楕円

残存部の規模は長軸2.5m以上・短軸2.6m程である。壁は痕跡
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RE01竪穴状
1 10YR3/3 暗褐色
2 10YR3/4 磨褐色
3 7.5YR3/4 贈褐色
4 10YR5/6 黄褐色
5 715YR2/3 極暗褐色

粘性やや有り 縮まり有り
粘性やや有り 締まり弱い
粘性やや有り 締まり有り
粘性やや有り 締まり有り
粘性無し 締まりややあり

-57,408m

炭焼土を含む

炭をわずかに含む

黄褐色土を多く含む

す

可

十X〓―Vtt h
Y=96P38m

に」9

Y=96P69m     i

+X=-5“7鮪
iい

.

卜 L=lm碕

住 L=lS.9∞ m

-57i382m

RE02竪穴状
1 10YR3/3 暗褐色 粘性無し 縮まりややあり 炭焼土を少し含む
2 10YR4/4 褐 色 粘性無し 締まりなし 炭焼土を少し含む
3 10YR4/3 筑ヤ瑣絶  粘性無し 締まり有り黄褐色土粒を多く含む
4 10YR3/4 暗褐色 粘性締まりなし

02堅穴状遺構・RE01出土遺物
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は直立気味ないしやや内湾して立ち上がる。規模は長軸2.5m・ 短軸1.8m・ 壁高は約25cmである。埋土は炭

化物を含む暗褐色土で構成され、下位ほど締まっている。底面はほぼ平坦である。

出土遺物は縄文時代前期前葉の土器片が得られている。

この遺構の時期も縄文時代前期前葉と思われる。

RE02(第 13・ 14図,写真図版10・ 36)

調査地中央北側付近に位置している。南東側が欠損するが、南側の一部が張り出す長方形状を呈する。壁

は45° 程に傾斜したり内湾気味に立ち上がる。規模は長軸3.3m・ 短軸2.7m・ 壁高は最大1 5cmである。埋

土は炭化物や暗褐色土を混入する褐色土で構成され、締まりはない。底面はほぼ平坦で、中央付近と北東隅

に柱穴状の土坑がある。柱穴状土坑は径20cm。 深さ40cmほどである。

出土遺物は縄文時代前期や中期の土器片と石匙1点が得られている。

時期は縄文時代と思われる。

焼土遺構

RF01(第 14図,写真図版10)

調査地西寄り中央付近に位置し、RF02・ RF03焼土遺構と隣接して検出されている。150cm× 130cmほど

の楕円形状に広がり、焼土の厚さは最大25cmほ どに形成されている。焼土の周辺は西から東に傾斜してお

り、周囲に住居跡の床面や壁は見られない。

出土遺物は無いが、縄文時代の層位で検出されているので縄文時代の遺構と思われる。

RF02(第 14図,写真図版10)

調査地西寄り中央付近に位置し、RF01・ RF03焼土遺構と隣接して検出されている。75cmX65cmほ どの

楕円形状に広がり、焼土の厚さは最大8cmほ どに形成されている。焼土の周辺は西から東に傾斜しており、

周囲に住居跡の床面や壁は見られない。

出土遺物は無いが、検出層位から縄文時代の遺構と考えられる。

RF03(第 14図,写真図版10)

調査地西寄り中央付近に位置し、RF01・ RF02焼土遺構と隣接して検出されている。125cm× 65cmほ ど

の範囲に不整形に広がり、焼土の厚さは最大1 5cmほ どに形成されている。焼上の周辺は西から東に傾斜し

ており、周囲に住居跡の床面や壁は見られない。

出土遺物は無いが、検出層位から縄文時代の遺構と考えられる。

(2)古代
堅穴住居跡

RA501(第 15。 16図,写真図版11・ 86・ 37)

調査地北西端に位置し、黄褐色土の基盤層で検出された。西寄りの壁とカマドが残存する。カマドは西側

に2基検出されており、2棟の住居跡の重複の可能性もあるが、残存部の埋土が少なく不明である。壁は直

立していたようである。残存部の規模は南北3.8m。 東西1.7mほ どである。壁高は西側で30cmである。埋土

―-28-―
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1 75YR5/8 明掲色
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1 75YR5/8
2 75YR2/3
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1 75YR5/8 明褐色
2 75YR2/3 極暗褐色

色

色

褐

褐

暗

明
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第 14図 RE02堅穴状遺構出土遺物・RF01～03燒土遺構

は主に黄褐色土粒や炭化物を含む黒褐色土で構成され、締まりはない。

底面はやや凹凸があり、北西側の壁に土坑が2基検出されている。土坑は2基 とも長軸70cm。 短軸50cmほ

どの楕円形状を呈している。土坑の底面は西壁寄りのものは凹凸があり、最深40cm、 中央寄りは平坦で、

深さ20cmほどである。

南側のカマドは、袖が無く、燃焼部の焼土とトンネル状にくり貫いた煙道が残る。燃焼部の焼土は径約

50cmの 範囲に広がり厚さは3cmで ある。煙道は20° ほどの勾配で約1.5m下つた後70cm直立する。北側のカ

マドは袖の芯にした礫が残り、くり貫き式と思われる煙道は崩落している。煙道はやや蛇行している。燃焼

部から焚き日付近は浅い窪みとなっており、埋土に焼土や炭化物を含んでいる。

出土遺物は土師器の甕3点 と甕や年の破片・須恵器破片・羽日破片2点・砥石1点が得られている。邦はロ

クロ整形で、内面が黒色処理されている。163の甕には「A」 「+」 の刻線がある。164は底郡付近に木葉
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痕がある。

時期は平安時代と思われる。

RA502(第 17図,写真図版12・ 37)

調査地北西に位置し、表土直下で検出された。隅丸方形状を呈し西側にカマドを持つ。壁は西側では直立

し、東側は痕跡程度しか残らない。規模は1辺約2m、 壁高は西側で25cmである。埋土は主に黄褐色土を多

く含む黒褐色土で構成され、締まりはない。床面は東側に緩く傾斜して下がる。北側と南側の壁際に小土坑

がある。西寄りの2基が柱穴の可能性もある。

カマドは西壁の南寄りに位置し、袖の芯として立てられていた礫の抜き取り痕らしいものの間に燃焼部の

焼土が見られ、煙道は水平に長さ1.2m程掘り込まれた後直立している。燃焼部は浅い窪み状になり焼土を

含む明褐色土や黒色土が堆積している。

出土遺物は土師器甕の破片が1点ある(17-1)。 カマドの位置から平安時代と思われる。

RA503(第 17・ 18図 ,写真図版13)

調査地南西に位置している。中央付近には住居跡より古い土坑がある。東側は傾斜地のため、壁や床面は

残存しないが、隅丸方形状の平面形を呈すると思われる。壁は内湾気味に立ち上がる。残存部の規模は南北

4.4m。 東西2.4m・ 壁高は西側で10cmで ある。埋土は極暗褐色土で、粘性・締まり共にない。床面は緩く湾

曲しながら東側に傾斜する。壁際に柱穴状の小土坑が3基見られる。

カマドは西側壁際に燃焼部の焼土と一部崩落したくり貫き式の煙道が残る。燃焼部は固く焼け締まり、最

大厚5cmの焼土が形成されている。煙道は、燃焼郡から20cm高いところから緩く傾斜して1.5m下がった後、

直立する。

出土遺物は土師器会 1点が得られている。口縁部は短く「く」字状に外反し、頚部に沈線が巡る。外面は

削り、内面はハケメ調整が施されている。時期は、カマドの位置や出土遺物から平安時代と思われる。

RA504(第 18～ 20図,写真図版14・ 15,37・ 38)

調査地中央西寄りに位置し、表土直下の黄褐色上の基盤層で検出された。西側にカマドが残り、南側の壁

の一部は残存しない。ややいびつであるが隅丸方形を呈する。残存する壁は直立気味ないしは内湾気味に立

ち上がる。規模は一辺約5m・ 西側の壁高約30cmである。埋土は主に焼土や炭粒を含む黒色土で構成され、

締まりはない。

床面はほぼ平坦で、東側に緩く傾斜する。柱穴状土坑は南側壁寄りに2基、北寄りに2基の計4基が確認さ

れている。柱穴状土坑は径30cm・ 深さ50～70cmである。その他にも大小の土坑が検出されている。また東

側や南側の一部を掘り込んで固く締まった貼り床がなされている。北東隅の土坑は直径90cm・ 深さ約60cm

で、埋土は黄褐色土を多く含む黒褐色土や黒色土で構成される。締まりはない。

カマドは西側壁の南寄りに袖の痕跡や芯としたと思われる礫・燃焼部と思われる焼土があり、西側にくり

貫き式の煙道が作られている。煙道は緩く傾斜して1.2mほ ど下がった後、直立する。

出土遺物は、土師器甕2個体と破片数点 。羽口片1点・砥石1点が得られている。201・ 4は日縁部が短く

「く」字状に外反し、胴部は少し膨らむ。201は内外面がナデ調整、204は外面ハケメ調整が施されている。

20-2は須恵器甕の破片と思われる。203は底部に木葉痕がある。206の羽日はフイゴ側の方で、一端がラ
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注L=1&100m

RA5餌生居跡
A― B C― D
1 75YR3/1 黒 色 粘性有り 締まりややあり 焼土、炭粒を含む
2 10YR2/1 黒 色 粘性やや有り 締まりなし 黄褐色上粒を多く含む
3 75YR2/1 黒 色 粘性有り 綺まりなし 黄褐色土粒を含む
4 10YR2/2 黒褐色 責褐魯上の崩婆土 粘性有り 締まりなし
5‐ 10YR3/4 暗褐色 黄褐色土粒を多く含む 粘性無し 固く締まる

崖L=16000m   五

農L=情
“
00m

M―N
1 6YR5/8 明褐色
2 75YR3/2 黒褐色
3 7.5YR3/4 暗褐色

E― F
1 75YR2/2 黒褐色
2 75YR2/1黒 色
3 7う YR3/3 階褐色
4 75YR17/1黒 色
5 10YR5/6 黄褐色
6 10YR2/1 黒 色
7 75YR3/1 黒褐色
8 715YR5/6 明褐色
9 75YR7/8 黄橙色
10 75YR4/6褐 色
11 75YR6/6橙  色
127.5YR4/8褐 色

粘性締まりなし 黄褐色上を多く含む
粘桂有り 締まりなし 黄褐色土を含む
粘性締まりなし 黄褐色上を非常に多く含む
粘性やや有 り 縮まりなし
壁の崩壊土ブロック状に入る

粘性やや有り 締まりなし

籍桂卓ミ暮秩 轄妻′なし 藝糧琶圭窪粂暮砲多く含む
粘性やや有り 締まりなし 黄褐色土を非常に多く含む
粘性やや有り 締まりなし ほとんど黄褐色土

繰 写B 韓護Bなし 曇瑠雹登老繁詈と多で含む

咄

O―P
1 5YR5/8
2 7:5YR3/2
3 75YR4/3
4 10YR5/6
5 10YR3/2
6 75YR3/2
7 10YR3/3
8 10YR4/6
9 10YR3/2

第 19図

色
色

色
色
色
色
色
色

色

囃
翻
褐
部
舗
諦
醐
褐
賄

焼土層 粘性無し 締まり有り
責褐色上を含む 粘性有り 締まりなし
固く締まる 粘性無し 袖土

警着目上整警懇
し
堪種藩B有鳥まりなし

粘性締まりなし 焼土を極多量に含む
粘性締まりなし 黄褐色土プロックを多量に含む
粘性縮まりなし 焼土少量、責褐色土を多量に含む
粘性縮まりなし 焼土少量、黄褐色土を含む
粘性や卓有り 焼土を含む
粘性無し 固く縮まる 焼けている
粘性締まりなし 焼土炭を少し含む

Q― R
l 10YR2/2 黒褐色 焼土混入
粘性弱 締まり疎
2 10YR5/6 黄褐色 プロック
状崩壊土 粘性無し 締まり中

RA504(2)住 居跡
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第22図 RA506住 居跡出土遺物

ッパ状に広がる。205の砥石は煉瓦状で、両面 。両側縁に研ぎ面が形成されている。また、両面には縦方

向の条痕がある。

遺構の時期は、カマ ドの位置や出土遺物から平安時代と思われる。

RA505(第 20。 21図,写真図版 13)

調査地中央西寄 りに位置し、RA504の 南側に検出された。西側にカマ ドの一部が残るが、南東側は壁や

床は残存しない。平面形は隅丸長方形状を呈しているようである。壁は内湾気味に立ち上がる。残存する規

模は南北5m。 東西2.5mで、壁高は最大30cmである。埋土は主に黒褐色土で構成されている。

床面は緩やかな凹凸があり、東側に傾斜している。北側には土坑があるようだが不明である。

カマ ドは西側の南寄りに燃焼の痕明と見られる焼土と壁の西側に煙道の底部と見られる溝が 1.5m残 る。

焼土は痕跡程度で、黒褐色土が薄く堆積している。煙道は水平に掘り込まれた後直立するようで、煙出穴の

直下は煙道底部より25cm深く掘り込まれている。

出土遺物はないが、カマ ドの位置から平安時代の遺構と思われる。
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RA506(第 21・ 22図,写真図版 16・ 38)

調査地中央西寄 りに位置し、RA505住居跡の北側に検出された。西側にカマ ドがあり、南東側の壁は残

存しない。カマ ドの北にRT01墓墳が、カマ ドの南東にRW01鍛冶遺構が検出されている。RT01墓墳は住

居跡より新しいが、RW01鍛冶遺構は住居跡との新旧関係は不明である。住居跡は方形ないしは長方形の平

面形を呈すると思われ、壁は内湾気味に直立している。残存部の規模は南北5.5m。 東西3.2m・ 壁高は西側

で20cm程である。埋土は注記が無く不明である。床面はほぼ平坦である。

カマ ドは袖の芯に使用された角礫と支脚と思われる礫、くり貫き式の煙道の一部が残る。燃焼部は掘 りく

ぼめて黒褐色土を貼って作られているようで、その上に厚さ3cmほ どの焼土が形成されている。煙道はほぼ

水平に1.5mほ どくり貫かれ、煙出し穴直下付近はやや低く掘りくばめられている。

RW01鍛冶遺構は独立した遺構名で登録されているが、周囲に鍛造剥片も見られたようなので、この遺構

に伴う可能性がある。しかし、フィール ドカー ドもなく詳細は不明である。

出土遺物は土師器片・須恵器片 。支脚1点・棒状鉄製品1点である。221は ロクロ整形のイで、内面は丁

寧なミガキ調整が施されている。須恵器片には夕タキメも見 られる。22-9の支脚は粘土紐を輪積みにして

作られている。226の鉄製品は横断面形が長方形で、一端が尖っている。

この遺構の時期は、カマ ドの位置や出土遺物から平安時代と思われる。

RA507(第 23図,写真図版 17・ 39)

調査地中央西寄りに位置し、RA506住居跡の北側に検出された。いびつな隅丸方形状を呈し、西側にカ

マ ドを持つ。壁はやや外傾して立ち上がる。規模は東西方向で2.5m。 南北方向で2～ 2.5m・ 壁高は最大20

cmである。埋土は焼土や袖土が少量混入する黒褐色土で構成される。床面はほぼ平坦である。西側にはカマ

ドの袖を切る土坑がある。土坑の規模は直径 lm・ 深さ40cmほ どで、底部は凹凸がある。埋土は焼土の混入

する黒褐色上で構成されている。柱穴状の土坑は検出されていない。

カマ ドは西側壁の中央付近にあり、南側の袖の一部と煙道が残る。袖の石を固定した黒褐色土の内側には

厚さ5cmほ どの焼土が形成されている。煙道は1.2mほ どの長さで、煙出部に向かって20° ほどの傾斜で下

つた後、直立している。

出土遺物は土師器甕と甕の破片が得られている。いずれも口縁部は短く、外反している。外面ナデ、内面

ハケメやナデの調整が施されている。

遺構の時期は、カマドの位置や伴出遺物から平安時代と思われる。

RA508(第 24・ 25図,写真図版18・ 39)

調査地中央西寄りに位置し、RA506の 東に検出された。南東隅が丸いややいびつな長方形状の平面形を

呈し、北側壁にカマドがある。規模は南北6.2m。 東西4.8mである。壁の高さやカマドの状況については実

測図やフィールドカードが残っておらず不明である。床面も同様不明である。西寄りに柱穴状の土坑が3基

検出されている。

出土遺物は縄文土器片と土師器高郭脚部各1点が出土している。脚にはロクロまたは回転台に伴うような

段が三段有り、内面はナデ調整されている。また、年部の内側は丁寧に磨かれ、黒色処理されている。

遺構の時期は、調査者は平安時代としているが、カマドの位置から奈良時代の可能性が高い。
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RA509(第 25図 ,写真図版 19)

調査地北寄りの中央付近に位置している。東側にある遺構と重複しているようであるが、記録は残ってい

ない。西側しか壁が残存しないが、隅丸方形状を呈しているようである。カマ ドは確認されないが北東側の

床面に焼土がある。壁は緩く傾斜して立ち上がる。残存部の規模は南北3.5m。 東西2mほどである。壁高は

最大5cmである。埋土は焼土や炭化物を含む黒褐色土で構成されている。

床面は平坦で、東側に傾斜している。西寄りに柱穴状の土坑が5基検出されている。

焼土は直径45cmほ どの浅い窪みに形成されている。

出土遺物はない。

遺構の時期は、調査者は平安時代としているが奈良時代の可能性もある。

RA510(第 26図 ,写真図版20・ 39)

調査地西寄 り南側に位置している。遺構配置図はあるが、平面実測図はなく、断面図のみが残る。一辺

4mほどの隅丸方形状を呈し、北側壁のやや東寄 りにカマ ドがあるようである。写真では北西側に別遺構が

重複しているようである。断面図によると南寄 りをRD21土坑に切られている。壁は50～ 70° で外傾して

立ち上がる。埋土は黒色土や黒褐色土から構成されている。

床面はほぼ平坦で、貼 り床がなされている。

出土遺物は棒状の鉄製品が1点得 られている。長さ26cm。 直径lcmほどで、両端が尖っている。

遺構の時期は調査者は古代としているが、カマ ドの位置から奈良時代の可能性が高い。

RA511(写真図版21)

遺構配置図に写213と あるのみで、実測図・フィール ドカー ドは残っていないので不明。調査地中央北寄

り付近に位置している。全景写真でも複数の遺構の重複があり、形状は不明である。

出土遺物も無く、遺構の時期は不明である。

RA512(第 27図 ,写真図版21・ 39)

調査地中央北端に位置し、RG02溝に切られている。また北東をほかの遺構に切られているようである。

平面形は隅丸方形状を呈し、壁は内湾気味に直立する。規模は軸長約2.5mである。壁高は10～ 20cmで ある。

埋土は主に黄褐色土粒を含む黒褐色土で構成され、やや締まる。

床面はほぼ平坦である。カマ ドや炉については記録が無く不明である。

出土遺物は土師器甕1点 と石鏃1点がある。271は 口縁部が外反して大きく開いた後、日唇郡付近が直立

する。外面はハケメ・内面はナデとハケメの調整が施されている。

遺構の時期は、調査者は古代としているが、奈良時代の可能性がある。

堅穴状遺構

RE03(第 27図 ,写真図版22)

調査地中央付近西寄りに位置しRA508住居跡の北に検出された。やや菱形がかつた隅丸方形の平面形を

呈し、壁は西側が直立、ほかは湾曲して立ち上がる。規模は軸長約2.6mである。壁高は西側で30cmである。
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RA507住居跡
A― B―

Y聡

¶ 知 7m

ギ
=却Юm

二幾握
―
議 亀

無 :チ:轟齢
i麗畳翡員電雹

袖土・焼土少量混

焼土 "神土混
焼上・袖土混

ンルト
焼土混

崖 L=V加 面 J子
~発
R4ん

C― D
1 5Y1/4  灰  色
彦 2`Y1/惑  黒褐 色
3 5Y1/8   オリ‐プ鴇ζl
4 5Y1/2  黒  色
5 10YR4/2 灰黄褐色
0 10YR4/21 灰黄褐色
7 10YR3/1黒 褐色

奪こEと;ヨ常尊と々静:
シブント
地山
シ,レ ト

汚地山

シルト
シ,レト
シ,レト
シルト
シルト
地山
シルト
ンルト
シ,レト

シ,レト

2 2.5Y3/彦
3 2.5Ya/1
4 7うYR3/2
5 7i5YR2/2
6 10YR3/2
7 ■OYR2/3
8 111YR5/0

雑鮨髄駆騨識綿納

卿陣議紳繭鵬一鶏離螂騨純睡鞭誰

難維一蜘畿囃駆陣鱒蠅申醐脚線騨離

と

ユ L=17・100m 4

注 L=1■釈珀m

同 KL
l 10YR3/8
2 10YR3/2
3 10YR5/4
4 10YR9/彦
6 10YR6/6
0 10YR3/2
7 10YR4/6

= 10YR3/40 10YR6/3
10 10YR2/1
11 5YR3/8
12 10YR6/4
13 10Yミ 2/2
14 7.5YR′ 4/6
15 75Y3/1

le 7_5YR5/4
17 45YRS/6
18 75YR3/1
19 7.5YR2/2
20 夕.5YR2/3
21 5YR3/6
″ 25Y8/6
23 7.5YR8/4
24 10Yミ 5/4
25 10YR彦 /8
26 5YR4イ 8
27 7.5YR5/6
彦B 5YR4/S
29 10YR2/8

V=96P43m.

貼り床の上と同じ

焼土混入
貼床的

Y=96241m
G―H
l 10YR2/3. 黒獨色 貼り床の上と同じ
2 5YR4/8 赤褐色
3 75YR5/6 明褐色

0                                   2n

RA50'

第23図 RA507住居跡、出土遺物

o 2、 3      10E"
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十 x=―v測れ
Y=eQ254m

y十 X=― V却 7m
V=es,249蘭

十 X=―攣5m
Y=96249m

庄 L=低 5∞m

RA508

RA508
A― B
l 10YR2/1 黒 色 シル ト
2 10YR2/2 黒褐色 シル ト
3 10YR3/2 黒褐色 シル ト
4 10YR2/2 黒褐色 ンル ト
5 10YR2/2 黒褐色 シル ト
6 10YR3/3 暗褐色 シル ト 地山混入
7 10YR2/3 暗褐色 シル ト
8 10YR2/1黒 色 シ,レ ト

第24図 RA508(1)住居跡

♯X=― "置弱m
Y=96PS摘

C― D
l10YR2/1黒 色 シル ト
2 10YR2/2 黒褐色 シル ト
3 10YR2/3 暗褐色 シル ト
5 10YR2/3 暗褐色 シル ト
6 10YR4/4 褐 色 シルト 地山混入
7 19VR3/3 暗褐色 シルト
8 10YR2/2 黒褐色 シルト
9 10YR3/3 暗褐色 シルト 地山混入

-42-



4ト L=lG籠砺 注 L=螂00m
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カマド袖土
擁土混入

擁主混入
擁土層
擁土混入

G―H
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2 7sV点17/1
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4 25YR8/4
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第25図 RA508(D・ RA509佳居跡 ,RA508出土遺物

埋土は暗褐色土や黒褐色上で1形成されている。

底面はほぼ平坦である。炉はない。

出土遺物はない。

上坑

RD01(第28図,写真図版22)

調査地中央西寄りに位置し、V目黄褐色土層～漸移層上で検出されている。東側をRD02土坑に切ら|れて

いる。円形または精円形を呈していた.ようで、1壁は緩く傾斜して立ち上がる。規模は推定径2m20cm。 深さ

5～ 10C�である。埋土は黄褐色土粒を含む黒褐色上で構成される。底面は緩くくぽみ中央付近が低くなる。

出土遺物はないる

とL=lS30m

澄
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】-1離琥―轟鑑 盤轟ι銃隆彦密き挙挙
む

E― F
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2 'YRe/写
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ｒ一

肺
　
浄〓９６，２５＋ 8                                2m
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第27図 RA512住居跡、出土遺物・RE03堅穴状遺構

+X=一 V却 7m
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RD02 (第 28図 , 写真図版22・ 39)

調査地中央西寄りに位置し、V層黄褐色土層～漸移層上で検出されている。西側のRD01土坑を切ってい

る。西側が直線の「D」 字状の楕円形を呈している。壁は緩く傾斜して立ち上がる。規模は長軸2.8m・ 短

軸1.7m・ 深さ5～ 1 0cmである。埋土は黄褐色土粒を含む黒色または黒褐色土で構成される。底面は緩くく

ばみ中央付近が低くなる。

出土遺物は縄文土器片4点が得られている。

遺構の時期は、調査者は平安時代としているが詳細は不明である。

RD03 (第 28図 , 写真図版22)

調査地中央西寄りに位置している。平面形は隅丸長方形状を呈し、壁はほぼ直立する。規模は長軸

1.8m。 短軸1.3m・ 深さ約30cmである。埋土は黄褐色土を含む黒褐色土や黒色土で構成される。底面はほぼ

平坦である。

出土遺物はない。

遺構の時期は、調査者は平安時代としているが詳細は不明である。

RD04(第 28図 ,写真図版22)

調査地中央北寄りに位置し、V層黄褐色土層で検出された。東側の下位にはRD05土坑があり、西側は別

の遺構に切られている。平面形は不整な隅丸長方形状を呈し、壁は緩く傾斜して立ち上がる。規模は長軸

2.3m・ 短軸1.4m。 深さ1 0cmほ どである。埋土は黒色土である。底面はほぼ平坦で、東側に傾斜している。

出土遺物はない。

遺構の時期は、調査者は平安時代としているが詳細は不明である。

RD05(第 29図 ,写真図版22・ 40)

調査地中央北寄りに位置する。西側の上位にはRD04土坑がある。平面形は隅丸長方形状を呈し、壁は緩

く傾斜して立ち上がる。規模は長軸1.5m・ 短軸1.2m。 深さ20cmほ どである。埋土は主に炭化物や焼土を含

む暗褐色土で構成される。底面はほぼ平坦である。

出土遺物は縄文土器片2点が得られている。

遺構の時期は、調査者は平安時代としているが詳細は不明である。

RD06(第 29図 ,写真図版23)

調査地南西寄りに位置し、西側に重複するRD07土坑と共にRA109住居跡の南側を切っている。RD07土

坑との重複関係は当遺構の方が上位にある。平面形はほぼ長方形状を呈し、壁は湾曲して立ち上がる。規模

は長軸2.3m。 短軸1.lm・ 深さ10cmほ どである。埋土は黒褐色土と暗褐色土で構成されている。底面はほぼ

平坦で、東に傾斜している。

出土遺物はない。

遺構の時期は、調査者は平安時代としているが詳細は不明である。
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Y=96,234m

十X=― V却 4m
Y=96,237m
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色
鮎
黒
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黄褐色土粒を含む

黄褐色土粒を少し含む

黄褐色土粒を多く含む

Y=96,234m
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十X=―印8m
Y=96,237m
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μ

Y=96,237m
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平戸     Y=96,239m

半 =将VИm

崖L=17.7∞m RD03   当
半 =抑h
Y=96.236m

RD03
1 10YR2/8
2 10YR3/4
3 75YR3/4
4 10YR2/3
5 10YR3/2
6 10YR2/3
7 10YR2/1

黒褐色

暗褐色

暗褐色

黒褐色

黒褐色

黒褐色

黒 色

粘性無し 締まり弱い 自色土粒を含む
粘性・締まり有り 黄褐色土を多く含む
粘性有り 締まりなし 黄褐色上を多く含む
粘性無し IMま りなし 黄褐色上を含む
粘性有り 締まりなし 黄禍色土を多く含む
粘性無し 締まりなし 黄褐色上を含む
粘性・締まりややあり 黄褐色土 。自色土粒を少し含む

RD04土坑
1 10YR2/1

A
Y=96,239m

第28図 RD01～ 04土坑 。RD02出上遺物

RD04

十X=―卸怖
Y=96.238m

当
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RD07 (第 29図 , 写真図版23)

調査地南西寄りに位置し、東側に重複するRD06土坑と共にRA109住居跡の南側を切っている。RD06土

坑との重複関係は当遺構の方が下位にある。平面形はほぼ長方形状を呈し、壁は湾曲して立ち上がる。規模

は長軸2.lm・短軸 1.lm・ 深さ10cmほ どである。埋土は黒色土である。底面はほぼ平坦で、東に傾斜している。

出土遺物はない。

遺構の時期は、調査者は平安時代としているが詳細は不明である。

RD08(第 29・ 30図,写真図版23・ 40)

調査地北側の中央西寄りに位置する。平面形は北側が直線のD字状を呈し、壁は40度ほどに傾斜して立

ち上がる。規模は長軸 2Ⅲ2m・ 短軸2m・ 深さ20cmほ どである。埋土は炉壁や焼土・炭を含む黒色土や暗褐

色土で構成される。底面はほぼ平坦である。

出土遺物は底面から鉄滓が、埋土から縄文土器片や鉄製品が得られている。30-9は刀子状であるが、刃

部が外側に曲折している。3010。 11は釘と思われる鉄製品である。

遺構の時期は、調査者はこれらの出土遺物から平安時代としている。

焼土遺構

RF04(第30図 ,写真図版23)

調査地の西寄り中央付近に位置する。南側にはRF05焼土遺構がある。焼土の広がりは長軸75cm。 短軸

65cmの楕円形状で、厚さは最大 1 5cmで ある。

出土遺物はない。

遺構の時期は、調査者は古代としている。

RF05(第30図 ,写真図版23)

調査地の西寄り中央付近に位置する。北側にはRF04焼土遺構がある。焼土の広がりは長輔110cm。 短軸

80cmの不整形状で、厚さは最大20cmである。

出土遺物はない。

遺構の時期は、調査者は古代としている。

鍛冶遺構

RW01(第 21図,写真図版23)

RA506住居跡のカマ ド南東に位置している。住居跡との新旧関係や鍛造剥片の検出状況などの詳細につ

いてはフィール ドカー ドも残存しないので不明である。図面に残る遺構は直径1.3m・ 深さ25cmほ どの上坑

で、内部に礫が混入している。埋土についても記録が残っておらず不明である。

出土遺物は、 鍛造剥片が出土しているようだが、記録が残っておらず、詳細不明である。
遺構の時期は、調査者は平安時代としているが詳細は不明である。
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Y=96,237m

十 X=― V,09m

崖 L=17800m RD05土坑
1 10YR3/3 暗褐色 粘性やや有 り
2 10YR3/4 暗褐色 粘性やや有 り
3 75YR3/4 暗褐色 粘性やや有り
4 10YR5/6 黄褐色 粘性やや有り

締まり有り 炭焼土を含む
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第29図  RD05～ 08土坑・RD05、 08(1)出土遺物
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二
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(3)時期不明遺構

堅穴状遺構

RE04 (第 30図 , 写真図版24・ 41)

調査地北側の中央付近に位置する。中央や南側をほかの上坑に切られている。南東側の壁は欠損するが、

平面形は楕円形状を呈するようである。壁は緩く傾斜して立ち上がる。規模は長軸2.8m以上・短軸2.6m・

深さ10cmほ どである。埋土は炭を少し含む暗褐色土で構成される。

底面はほぼ平坦だったようである。北と西の壁際に柱穴状の土坑がある。

出土遺物はない。

土坑

RD09(第 30図 ,写真図版24)

調査地北西寄りに位置している。平面形は精円形状を呈し、西側に傾斜して掘り込まれ、西側はオーバー

ハングする。規模は長軸1.lm・ 短軸0。 9m。 深さ約50cmで ある。埋土は黒褐色土で構成され、下位ほど炭化

物の混じる黒褐色土や地山混じりの暗褐色土で構成される。底面は緩く湾曲し中央がくぼむ。

出土遺物は縄文土器片数点がある。

RD10(第 31図,写真図版24・ 41)

調査地北側西寄りに位置し、V層黄褐色土上で検出された。平面形は精円形状を呈し、壁は45度程に外

傾する。規模は長軸2.lm。 短軸1.3m・ 深さ20cmである。埋土は黒褐色土で構成され、下位ほど黄褐色土が

増え、締まりも密になる。底面はほぼ平坦で、東側に傾斜する。

出土遺物はない。

RDll(第 31図 ,写真図版24)

調査地北側の西寄りに位置し、V層黄褐色土上で検出された。平面形は隅丸方形を呈し、壁は直立する。

規模は軸長約1.3m・ 深さ5cmである。埋土は黒褐色土で構成される。底面はほぼ平坦である。

出土遺物はない。

RD12(第 31図,写真図版24)

調査地北側西寄りに位置する。平面形は不整な精円形状を呈し、壁は緩く傾斜している。規模は長軸

1。9m・ 短軸1.5m・ 深さ15cmで ある。埋土は黒褐色土で構成され、締まる。底面は壁から連続して、ほぼ平

坦になる。

出土遺物はない。

RD13(第 31図,写真図版24)

調査地北側の西寄りに位置する。平面形は楕円形を呈し、壁は内湾気味に外傾する。規模は長軸2.7m。

短軸約2m・ 深さ10cmで ある。埋土は主に炭をわずかに含む黒褐色土で構成される。底面はほぼ平坦で、中

央付近に径60cm・ 深さ40cmの土坑がある。

出土遺物はない。
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ト

Y=朗比238m

A

RDm土坑
1 10YR2/彦
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3  10YR3/2

第31図 RD10～ 13土坑・RD10出土遺物

RD14(第 32図,写真図版25)

RA505住居跡の南側にRD16・ 17・ 18と共に検出された。RD17土坑の東側に重複し、RD17に切られて

いる。平面形はほぼ円形で、壁は直立気味である。底面はほぼ平坦である。規模は直径60cm・ 深さ40calで

ある。埋土は明黄褐色上の混じる暗褐色上で構成される。

出土遺物はない。

RD15(第 32図,写真図版25)

RA505住居跡の南側にRD16・ 17・ 18土坑と共に検出された。埋土断面図は東側に隣接するRD16土坑

を切っている。平面形は楕円形状で、壁は内湾気味である。底面中央がくぼみ湾曲する。規模は長径

1.3m。 深さ50cmである。埋土は地山の明黄褐色土ブロックの混じる極暗褐色土から黒色上で構成される。

色

色

色

鶏
鶏
諦

-57,輸
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出土遺物はない。

RD16(第 32図 ,写真図版25)

RA505住居跡の南側にRD15,17・ 18土坑と共に検出された。埋土断面図は西側に隣接するRD15土坑

に切られている。東側のRD17土坑と埋土が連続するようで、新旧関係は不明である。平面形は円形状で、

壁は内湾気味である。底面は湾曲し、東側のRD17土坑に向かい下がつている。規模は長径1.7m・ 深さ30

～40cmである。埋土は明黄褐色土を主とし暗褐色上が混入する。

出土遺物はない。

RD17(第 32図 ,写真図版25)

RA505住居跡の南側にRD15。 16・ 18土坑などと共に検出された。埋土断面図は西側に隣接するRD16

土坑に連続し、東側に隣接するRD14土坑を切っている。平面形は楕円形状で、壁は内湾気味である。底面

は湾曲し、西寄りに径50cmほ どの小土坑がある。規模は長径1.8m。 短径1.5m・ 深さ40cmである。埋土は

褐色土の混じる暗褐色土を主とする。

出土遺物はない。

RD18(第 32図,写真図版25)

RA505住居跡の南側にRD15・ 16・ 17土坑などと共に検出された。埋土断面図は西側に隣接するRD17

土坑に切られている。平面形は楕円形状で、壁は内湾気味である。底面は湾曲し、中央付近がくぼむ。規模

は長径1.2m・ 短径lm・ 深さ40cmである。埋土は褐色土と黒褐色土の互層である。

出土遺物はない。

RD19(第 32図 ,写真図版25。 41)

RA506住居跡の床面北寄りに位置している。南側にはRD20土坑があり、住居跡との新旧関係は不明で

ある。平面形は円形を呈し、壁は外傾気味である。底面はほぼ平坦である。規模は直径80cm。 深さ65cmで

ある。埋土は上位が貝混じりの黒色土、下位が明褐色土で構成される。

出土遺物は土師器甕の破片が1点ある。口縁部が短く「く」字状に外反する。内外面ともにナデ調整が行

われている。

RD20(第 32図 ,写真図版25)

RA506住居跡の床面北寄りに位置している。北側のRD19土坑に切られているようである。住居跡との

新旧関係は不明である。平面形は楕円形を呈し、壁は外傾気味である。底面はほぼ平坦である。規模は長径

lm・ 深さ40cmである。埋土は上位が黒褐色土、下位が暗褐色土で構成される。

出土遺物はない。

RD21(第 32図 ,写真図版26)

RA510住居跡の床面南側に位置している。断面図のみの残存であるが、埋土の状況は住居跡に連続する

ようである。平面形は円形と思われ、壁は直立気味で一部垂下する。底面はほぼ平坦である。規模は直径
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70cm・ 深さ45cmである。埋土は壁際に明褐色土の混じる黒色土や黒褐色土で構成される。

出土遺物はない。

RD22 (第 33図 , 写真図版26・ 41)

RA108住居跡の北東に位置している。平面形は不整な楕円形を呈し、壁は外反気味である。底面は凹凸

がある。規模は長軸75cm・ 短軸60cm・ 深さ35cmである。埋土は褐色土ブロックの混じる黒色土で構成され、

締まりはない。

出土遺物は、縄文時代前期と中期の土器片が出土している。

RD23(第 33図 ,写真図版26・ 41)

RD22土坑同様にRA108住居跡の北東に位置している。ほかの遺構に重複しているようだが不明である。

平面形は楕円形状を呈し、断面は動物の巣穴のように斜めに下 り尻すぼみとなる。規模は長軸90cm・ 短軸

65cm・ 深さ35cmである。埋土はおもに下位に礫が混じる黒褐色土で構成される。

出土遺物は、土師器甕の底部付近の破片1点 と石匙1点が得 られている。土師器片は内外面にハケメが見

られる。

時期不明となっているが、RD22土坑より新しく、古代の可能性がある。

RD24(第 33図 ,写真図版26)

RA512住居跡に隣接して、住居跡に切られているようだが、残された図だけでは不明である。楕円形状

を呈し底部から壁は湾由して立ち上がる。規模は長軸80cm。 短軸60cm・ 深さ15cmで ある。埋土は黒褐色土

で構成され、粘性・締まりはない。

出土遺物はない。

RD25(第 33図 ,写真図版26)

調査地中央付近にRD26・ 27土坑と共に検出された。それぞれ重複関係はない。平面形は開口部が円形状

を呈し、底部は楕円形状を呈する。壁は湾曲する底部から外傾して立ち上がる。規模は直径80cm・ 深さ50

cmである。埋土は黒褐色土や灰黄褐色土のブロックの混入する黒色土で構成される。

出土遺物はない。

RD26 (第 38図 , 写真図版26)

調査地中央付近にRD25。 27土坑と共に検出された。それぞれ重複関係はない。平面形は楕円形状を呈し、

壁は外傾ぎみに立ち上がる。底部は緩く湾曲する。規模は長軸lm・ 短軸65cm・ 深さ50cmである。埋土は鈍

い黄褐色土から鈍い黄橙色土で構成される。

出土遺物はない。

RD27(第 33図,写真図版26)

調査地中央付近にRD25・ 26土坑と共に検出された。それぞれ重複関係はない。平面形は精円形状を呈し、

壁は外傾ないしは外反ぎみに立ち上がる。底部には浅い窪みがある。規模は長軸80cm・ 短軸50cm。 深さ55
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cmである。埋土は上位に褐灰色上があり、その下に明褐色や褐色土が有り、中央付近に黒褐色土が見られる。

出土遺物はない。

RD28(第 33図 ,写真図版26)

調査地中央北側に位置し、北側にはRD29土坑がある。平面形は円形状を呈し壁は外傾して立ち上がる。

底面は東側が低く凹凸がある。規模は開口部径1.5m・ 深さ85cmで ある。埋土は主に黒褐色土や暗褐色土で、

黄褐色土や灰黄褐色土が混入する。

出土遺物はない。

RD29(第 34図 ,写真図版26)

調査地中央北側に位置し、南側にはRD28土坑がある。

て立ち上がる。規模は開口部径 70cm・ 深さ30cmである。

褐色土で構成される。出土遺物はない。

平面形は円形を呈し、壁は丸底の底部から湾曲し

埋土は上位が黄褐色土、中位が黒色土、下位が黒

RD30(第 34図 ,写真図版27)

調査地中央北寄りに位置し、北側にはRD31土坑がある。平面形は円形を呈し、壁は丸底の底部から湾曲

して立ち上がる。規模は開口郡径75cm・ 深さ10cmで ある。埋土は鈍い黄褐色土で構成される。

出土遺物はない。

RD31(第 34図,写真図版27)

調査地中央北寄りに位置し、南側にはRD30土坑がある。平面形は円形を呈し、壁は直立ないしは外傾し

て立ち上がる。規模は開口部径45cm・ 深さ45cmである。埋土は黒褐色土と褐色土で構成される。

出土遺物はない。

RD32 (第 34図 , 写真図1灰27)

調査地中央付近にRD25・ 26土坑と共に検出された。それぞれ重複関係はない。平面形は楕円形状を呈し、

壁は南側が直立、ほかは内湾気味に外傾して立ち上がる。底部南側が低い。規模は開口部で長軸75cm・ 短

軸65cm・ 深さ55cmである。埋土は上位中央付近に柱穴状の黒色土が、周囲には暗褐色土等が堆積する。

出土遺物はない。

RD33(第 34図 ,写真図版27)

調査地中央北側に検出された。不整な隅丸長方形状の平面形を呈し壁は外傾して立ち上がる。底面は西側

がやや低いが平坦である。規模は長軸1.6m・ 短軸1.4m。 深さ25cmである。埋土は主に礫混じりの鈍い黄褐

色土で構成されている。

出土遺物はない。

RD34(第 34図,写真図版27)

調査地北側中央東寄りに検出された。平面形は円形状を呈し、壁は西側は直立気味、東側は底面から緩く
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湾曲して立ち上がる。規模は直径90cm・ 深さ25cmほどである。埋土は暗褐色土で構成されている。

出土遺物はない。

RD35(第 34図,写真区版27)

調査地中央北東寄りに検出された。平面形は隅丸三角形状で、壁は丸底から連続して湾曲して立ち上がる。

規模は開口部径80cm。 深さ30cmほ どである。埋土は礫混じりの黒褐色上で構成される。

出土遺物はない。

RD36(第 34図 ,写真図版27)

調査地中央北東寄り、RD35土坑の北に検出された。平面形は楕円形状で、壁は外傾して立ち上がる。規

模は長軸90cm。 短軸50cm・ 深さ15cmで ある。埋土は礫混じりの黒褐色土で構成される。

出土遺物はない。

RD37(第 34図 ,写真図版28)

調査地中央北東寄りに検出された。平面形は円形状で、壁は外傾して立ち上がる。底部は凹凸がある。規

模は開口部径90cm。 深さ20cmで ある。埋土は礫混じりの暗褐色土で構成される。

出土遺物はない。

RD38(第 35図,写真図版28)

調査地中央北東寄りに検出された。平面形は円形状で、壁は丸底から連続して内湾気味に立ち上がる。規

模は開日部径90cm・ 深さ25cmである。埋土は礫混じりの暗褐色土で構成される。

出土遺物はない。

RD39(第 35図,写真図版28)

調査地中央北東寄りに位置し、RD40・ 41土坑などと共に検出された。平面形は楕円形状で、壁は丸底か

ら連続して内湾気味に立ち上がる。規模は開日部の長軸1.2m・ 短軸90cn・ 深さ25cmである。埋土は礫混じ

りの暗褐色土で構成される。出土遺物はない。

RD40(第 35図 ,写真図版28)

調査地中央北東寄りに位置し、RD39,41土坑などと共に検出された。平面形は円形状で、壁は底から外

傾して立ち上がる。浅い柱穴状を呈する。規模は開口部長径35cm。 深さ20cmである。埋土は礫混じりの暗

褐色土で構成される。

出土遺物はない。

RD41(第 35図,写真図版29)

調査地中央北東寄りに位置し、RD39・ 40土坑などと共に検出された。平面形は円形状で、壁は直立気味

に立ち上がる。浅い柱穴状を呈する。規模は開口郡径30cm・ 深さ20cmである。埋土は礫混じりの暗褐色土

で構成される。
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出土遺物はない。

RD42(第 35図,写真図版29)

調査地中央北東寄りに位置し、RD39・ 40・ 41土坑などと共に1検出された。平1面形|は隅丸長方形状で、

壁は丸底から連続して内湾気味に立ち上がる。底面は2カ所でくぽんでいる。規模は開口部で長軸lm・ 短

軸65cla・ 深さ15cmである。理土は礫混じりの暗褐色土で構成される。

出土遺物はない。

RD43 暢発5図, 写5曇区I版29)

Ⅷ
RIj41土 坑
1 10YR3/3 暗褐色 礫混じり



調査地中央北東寄 りに位置し、RD39,40・ 41土坑などと共に検出された。平面形は円形状で、壁は丸

底から連続して内湾気味に立ち上がる。規模は開口部で径 70cm・ 深さ20cmである。埋土は礫混じりの黒褐

色土で構成される。

出土遺物はない。

RD44(第 35図 ,写真図版29)

調査地中央北東寄りに位置し、RD39。 40・ 42土坑などと共に検出された。平面形は楕円形状で、壁は

丸底から連続して内湾気味に立ち上がる。規模は開口部で長径70cm・ 短径60cm。 深さ20cmである。埋土は

礫混じりの黒色土で構成される。

出土遺物はない。

焼土遺構

RF06 (第 35図 , 写真図版29)

調査地北西部の緩斜面に検出された。周囲の遺構との関連は不明である。焼土の広がりは長軸60cm・ 短

軸45cmの精円形状である。厚さは最大10cmほ どで、固く締まっている。

出土遺物はない。

RF07(第 35図 ,写真図版29)

調査地南西に検出された。周囲の遺構との関連は不明である。焼土の広がりは長軸70cm・ 短軸55cmの 不

整な精円形状である。厚さは最大10cmほ どで、さらに下位にも火熱が及んでいる。

出土遺物はない。

溝跡

RG01(第 36図,写真図版30)

調査地北側西寄りに検出された。地形面に直交し、東西方向に長い溝状を呈する。底面は地形面同様東に

向かって緩く傾斜して下がる。横断面形はU字状を呈し、長軸の両端は東側がオーバーハング、西側が直立

気味である。規模は、長さ4.4m・ 幅は開口部で55～ 70cm・ 底部で35～45cmである。深さは西側20cm。 東

側45cmである。埋土は暗褐色土や黒褐色土で構成される。

出土遺物はない。

RG02(第 36図 ,写真図版30)

調査地北側中央付近に位置している。RA512竪穴住居跡を切っている。溝状を呈している。規模は長さ

3。 9m・ 幅は関口部で65cm・ 底部で40～ 45cm・ 深さ25cmである。埋土は上位が黒褐色上下位が暗褐色土で

構成される。

出土遺物はない。
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墓境

RT01(第 36図,写真図版30)

調査地西寄り中央付近に位置し、RA506住居跡の西壁寄りの床面に検出された。不整な楕円形状を呈し、

規模は開日部で長軸1.75m。 短軸lm・ 深さ0.85mである。人骨が出土したらしいが詳細は不明である。埋

土は上位が黒色土 。中位が褐色土・下位が鈍い黄褐色土で構成されている。

出土遺物や時期については記録が残存せず不明である。

3 遺構外の出土遺物
(1)土器

平成 6年度の調査略報によれば、一次調査で出土した土器の総量は、大コンテナ16箱、石器100点余、

鉄津1箱などである。二次調査の開始時には、一次調査終了部分も含め遺跡一面に遺物が散乱していた。そ

の間の経緯は不明であるが、一次調査では遺構に伴う遺物を優先して回収したのかもしれず、遺構外の遺物

の回収量は少なかった。また、整理作業でも遺構伴出遺物を優先したようで、実測や拓本 。写真撮影がなさ

れた遺構外出土土器片はさらに少なかった。ここに取り上げた遺物以外にも土師器や須恵器など多くの資料

が収蔵されているが、以下では一次調査の整理成果 (渡辺)を基に報告する。

土器類は縄文時代の土器と土師器に大別される。縄文時代の土器は前期前葉の土器と中期中葉・後葉～末

葉の上器に分けられる。

縄文時代前期前葉の土器 (第37図 1～ 3・ 5～ 9・ 20、 写真図版42)

深鉢形土器で、日縁部は平口縁のものがほとんどで、口唇部が肥厚するものもある。日縁部はやや外反気

味のものもあるが、外傾気味に直立する物が多い。胎土に植物繊維が混入された痕跡が認められ、器厚が厚

い感じがする。地文は粒の粗い斜縄文で、日縁部付近は横走する綾絡文が施文され、長く延びたS字状の文

様が連続するように見えるものが多い。20は胴部の破片で結節回転文が施文されている。

縄文時代中期中葉の土器 (第37図 10～ 13・ 15～ 19・ 21・ 23、 写真図版42)

深鉢形土器の破片と思われ、日縁部は波状と平縁がある。日縁部は外反するものと内湾するものがあり、

胴部は膨れる形状を示すようである。地文の上に平行する沈線や隆帯で区画された文様が施文される。

縄文時代中期後葉～末葉の土器 (第37図4・ 14・ 22・ 24・ 26～ 30、 写真図版42・ 43)

深鉢形土器の破片と思われる。日縁部は平口縁と波状口縁があり、外反するものと内湾するものがある。

地文の上に幅広の沈線と磨消帯で文様が施文される。口縁部付近は磨かれ、下位が肥厚するものもある。

縄文時代中期の粗製土器 (第37図 25・ 32～第38図 7、 写真図版43)

深鉢形の器形が多いようである。口縁部は外反するものと内湾気味のものがある。縄文の地文が施文されて

いるものと、無文で粗いナデ調整だけのものがある。

土師器 (第38図 8、 写真図版43)

深鉢の破片で、体部が少し膨らみ短い日縁郡が外反して広がり「く」字状を呈する。輪積痕が残り、内外

に削り後ハケメ調整が施されている。日縁郡は横ナデである。
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(2)石器
石鏃 (第38図9～23、 写真図版4つ

二等辺三角形状の石鏃が多い。平基ないしは基部がやや窪むものが8点、基部がやや膨らむものと柳葉形

のものが各1点―ある.。 整形は両面から行われているが、一次剥離面が広く残るものも多い。長さは114～ 3.9

C“、平均2.45cm、 重量914～3,9g、 平均1.5どである。石材は粘板
―
岩と凝灰質粘板岩・チャート質粘板岩があ

る。

石槍 (第38図24～ 27、 写真図版44)

3点の破損品を含め4点が出土している。完形品は長さ 13.5cm・ 重塾 4.5gである。破損品も1 0cm前後の

大きさだつたようである。石材は凝灰質粘板岩 ,チャート質1粘板岩・流紋岩・砂質粘板岩である。

石錐 (第 38図 28、 写真図版441

-点のみの出上である。錐部の断面は菱形を呈する。長さ3,3cm、 重量3,6gである。石質は粘板岩である。

石匙 (第38図29～第39図 13、 写真図版44,45)

組で吊るせるようなつまみが作り出された器種である。つまみ部と主な刃部が平行するような竪形のもの

とつまみ部|に対して刃部が交差する横形のもの、斜め形のものがある。刃部加工は片面のみのものが主であ

るが画面から行われたり、38-29のように尖頭器状になったものもある。石材は粘板岩・砂質粘板岩・凝灰

質粘板岩である。

削―掻器 (第 39図 14～ 16、 写真図版45)

剥片の縁辺に刃部加工が施されたもので、刃部は1辺のみのものと2辺のものがある。石材は粘板岩である。

磨製石斧 (第39図 17～ 21Ⅲ 写真図版46)

すべて破損品である。刃
1部
は片刃状のものと両刃状のものがある。形状で同じグループに分けたが、18

のように長さ3Bcmと 小型のものもある。石質は粘板岩と極細粒緑色凝灰岩がある。

磨石 (第39図22～ 24・ 第40図 1～ 5、 写真図版46)

長めの礫の縁辺に磨面が形成されたものと平たい円礫の面面に1磨面が形1成されたものがある。40-3のよ

うに敲打に使用して窪みの形成されたものもある.。 破損品もあるが重量269g～ 794gと重いものが多い。石

材はでデイサイトや閃緑岩・緑色砂質凝灰岩がある。

凹石 じ黎0図6～ 8、 写真図版46)

3点―出上している平らな面に福り鉢状の窪みが複数個形成されている。40-3は一側縁に磨面も形成されて

いる。重量は403gか ら1056gである。石質は花蘭閑緑岩・安山岩・緑色1凝灰岩である。

(3)鉄製品 (第40図 9、 写真図版46)

棒状の鉄塞品1点が出土している。横断面形は方形状で、長さ17.2cm.最大幅9mほどである。
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第39図 遺構外出土遺物 (石器 (2))
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4.山田町沢田 I遺跡出土品の分析・調査
鉄器及び鉄滓

川鉄テクノリサーチ株式会社

分析・評価センター

岡原 正明

伊藤 俊治

1.は じめに

岩手県埋蔵文化財センター殿で発掘調査されました山田町沢田 I遺跡出土の鉄器、鉄滓の学術的な記録

のために自然科学的な観点での調査のご依頼がありました。

その結果についてご報告いたします。

2.調 査項 目および試験 。調査方法

(1)調査試料一覧および調査項目は次の通とおりです。

(2)重量計測

計量は電子天秤を使用して行い、小数点 1位で四捨五入してあります。

鞘
配

料

格

試

性

土

構

出

遺

重量

g
分

析

成

分

X線

回析

織

真

組

写

EP
MA

線

過

Ｘ

透

観

真

外

写

鉄 器
塾 状

1191 住
南西埋土

53.7
○

C,L
○

C,L ○ ○

2
鉄 器

？

・

2B18土坑

P2埋土
10.4 ○ ○

3
鉄 器
刀子状

2B18土坑

P2埋土
30.0

EDX

定性分析
○ ○

4
鉄 器

鏃 状
2B18土坑

P2埋土
8,9 ○ ○ ○ ○

5
鉄 器

釘 状
2B17Ⅲ層 37.5 ○ ○

6
鍛 造

剥 片
■ 9鍛冶

遺構東埋土

(1)1.5

(2)4,7
○ ○ ○ ○

7
鉄 滓

椀型滓

119鍛冶

炉東埋土
281.6 ○ ○ ○ ○

8
鉄滓と

鉄 塊

119鍛冶

炉東埋土
235。 1 ○

偏平○

塊状○

○

○

○

○
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(3)外観の観察と写真撮影

各種試験用試料を採取する前に、試料の両面をmm単位まであるスケールを同時写し込みで掃影しまし

た。また、試料採取時の特異部分についても撮影を行っております。

(4)化学成分分析

化学成分分析は 」ISの分析法に準じて行いました。分析方法および分析結果は14頁の一覧表に示

してありますので、ご参照下さい。

この調査は、化学成分から鉄を作るために使用した原料の推定と、生産工程のどの部分で発生した鉄

滓かの判断用データを得るために行いました。

分析項目は鉄塊、鉄滓、鍛造剥片とも18項 目行っております。

(5)顕微鏡組織写真

試料の一部を切り出し樹脂に埋め込み、細かい研磨剤などで研磨 (鏡面仕上)します。その後、顕微

鏡で観察しながら代表的な断面組織を拡大して写真撮影し、溶融状況や介在物 (鉱物)の存在状態等か

ら加工状況や材質を判断します。鉄滓の場合にも同様に処理・観察をおこない、製鉄・鍛冶過程での状

況を明らかにします。原則として100倍 と400倍で撮影します。必要に応じ実体顕微鏡による観察も行

いました。

(6)X線回折測定

試料を粉砕して板状に成形し、X線を照射すると、試料に含まれている化合物の結晶の種類に応じて、

それぞれの固有の反射 (回折)されたX線が検出されることを利用して、試料中の未知の化合物を観

察 。同定するものです。

多くの種類の結晶についての標準データが整備されており、ほとんどの化合物が同定されます。装置

の使用や測定条件、測定結果は82頁以降に添付してあります。

(7)EPMA(X線 マイクロアナライザー)による観察

高速電子線を2μ mφ 程度に絞って、分析対象試料面に照射し、その微小部に存在する元素から発生

する特性X線を測定するもので、金属鉄中の介在物や鉄滓の成分構成を視覚から確認するために、二次

元の面分析 (EBS像 )を行いました。

また、 EPMAに 付属する特性X線分光分析装置 (EDX)を 用いて、定性分析を行いました。

(8)X線 (放射線)透過試験

X線発生装置を用い最適のX線強度を選択して、写真撮影を行います。同一のX線強度と照射時間の

場合には、照射される物質の質量が重い程、また寸法が厚い程 X線が吸収され写真上では黒くなり、そ

の反対ではX線が簡単に透過する関係上自く写ります。したがって、凹凸や異種金属が共用されている

とか銹で金属部分が薄くなっている場合でも状況が濃淡で判断できます。
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3.調査および考察結果

個別試料ごとに結果を述べます。

(1)試料Nα l 鉄器

長さが13511m、 911m角で、55nlmの木柄痕がある蟄状の試料である。刃部はやや先細りで先端部は平

らである。重量は53.7gで あった。調査試料はX線 (放射線)透過試験を基に金属鉄が残っている刃

の先端部から採取し使用した。

低倍率の実体顕微鏡写真で自く見えるところは金属鉄、外側の灰色に見えるところは鉄銹の部分であ

る。また、中心部にやや黒く見える部分は介在物 (不純物、主として金属の酸化物)である。C(試料

の断面)方向とL(試料の長手)方向とを較べてみると、C方向では認められないがL方向では中心部

分とは別に筋模様になった介在物が線状に引き延ばされた状況が観察できる。

EPMAの SE像からも、L方向の介在物はかなりの程度加工によって長手方向に仲ばされており、

前述の観察も踏まえこの試料は鍛冶加工によって長手方向に鍛造が施されたことが判る。 C方向の介在

物も鍛造加工によって同時に上下方向にやや延伸されている。

顕微鏡観察では、試料の金属組織は比較的細かいフェライト (純鉄で白い部分)に灰色のパーライト

〔フェライ トとセメンタイト (炭化鉄)とが層状になった組織〕が点在し、現代の鉄に匹敵するものと

いえる。実休顕微鏡写真の金属部分で灰色が点在する部分 (C方向では下、L方向では左)の顕微鏡観

察では、組織中の炭素量 (セメンタイト量)がかなり多く、一部に焼きの入つた組織が認められる。こ

のことから、この基の刃には硬さと切れ味を増すための滲炭と焼き入れがなされていたと推定される。

EPMAに よる面分析から、金属鉄中の介在物は一般に鉱物を構成する元素、すなわち珪素 (Sl)、

カルシウム (Ca)、 アルミニウム (Al)や マグネシウム (Mg)の酸化物で出来ていることが判った。

また、チタニウム (Tl)の存在が認められることから、この塾は砂鉄を鉄源として作られたと推定さ

れる。

(2)試料Nα 2 鉄器

長さ135mm、 太さ3.53mmで銹化が進行している針金状の試料である。中央部の銹の欠落部の観察から、

原型は偏平な棒状を呈するものと推定される。重量は10。4gであった。

X線透過試験によると、中央部に銹化がやや認められるものの金属鉄が全体に残存しており出土状態

が良好である。

(3)試料Nα 3 鉄器

長さ75mHlの刃部の背側に屈曲する90mmの柄を持つ刀子状の試料である。全面が銹に覆われていて、

刃背部は2mm、 柄部は2.511m程度の厚さがある。重量は30.Ogであった。

X線透過試験によると、刀子先端郡、刃部および柄の上端部の銹化が進行しており、他の肉厚部分で

あった箇所のみに金属鉄の存在が認められた。

切断すると試料の損傷が免れないので、EDXによる非破壊分析を行つた。試料表面にどうしても銹

が残るので残念ながら地鉄の分析は不可能で、結果として銹成分の一部である鉄 (Fe)と付着土ある

いは地下水から析出したSiとAl元素のみが検出された。
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(4)試料Nα 4 鉄器

寸法が 135mm、  5× 4 mm角 で全長の1/3の ところに鍔状の突起が付いた試料である。鉄鏃の茎状鉄器

と思われる。重量は 8。9gであった。

X線透過試験によると、試料の両端は銹化しているものの鍔状の突起部分は金属鉄が残存しており、

鍔瘤ではないことが判った。

鍔に近い部分の顕微鏡観察によると、炭素の推定含有量は0.8%程度であり、かつ焼き入れが施され

た現代の鉄に匹敵する非常に綺麗な組織を示していた。鏃のような鉄器として充分実用になると考えら

れる。

(5)試料Nα 5 鉄器

長さが 172mm、 7× 6 alm角で両端に向かって緩やかに尖り、少々湾由した鉄鏃または板材を繋ぐため

の鉄釘のような試料である。重量は37.5gであった。

X線透過試験によると、両端は銹化しているものの出土状態が良好で金属が残存する。

(6)試料Nα 6 鍛造剥片

試料は偏平な薄い形状をし、磁石に付着する。保存状態は非常に良好であるが、剥片の中にはキラキ

ラと光ったものとやや銹化したものとが混在していた。そこで、綺麗な鍛造剥片とやや銹化した剥片と

を手でより分けた。分別後の様子は外観写真のとおりである。その時の前者の重量は1.5g、 後者の重

量は4.7gであった。検討試料には前者の試料を用いた。

試料断面の顕微鏡写真から厚みは0.40～ 0,45mmである。組織の殆どが灰白色のウスタイ ト (酸化第

一鉄 :FeOで酸化第二鉄を固溶している場合が多い)か らなり、非常に純度の高い鍛造剥片といえる。

化学成分分析によると、T.Fe(全 鉄)が68,0%と 非常に高い値を示し、一方、造津成分 (Si02+
A1203+CaO+MgO)は 6.58%と 非常に少なく不純物が少ない鉄の鍛冶加工で生成する滓、すなわち

鍛造剥片といえる。また、Ti02がOo22%含 まれ、Vが0.018%存在するので砂鉄を原料とした鉄が使用

されていたと考えられる。

X線回折の結果でも、ウスタイ ト、マグネタイ ト (Fe304=FeO+Fe203)等 の他に造滓成分を構成

するファイヤライ ト (2FeO・ Si02)の弱い (残存が少ない)ピークが検出される。

以上の結果を総合すると、この試料は砂鉄を原料とした鉄からの鍛造剥片といえる。

(7)試料Nα 7 鉄滓

長さ1 00mlnで幅70Hlmの 2片が接合した、表面の一部に銹が発生した試料である。上部は粗慈で中央

部に小丘があり、下部は凸状で火床材が固着している。発泡痕と空隙が多い。重量は281.6gで あった。

化学成分分析によると、T.Feが47.4%と やや低く造滓成分は33.1%と多い。Ti02が 1・50%、 Vが

0.14%と いずれも多く含まれている。砂鉄を原料とした製鉄の一つの過程である精錬鍛冶滓と思われ

る。

津断面の顕微鏡観察からも、ウスタイト、マグネタイトや短冊状の大きなファイヤライトの結晶が観

察される。この他、やや褐色がかった四～五角形のチタニウムと鉄の酸化化合物であるウルボスピネル

(2FeO・ Ti02)の 結晶が認められる。形状観察と以上の結果から、この試料は砂鉄を原料とした精錬
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椀型鍛冶滓といえる。

(8)試料Nα 8 鉄滓と鉄塊

試料h8の外観写真下段に観られるような、19個からなる礫状の試料である。全重量は235,lgで あ

った。精錬後小割りされ集められた小鉄塊であろう。調査はメタルチェッカーで金属鉄の存在が認めら

れる、全体の外観写真の下段左側下 2列について行った。この試料の外観写真を上段に示した。この写

真で左側の試料は偏平であり、右の試料は比較的塊状である。

低倍率の実体顕微鏡による偏平状の塊の観察で、下部は粘土様の鉱物質とその上部には鉄津の郡分が

認められる。また右上部には白い金属鉄が存在する。塊状試料の観察では、鉄津の部分と鉄が酸化・銹

化した部分とが認められる。同様に右上部に金属鉄粒が白い点として存在する。

顕微鏡による偏平状試料の組織観察で、自いウスタイトの部分とやや紫がかつた灰白色の鉄が酸化・

銹化したオキシ水酸化鉄の模様が認められる。同様に塊状試料の組織観察では、ウスタイトの繭状模様

を取り囲むようにオキシ水酸化鉄があり、金属鉄が存在していたことが示唆される。

化学成分分析で、T.Feが 63.1%と 非常に高く造滓成分は7.93%と 低い。Ti02は 0・ 09%、 Vも

0.007%と いずれも低い。しかし、山田湾の砂鉄はチタニウムやバナジウムの含有量がもともと低いの

で、砂鉄を原料とした製鉄の一つの過程である精錬鍛冶滓と考えてもよいであろう。また、金属鉄 (M。

Fe)の 値が試料の採取位置の関係と考えられるが、18.15%も 含まれていた。同時に炭素 (C)が

2.22%存在し、このことから金属鉄は鋼ではなく出来立ての鉄そのものであった可能性が高い。さら

に、酸化第二鉄 (Fe203)と 結合水 (C.W.)の 値が共に高いので、本キシ水酸化鉄が多く存在するも

のと認められる。

EPMAに よる面分析によると、偏平状の試料では右下、塊状試料では左側の部分は鉄と酸素のみが

存在し比較的純度の高い鉄が酸化・銹化したオキシ水酸化鉄と認められる。他の部分は造滓成分を構成

する元素と酸素から成り、鉄滓部分である。この中にはチタニウムや少ないながらもバナジウムの存在

が認められ、砂鉄からもたらされたものと推定される。

これらの結果から、この試料は鉄津と残余の金属鉄とを含む鉄銹塊といえる。なお、鉄原料は砂鉄と

考えられ、炭素が金属鉄と同時に多く含まれるので精錬過程で生成したものであろう。
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外観写真 Nα 5～ 8
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イ一一一一一「・一一オ (× 400)

(× 400)

金属顕微鏡組織 (No.lC方 向 鉄器 )

■
■
゛

―

」

顕微鏡写真

試 料 番 号 種  別

熾 、  1 鉄器藝状

位 置 倍 率 メモ

上 ×100
山田町沢田 I

C方向
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顕微鏡写真

試 料 番 号 種 別 位  置 位 率 メ   モ

No. 1 鉄 器 盤 状 上 ×10 山田町沢田 I

L方向

下

金属顕微鏡組織 (Nα l

金属顕微鏡組織

(× 100)

(× 400)

L方向 鉄器)
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，―　，　―　，　十１」

金属顕微鏡組織 (No.4 鉄器 )
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顕微鏡写真

試料番号 種 別 位置 倍率 メ   モ

No 6
鍛 造

剥 片

上 × 50 山田町沢田

下 ×200

顕微鏡写真

試料番号 種別 位 置 倍率 メ   モ

酪,  7
鉄 津

椀形滓

上 × 50 山田町沢田

下 ×200

顕微鏡写真

試料番号 種別 位置 倍率 メ  モ

No  8
鉄 津

鉄 塊

上 × 5 山田町沢田 I

偏平状下

顕微鏡写真

試料番号 種別 位 置 倍率 メ   モ

l岨  8
鉄 洋

鉄 塊

上 × 50 山田町沢田

偏平下 ×200

顕 微 鏡 写 真

―-80-―



顕微鏡写真

試料番号 種別 位置 倍率 メ   モ

No  8
鍛 津

鉄 塊

上 ×10 山田町沢田 I

塊状下

顕微鏡写真

試料番号 種 別 位 置 倍率 メ   モ

猟挑  8
鉄 滓

鉄 塊

上 × 50 山田町沢田

塊状下 ×200

顕 微 鏡 写 真
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「財」岩手県埋蔵文化財センター 御中

試験報告書

整理番号 :G00369

1995年 2月 17日

川鉄テクノリサーチ株式会社

分析・評価センター

千葉事業所

〒260 千葉市中央区川崎町1番地
TEL 043-262-2313
FAX 043-266-7220

1.件名

X線回折による、遺跡出土品の定性分析

2.試料記号

①配10～ 22(山 ノ内Ⅲ遺跡…13本 )

②Sawada-6～ 7(沢田 I遺跡…2本)     合計15本

3.測定装置

理学電気株式会社製ガイガーフレックス (RAD― ⅡA型 )

4.測定条件

① 使用X線 Co Kα (波長=1.79021A)

② Kβ 線吸収フィルター Fe

③ 管電圧・管電流 50kV。 35naA

④ スキャニング・スピード 2° /min.

⑤ サンプリング・インターバル 0.020°

⑥ DoS,ス リット 1

⑦ RoS.ス リット 0.3nlm

③ S,S,ス リット 1

⑨ 検出器 シンテレーション・カウンター

5,測定結果

同定された物質は、チャートに記入致しましたので、チャートを御参照下さい。

6.測定者のコメント

①Sawada 6の試料につきましては、量が少ないので、ガラス製試料ホルダーを使用して測定致しました。

②O印のピークは、試料ホルダーからのものと思われます。
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試料Nol C方 向 試料Nol L方 向

EPMAに よる面分析結果
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試料No l L方向 試料No l L方向 言式*斗No 4

言式米斗No 4 試*斗No 4

EPMAに よる面分析結果

―-86-―

言式米斗No 4

| |
2511m



試料No 8 偏平 試料No 8 偏平

試米斗No 8  塊1犬

EPMAに よる面分析結果
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試*斗No 8  塊J犬

試料No 8 偏平
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| |
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EPMAに よる面分析結果

試米斗No 8  塊1犬 百式*斗No 8  塊イ犬

ｍ
Ш
２５μ

試料の放射線透過写真

4

EPMAに よる面分析結果、放射線透過写真

2
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5 まとめ
一次調査で検出された遺構は縄文時代の竪穴住居跡9棟、竪穴状遺構2棟、焼土遺構3カ所、古代の竪穴住

居跡12棟、竪穴状遺構1棟、土坑8基、焼土遺構2カ所(鍛冶遺構1カ所、時期不明の竪穴状遺構 1棟、土坑

36基、焼土遺構2カ所、鍛冶遺構1カ所である。

縄文時代の住居跡のうち前期前葉の遺構は、隅丸長方形状の平面形を呈し炉を持たない。また壁際に柱穴

が巡るように配置することや埋土に中諏浮石と思われる責白色上の堆積が見られることなど、その後の調査

で検出された前期前葉の住居跡の特徴に共通するものがある。また、竪穴状遺構としたものも埋土の構成や

出土遺物から同時期の竪穴住居跡の可能性が高い。

中期の遺構は石囲炉を中心に楕円形状に巡る特徴があるようだが、他遺構との重複や撹乱等で形状が不明

瞭であったり炉のみの検出に留まっているものもある。

古代の住居跡は平安時代として調査されているが、奈良時代と思われる遺構も2棟ある。出土遺物との関

係からも北側壁にカマドがあれば奈良時代、西側壁にカマドがあれば平安時代という目安で分けられ、その

後の調査と同様な傾向が見られる。

鍛冶遺構もRA506と した平安時代の住居跡に伴う施設と思われる。この遺構から出土したと思われる鍛

造剥片の分析結果は、砂鉄を原料とした鉄からの鍛造剥片とされている。また同じ遺構出土の可能性のある

鉄津は砂鉄を原料とした精錬椀形滓とされ、鉄塊系遺物は砂鉄原料の精錬過程で生成した鉄津と残余の鉄を

含む鉄銹塊とされている。

このほかの分析結果では、全体に鉄分の残存状態が良く、RA506住居跡から出土したと見られる試料 1

の塾状の製品は、砂鉄を鉄源として作られ、長手方向に鍛造が施され、刃には堅さと切れ味を増すために浸

炭と焼き入れがなされているようであると報告されている。出土地不明だが試料 4の鉄鏃の茎状鉄器と思わ

れる製品は、炭素量0.8%で焼き入れが施されている。

これらの試料はこの地区の平安時代の鉄製品加工技術を表す貴重なものであるが、分析に出す前の試料の

出土状況や取り扱いなど不明な点があり残念である。ただ、隣接する房の沢Ⅳ遺跡で出土した蕨手刀等の鉄

製品に比較してみると、加工技術がかなり向上しているようである。

縄文時代にしても古代にしても、貴重な遺構遺物が発掘されているが、調査及び整理が不十分であり残念

である。再三の引継要請やフィールドカード等の資料提供に応じなかった一次調査の担当者の責任はどうな

るのか。その後の一連の発掘調査の成果と合わせ、貴重な報告が不完全なものになったことが悔やまれる。
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表2 縄文時代堅穴住居一覧表

遺構名 形  状 規 模 炉 時 期 備 考

RA101 隅丸長方形状 6.31n× 4.5m 無 し 前期前葉 中倣浮石 ?混入

RA102 隅丸長方形状 2.6m× 2.2m 無 し 前期

RA103 隅丸長方形 3.9m× 3m以上 無 し 前期前葉

RA104 隅丸長方形 ? 3m以上 不明 前期

RA105 隅丸長方形状 3m× 2.4m 無 し 前期前葉 中諏浮石 ?混入

RA106 楕円形状 3.5m× 3m 石囲炉 中期中葉

RA107 不明 不明 石囲炉 縄文 炉のみ検出

RA108 楕円形状 ? 2.5rlllけ火」ヒ×2.61n 石組炉 中期

RA109 円形 ? 4m以上 石組炉 中期後葉

RE01 隅丸長方形状 2.5m× 1.8m 無 し 前期前葉 竪穴状遺構

RE02 長方形状 3.3m× 2.7m 無 し 縄文 竪穴状遺構

表3 古代堅穴住居一覧表

遺構名 形  状 規 模 カマ ド位置 時 期 備 考

RA501 隅丸長方形 ? 長辺3.8m以上 西側 平安 カマ ド2基有り

RA502 隅丸方形状 長辺約2m 西側 平安

RA503 隅丸方形状 長辺4.4m以上 西側 平安

RA504 隅丸方形 1辺約5m 西側 平安

RA505 隅丸長方形状 5.5rn)(3.21nじ 火」ヒ 西側 平安

RA506 長方形 5.5nl× 3.2m以 _L 西側 平安

RA507 隅丸方形状 1辺2.5m 西側 平安

RA508 長方形状 6.21n× 4.8m 】ヒ狽J 奈良

RA509 隅丸方形状 1辺3.5m 不 明 奈良 ? 北東に焼土有り

RA510 隅丸方形状 1辺4m 】ヒ狽1 奈良 ?

RA511 不明 不明 不明 不明

RA512 隅丸方形状 1辺約2.5m 不 明 古代

RE03 隅丸方形 1辺約2.6m 無 し 古代 ?

RE04 楕円形状 2.81nワ火」ヒ)く 2.6rn 無 し 不明
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表4 土坑一覧表
遺構名 形  状 規 模 時 期 備 考

RD01 円 形 径 2.2m、 深さ5-1 0cm 平安 ?

RD02 楕円形 2.3× 17m、  深さ5～ 10cm 平安 ?

RD03 隅丸長方形状 1.8× i3m、  深さ30cm 平安 ?

RD04 隅丸長方形状 2.3× 1.4m、 深さ 1 0cm 平安 ?

RD05 隅丸長方形状 1.5× 12m、 深さ20cm 平安 ?

RD06 長方形状 2.3× 1.lm、 深さ1 0cm 平安 ?

RD07 長方形状 2.1× 1.lm、 深さ 1 0cm 平安 ?

RD08 D字状 2.2× 2m、 深さ20cm 平安 ?

RD09 楕円形状 11× 0,9m、 深さ50cm 不明

RD10 精円形状 2.1× 1.3m、 深さ20cm 不明

RDll 隅丸方形 約 1 5rn、  深 さ5cn 不 明

RD12 楕円形状 1.9× ■5m、  深さ 1 5cm 不 明

RD13 精円形 2.7× 2m、  深さ10cm 不 明

RD14 円形 径0.6m、 深さ40cm 不明

RD15 楕円形状 長径 1.3m、 深さ50cm 不明

RD16 円形状 長径 1,7m、 深さ30～ 40cm 不明

RD17 楕円形状 1.8× 15m、 深さ40cn 不 明

RD18 楕円形状 1.2× lm、 深さ40cm 不 明

RD19 円形 径 0.8m、 深さ65cm 不 明 土師器甕片出土

RD20 楕円形 長径 lm、 深さ40cm 不明

RD21 円形 ? 径 07m、  深 さ45cm 不明

RD22 精円形状 0,75× 0.6m、 深さ35cm 不明 縄文中期土器片出土

RD23 楕円形状 0,9× 0.65m、 深さ35cm 不 明 土師器甕片出土

RD24 楕円形状 0,8× 0.6m、 深さ1 5cn 不 明

RD25 円形状 直径0.8m、 深さ50cm 不明

RD26 楕円形状 1× 0.65m、 平宋さ50cm 不明

RD27 楕円形状 0.8× 0.5m、 深さ55cm 不明

RD28 円形状 直径15m、 深さ85cn 不明

RD29 円形 直径 0,7m、 深さ30cm 不 明

RD30 円形 直径0,75m、 深さ1 0Cm 不明

RD31 円形 直径0.45m、 深さ45cm 不明

RD32 精円形状 0.75)く 0.651n、  彰kさ 55cm 不明

RD33 隅丸長方形状 1.6× ■4m、 深さ25cm 不明

RD34 円形状 直径0,9m、 深さ25cm 不明

RD35 隅丸三角形状 径 80cn、  深 さ30cm 不明

RD36 楕円形状 0,9× 0.5rn、 深さ 1 5cm 不明

RD37 円形状 直径 0,9m、 深さ20cm 不明

RD38 円形状 直径0.9m、 深さ25cm 不明

RD39 橋円形状 1.2× 0.9m、 深さ25cm 不明

RD40 円形状 直径 0,351■、 深さ20cm 不明

RD41 円形状 直径0,3m、 深さ20cm 不 明

RD42 隅丸長方形状 1× 0.65m、 深さ 1 5cn 不明

RD43 円形状 直径07m、 深さ20cm 不明

RD44 橋円形状 0.7× 0.6m、 深さ20cm 不明
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表5 上器観察表 単位 i cm  *:破 損品の寸法
睫 図版L 写真恥 出土地 層 位 器  種 時  期 器  高 口  径 最大径 底 径 胎土混入物 備   考
ユ 6-1 3 -1 RA101 埋 深鉢 前期前葉 センイ

2 6-2 3 -2 RA101 埋 深鉢 前期前葉 センイ

4 6-3 3 -3 RA101 埋 深鉢 前期前葉 センイ

3 6-5 3 -4 RA101 埋 深鉢 前期前葉 センイ

5 6-6 3 -5 RA101 埋 深鉢 前期前葉 センイ

6 6-4 3 -6 RA101 埋 深鉢 前期前葉 センイ

8 6-8 3 -8 RA101 埋 深鉢 前期前葉 センイ

9 6-10 3 -9 RA101 埋 深鉢 前期前葉 センイ

6-7 3 -10 RA101 埋 深鉢 前期前葉 センイ

7 6-9 3 -7 RA101 埋 深鉢 前期前葉 センイ

7-2 3 -12 RA102 埋 深鉢 前期中葉

7-1 3 -13 RA102 埋 深鉢 前期中葉 *13 *23 *23 金雲母

7-3 3 -14 RA102 埋 深鉢 前期中葉 *11 *12 *12 金雲母

7-4 32-1 RA102 埋 深鉢 前期 *20 28.5 金雲母

7-5 32-2 RA102 埋 深鉢 前期 金雲母

7-6 32-3 RA102 埋 深鉢 前期前葉 センイ

7-7 32-4 RA102 埋 深鉢 前 期

7-8 32-5 RA102 埋 深鉢 前期

8-1 32-6 RA102 埋 深鉢 前期

8-2 32-10 RA102 埋 深鉢 前期

8-3 32-7 RA102 埋 深鉢 前期

8-4 32-3 RA102 埋 深 鉢 前期

8-5 32-9 RA102 埋 深鉢 前期

8-6 32-11 RA102 埋 深鉢 前期

8- 1 33-1 RA103 埋 深鉢 前期

8- 0 33-4 RA103 埋 深鉢 中期

8- 3 33-3 RA103 埋 深鉢 前 期

8- 2 33-2 RA103 埋 深鉢 前期

8- 4 33-5 RA103 埋 深鉢 前期

9- 33-7 RA105 埋 深鉢 前期

9-2 33-8 RA105 埋 深鉢 前期前葉 センイ

9-3 33-9 RA105 埋 深鉢 前期

9-5 33-10 RA105 埋 深鉢 前期前葉

9-6 33-11 RA105 埋 深鉢 前期

9-7 33-13 RA105 埋 深鉢 前期

9-8 33-12 RA105 埋 深鉢 前期

10-1 33-14 RA105 埋 深鉢 前期

34 10-2 33-15 RA105 埋 深鉢 前期

10-3 33-16 RA105 埋 深鉢 前期

44 10-5 34-1 RA106 埋 深鉢 中期 *23
43 10-6 34-2 RA106 埋 鉢 中期中葉 8

49 10-7 34-4 RA106 埋 深鉢 中期

10-8 34-3 RA106 埋 深鉢 中期中葉

46 10-9 34-6 RA106 埋 深鉢 中期中葉

1 -1 34-7 RA106 埋 深鉢 中期中葉

45 1 -2 34-5 RA106 埋 深鉢 中期中葉

1 -3 34-8 RA106 埋 深鉢 中期中葉

1 -4 34-9 RA106 埋 深鉢 中期中葉

47 1 -5 34-10 RA106 埋 深鉢 中期

54 1 -6 34-11 RA106 埋 深鉢 中期

1 -7 34-12 RA106 埋 深鉢 中期

1 -8 RA106 埋 深鉢 中期

1 -9 34-13 RA106 埋 深鉢 中期

12-1 35-1 RA109 埋 深鉢 中期後菜 40

12-2 35-2 RA109 埋 深鉢 中期
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睫 図版配 写真No 出土地 層  位 器 種 時 期 器  高 口 径 最大径 底  径 胎土混入物 備   考
13-1 35-3 RE01 深鉢 前期前葉 センイ

13-2 35-4 RE01 深鉢 前期前棄 センイ

13-3 35-5 RE01 深鉢 前期前葉 センイ

41 13-4 35-6 RE01 深鉢 前期前葉 センイ

44 13-5 35-8 RE01 深鉢 前期前葉 センイ

13-6 35-10 RE01 深鉢 前期前葉 センイ

13-7 RE01 深鉢 前期前葉 センシ

40 13-8 35-7 RE01 深鉢 前期前葉 センイ

42 13-9 35-9 RE01 深鉢 前期前葉 センイ

45 13- l l 35-11 RE01 深鉢 前期前葉 センイ

13-10 RE01 深鉢 前期前葉 センイ

14- 1 36-1 RE02 埋 沢鉢 前期

49 14-2 36-2 RE02 埋 深鉢 前期

14-3 36-3 RE02 埋 深鉢 前期

48 14-4 86-4 RE02 埋 深鉢 前期

14-5 36-5 RE02 埋 深鉢 前期

47 14-6 36-6 RE02 埋 深鉢 前期

15-1 36-8 RA50 カマ ドb 甕 平安 9 11

16-1 RA50 カマ ド 杯 平安 4 14 4 内グロ

16-3 36-9 RA50 甕 平安 線刻あり

16-2 36-11 RA50 甕 平安 7 5 11

16-4 36-12 RA50 カマドb 甕 平安 底部木葉痕

16-5 36-10 RA50 カマドb 甕 平安 輸積み痕

16-6 36-13 RA50 カマ ドb 甕 平安 須恵器

16-8 36-14 RA50 甕 平安 須恵器

16-7 36-15 RA50 カマ ドb 甕 平安 須恵器

16-9 36-16 RA50 カマ ドb 甕 平安 須恵器

17-1 37-4 RA502 埋 甕 平安 金雲母

18-1 37-5 RA503 埋 甕 平安 底部木葉痕

20-1 37-6 RA504 埋 甕 平安 9 金雲母

20-2 37-8 RA504 埋 甕 平安 須恵器

20-3 37-9 RA504 埋 甕 平安 底部木葉痕

20-4 37-7 RA504 埋 甕 平安 *18 *18
22-1 38-3 RA506 埋 杯 平安 内グロ

22-2 38-4 RA506 埋 甕 平安

22-3 38-5 RA506 埋 甕 平安 *6 *14 *19
22-4 38-6 RA506 埋 杯 ? 平安 須恵器

04 22-5 38-3 RA506 埋 甕 平安 須恵器

22-7 38-7 RA506 埋 甕 平安 須恵器

22-8 38-9 RA506 床 甕 平安 須恵器

23-1 39-1 RA507 カマ ド 甕 平安 *29 2■8 金雲母

23-2 39-2 RA507 カマ ド 甕 平安

23-3 39-3 RA507 カマ ド 甕 平安

24 25-1 39-4 RA508 カマ ド 鉢 縄文前期 *6 *16 6 センイ

25-2 39-5 RA508 埋 高杯 奈良 ? *6 金雲母 内グロ

27-1 RA512 床 甕 古代

28-1 39-8 RD02 埋 深鉢 縄文

28-2 39-9 RD02 埋 深鉢 縄文

28-3 39-10 RD02 埋 深鉢 縄文

28-4 39-11 RD02 埋 深鉢 縄文

202 29-1 40-1 RD05 埋 深鉢 縄文

29-2 40-2 RD05 埋 深鉢 縄文

242 29-3 RD08 埋 深鉢 縄文中期

29-4 40-3 RD08 埋 深鉢 縄文中期

29-5 40-4 RD08 埋 深鉢 縄文中期
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睫 図版血 写真睫 出土地 層 位 器 種 時  期 器  高 口 径 最大径 底  径 胎土混入物 備   考

241 29-6 40-5 RD08 埋 深鉢 縄支中期

243 29-7 40-6 RD08 埋 深鉢 縄文中期

244 29-8 40-7 RD08 埋 深鉢 縄文中期

245 29-9 40-8 RD08 埋 深鉢 縄文中期

29-10 40-9 RD08 埋 深鉢 縄文中期

247 29-11 40- RD08 埋 深鉢 縄文中期

249 30-1 40- RD08 埋 深鉢 縄文中期

30-2 40- RD08 埋 深 鉢 縄文中期

246 30-3 40- 3 RD08 埋 深鉢 縄文中期

30-4 40- 4 RD08 埋 深鉢 縄文中期

30-5 40- 5 RD08 埋 深鉢 縄文中期

252 30-6 40- 6 RD08 埋 深鉢 縄文中期

248 30-7 40- 7 RD08 埋 深鉢 縄文中期

254 30-8 40- 8 RD08 埋 深鉢 縄文中期

255 30-12 40- 9 RD08 埋 深鉢 縄文中期

30-13 4 RE04 埋 深鉢 縄文中期

30-14 4 -2 RE04 埋 深鉢 縄文中期

154 30-15 4 -3 RE04 埋 深鉢 縄文中期

31-1 4 -4 RD 埋 深鉢 縄文中期

31-2 RD 埋 深鉢 縄文中期

31-3 41-5 RD 埋 深鉢 縄文中期

204 32-1 41 -6 RD 埋 甕 平安

206 32-2 RD 9 埋 支脚 ? 平 安

226 33-1 41-7 RD22 埋 深鉢 縄文

227 33-2 41-8 RD22 埋 深鉢 縄文

228 33-3 41-9 RD22 埋 深鉢 縄文

229 33-4 41-10 RD22 埋 深鉢 縄文

231 33-5 41-11 RD23 埋 甕 古代

173 37-1 42-1 土器沼 深鉢 縄文前期

174 37-2 42-2 土器沼 深鉢 縄文前期

37-3 42-3 土器溜 深鉢 縄文前期

37-4 42-4 土器溜 深鉢 縄文

37-5 42-9 土器溜 深鉢 縄文前期

171 37-6 42-6 土器溜 深 鉢 縄文前期

223 37-7 42-5 深鉢 縄文前期

37-8 土器溜 深鉢 縄文前期

224 37-9 42-7 土器沼 深鉢 縄文前期

37- 0 42-8 深鉢 縄文前翔

167 37- 1 42-14 土器溜 深鉢 縄文

222 37- 2 42-10 深鉢 縄文中期

37- 3 42-12 土器溜 深鉢 縄文中期

37- 4 42-13 土器溜 深鉢 縄文中期

37- 5 42-11 土器溜 深鉢 縄文中期

37- 6 42-16 土器溜 深鉢 縄文中期

37- 7 42-17 土器溜 深鉢 縄文中期

37- 42-15 土器溜 深鉢 縄文中期

37- 42-18 土器溜 深鉢 縄文中期

37-20 42-19 土器溜 深鉢 縄文前期

37-21 土器溜 深鉢 縄文中期

37-22 42-20 土器溜 深鉢 縄文中期

94 37-23 土器沼 深鉢 縄文中期

37-26 43-1 土器沼 深鉢 縄文中期

37-24 43-2 土器溜 深鉢 縄文中期

37-27 土器溜 深鉢 縄文中期

221 37-25 43-4 深鉢 縄文中期
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随 図版m 写真配 出土地 層 位 器  種 時  期 器 高 口 径 最大径 底  径 胎土混入物 備  考

37-28 43-3 土器溜 深鉢 縄文中期

37-29 43-6 上器沼 深鉢 縄文中期

163 37-30 43-7 土器溜 深鉢 縄文中期

37-31 43-8 土器溜 深鉢 縄文中期

37-32 43-12 土器沼 深鉢 縄文中期

37-33 43-10 深鉢 縄文中期

37-34 43-11 深鉢 縄文中期

209 38-1 43-5 深鉢 縄文中期

38-2 深鉢 縄文中期

38-3 43-9 土器溜 深鉢 縄文中期

38-5 土器溜 深鉢 縄文中期

38-6 深鉢 縄文

220 38-4 43-13 深鉢 縄文

38-7 43-14 深鉢 縄文

38-8 43-15 土器溜 甕 平安
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表6 石器一覧表 (1994) 単位 :cm・ g  *:破 損品
登録lb 出土地点 層位 器 種 長  さ 幅 厚  さ 重  量 石 質 産 地 実測図版 写真図版

1 G14 石 匙 5,4 砂質粘板岩 北上山地古生界 38-32 44-24

4 RA102 石匙 47 チャー ト質粘板岩 北上山地古生界 8-7 32- 4

5 RA102 石鏃 *14 粘板岩 北上山地古生界 8-9 32- 3

6 RA102 石鏃 04 粘板岩 北上山地古生界 8-8 32- 2

RA101 石鏃 24 砂質粘板岩 北上山地古生界 6-11 31- l

RA105 石匙 *86 砂質粘板岩 北上山地古生界 9-4 33-6

RA106 磨製石斧 *43 極細粒緑色凝灰岩 北上山地古生界 11-10 34-14

A19 石鏃 *19 0_4 l 凝灰質粘板岩 北上山地古生界 38-14 44-6

A19 削掻器 123 泥灰質粘板岩 北上山地古生界 39-16 45-16

A19 削掻器 43 1 248 粘板岩 北上山地古生界 39-15 45-15

34 RE02 石題 4 45 粘板岩 北上山地古生界 14-7 36-7

G14 磨石 3側縁 125 74 5829 緑色砂質凝灰岩 北上山地古生界 40-2 46-10

RA106 磨石 2側縁 116 9632 花筒閃緑岩 北上山地中生界 11-11 34-15

40 RA105 磨石 1側縁 566.4 緑色凝灰岩 北上山地古生界 10-4 33-17

41 A18 磨石・凹石 89 49 7165 花開閃緑岩 北上山地中生界 40-5 46-13

42 A18 磨石・凹石 *114 緑色凝灰岩 北上山地古生界 40-8 46-15

44 B06 Ⅳ a 石槍 445 凝灰質粘板岩 北上山地古生界 38--24 44-16

45 B20 Ⅳ 石槍 *76 211 チャー ト質粘板岩 北上山地古生界 38-25 44-17

46 All Ⅲ b 石槍 *81 35 333 流紋岩 北上山地中生界 38-27 44-18

47 A9 Ⅲ a 石槍 24 236 砂質粘板岩 北上山地古生界 38-26 44-20

48 H16 Ⅱ a 石鏃 と,4 04 粘板岩 北上山地古生界 38-9 44-1

49 Ⅲ a 石鏃 凝灰質粘板岩 北上山地古生界 38- 0 44-2

石鏃 04 粘板岩 北上山地古生界 38- l 44-3

51 H15 Ⅲ a 石鏃 04 凝灰質粘板岩 北上山地古生界 38- 2 44-4

A19 Ⅲ 石鏃 17 04 1 粘板岩 北上山地古生界 38- 3 44-5

C6 Ⅲ a 石鏃 *1.5 05 11 粘板岩 北上山地古生界 38- 6 44-8

RA512 埋土 石鏃 2 15 粘板岩 北上山地古生界 27-2 39-6

B19 攪乱 石鏃 04 15 凝灰質粘板岩 北上山地古生界 38-22 44-14

A9 Ⅲ a 石鏃 凝灰質粘板岩 北上山地古生界 38-15 44-7

A9 Ⅲ a 石鏃 2 05 凝灰質粘板岩 北上山地古生界 38-20 44-12

A9 Ⅲ a 石鏃 04 粘板岩 北上山地古生界 38-18 44-10

C6 Ⅲ a 石鏃 42 4 凝灰質粘板岩 北上山地古生界 38-19 44-11

C18 Ⅲ a 石鏃 チャー ト質粘板岩 北上山地古生界 38-17 44-9

A19 攪乱 石鏃 0,4 凝灰質粘板岩 北上山地古生界 38-21 44- 3

E20 Ⅳ 石鏃 14 0.7 粘板岩 北上山地古生界 38-23 44- 5

B6 Ⅱ a 石錐 1 粘板岩 北上山地古生界 38-28 44- 9

64 C6 Ⅲ a 石匙 11 粘板岩 北上山地古生界 38-31 45-

A9 Ⅲ a 石匙 2 l 砂質粘板岩 北上山地古生界 38-30 44-22

C6 Ⅲ a 石匙 78 0,7 粘板岩 北上山地古生界 38-29 44-21

RD23 石匙 凝灰質粘板岩 北上山地古生界 33-6 41-12

B6 Ⅱ a 石匙 84 粘板岩 北上山地古生界 38-33 44-23

C10 Ⅱ a 石匙 124 疑灰質粘板岩 北上山地古生界 39-3 45-3

A9 Ⅲ a 石匙 砂質粘板岩 北上山地古生界 39-2 45-2

B17 Ⅱb 石匙 5.3 1.1 粘板岩 北上山地古生界 39-1 44-26

Ⅱb 石匙 4 凝灰質粘板岩 北上山地古生界 38-34 44-25

C5 Ⅲ a 石匙 砂質粘板岩 北上山地古生界 39-4 45-4

B5 Ⅲ a 石匙 3 粘板岩 北上山地古生界 39-5 45-5

H12 Ⅱ a 百匙 46 砂質粘板岩 北上山地古生界 39-6 45-7

Ⅲ a 石匙 45 粘板岩 北上山地古生界 39-10 45-11

Ⅲ a 石匙 凝灰質粘板岩 北上山地古生界 39-8 45-9

A7 Ⅲ a 石匙 47 粘板岩 北上山地古生界 39-9 45-8

A10 Ⅲ a 石 匙 4.5 凝灰質粘板岩 北上山地古生界 39-7 45-6

B5 Ⅲ a 石匙 46 凝灰質粘板岩 北上山地古生界 39-11 45-10
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登録h 出土地点 層位 器 種 長  さ 幅 厚  さ 重 量 石 質 産 地 実測図版 写真図版

C6 Ⅲ a 石匙 54 1 砂質粘板岩 北上山地古生界 39-12 45-13

C6 Ⅲ a 石匙 粘板岩 北上山地古生界 39-13 45-12

84 A9 Ⅲ a 削掻器 3 1 148 粘板岩 北上山地古生界 39-14 45-14

Ⅲ上 磨製石斧 *83 2 *100 極細粒緑色疑灰岩 北上山地古生界 39-17 46-2

Ⅱ a 磨製石斧 *137 62 *389.9 粘板岩 北上山地古生界 39-20 46-1

B5 Ⅲ 磨製石斧 *7 *3.5 *458 粘板岩 北上山地古生界 39-21 46-3

B4 Ⅲ a 磨製石斧 47 *439 極細粒緑色凝灰岩 北上山地古生界 39-18 46-5

C5 Ⅱ a 磨製石斧 2 0,7 8 極細粒緑色凝灰岩 北上山地古生界 39-19 46-4

C18 Ⅳ 磨石 1側縁 132 4.9 7 7943 デイサイト 北上山地中生界 39-24 46-8

94 A6 Ⅲ a 磨石 2692 閃緑岩 北上山地中生界 40-1 46--9

D5 Ⅱ a 凹 石 14.8 10565 花筒閃緑岩 北上山地中生界 40-7 46-14

B9 Ⅲ a 磨石 115 5 5335 閃緑岩 北上山地中生界 39-22 46-6

Ⅲ a 凹石・磨石 134 36 396.8 閃緑岩 北上山地中生界 40-6 46-16

B9 Ⅲ a 磨石 3側縁 *98 4823 緑色砂質凝灰岩 北上山地古生界 40-3 46-11

Ⅲ ～ 凹石 4.6 4034 安山岩 北上山地中生界 39-23 46-7

B9 Ⅲ a 凹石 7051 緑色凝灰岩 北上山地中生界 40-4 46-12

RA501 砥 石 *18 46 8784 流紋岩 北上山地中生界 16-12 37-3

RA504 砥 石 138 *79 5166 流紋岩 北上山地中生界 20-5 38-2

表7 鉄製品一覧表 単位 i cm・ g

阻 図  版 写真図版 器  種 出 土 地 層地 長  さ 幅 厚  さ 重  量 備 考

1 22-9 38-11 盤状 RA506 l 1.1 537

2 27-1 39-7 RA510 129

3 30-9 40-22 刀子状 RD08 152 0.5

4A 30-10 40-20 鉄鏃状 RD08 4.3

4B 30-11 40-21 鉄鏃状 RD08

5 40-9 46-17 釘状 遺構外 1 375
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遺跡遠景 (中央付近)

発 掘 区 全 景

写真図版 1 遺跡全景
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RA 101住居跡 全景

RA101 埋土断面
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写真図版 2 RA101住居跡
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RA101 埋土断面

RA101 埋土断面



RA102埋土断面

RA102埋土断面

RA102遠物出土状況

写真図版 3 RA102住居跡
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RA103住居跡全景

RA103内 土坑埋土断面

写真図版 4 RA103住居跡
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RA104住居跡全景

RA104埋土断面
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写真図版 5 RA104住居跡
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RA104埋土断面



RA105住居跡全景

RA105埋土断面

RA105埋土断面

写真図版 6 RA105住居跡
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RA106住居跡全景

RA106遺物出土状況

RA106埋土断面

RA106埋土断面
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写真図版 7 RA106住居跡
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RA106炉断面RA106炉平面



RA107住居跡全景 RA107住居跡埋土断面

RA108住居跡全景

RA108埋土断面

写真図版 8 RA107・ 108住居跡
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RA 109住居跡全景

RA 109遺物出土状況

RA109埋土断面

RA 109炉平面 RA109炉断面

写真図版 9 RA109住居跡
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RE01竪穴状還構全景 RE02竪穴状遺構全景

RE01埋土断面 RE02埋土断面

RE01埋土断面 RE02埋土断面

RF01焼土違構平面 RF02焼土遺構平面

RF01断面 RF02断面

RF03断面
RF03焼土還構平面

写真図版 10 RE01・ 02堅穴状遺構、RF01～ 03焼土遺構
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RA501住居跡全景 1

RA501住居跡全景 2

RA501埋土断面

RA501カ マド前土坑断面

写真図版 1l RA501住居跡
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RA501カ マド前土坑断面

RA501煙道断面



RA502住居跡全景 1

RA502住居跡全景 2

RA502埋土断面

写真図版 12 RA502住 居跡
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RA503住居跡全景

,等'十

RA503カ マド煙道断面

RA505住居跡全景

RA505カ マド断面

写真図版 13 RA503・ 505住居跡

-115-



RA504住居跡全景 1

RA504住居跡全景 2
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二二重至置

RA504埋土断面

写真図版 14 RA504住居跡 (1)
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RA504埋土断面

RA504カ マド断面

RA504煙道断面

写真図版 15 RA504住居跡 (2)
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RA506住居跡全景

RA506埋土断面

RA506カ マド平面 RA506カ マド断面

RA506煙道断面

写真図版 16 RA506住 居跡
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RA507住居跡全景
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写真図版 17 RA507住 居跡
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RA507埋土断面

RA507埋土断面

RA507カ マド断面

RA507煙道断面RA507内 土坑断面



RA508住居跡全景

RA508埋土断面

RA508カ マド平面 RA508カ マド断面

RA508煙道断面

写真図版 18 RA508住居跡
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RA509埋土断面

RA509埋土断面

RA509炉断面

写真図版 19 RA509住 居跡
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RA510住居跡全景

RA510埋土断面

RA510埋土断面

RA510カ マ ド断面
RA510カ マド平画

RA510煙道断面

写真図版20 RA510住居跡
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RA511住居跡全景

RA512住居跡全景

RA512埋土断面

「||ゴ彊
麟

写真図版21 RA511・ 512住居団

RA512埋土断面
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RE03堅穴状還構全景

RD01断 [面

RD04土坑全景
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RE03埋土断面

RE03埋土断面

RD03土坑全景

RD03四千面

RD05土坑全景

写真図版22 RE03堅 穴状遺構、RD01～05土坑

RD01・ 02土坑全景

RD04断面
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RD06土坑全景
RD07土 坑全景

RD08関千「頭

RD08土坑全景

RF04焼土遺構全景

RF04断面

RF05焼土遺構全景

RF05断面

RW01鍛冶遺構全景                      RW01断 面

写真図版23 RD06～ 08土坑、RF04・ 05焼土遺橋、RW01鍛冶還構
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RE04竪穴状遺構全景

誓―馨

RD10土坑全景
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RE04堅穴‖犬遺構、 RD09～ 13土坑
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RD011土 坑全景

RD10断 面 RDll断面

RD12土坑全景

RD13断面



RD14土坑全景 RD15。 16土坑全景

RD15,16断面RD14・ 17断面

RD18土 坑全景

RD19土坑全景

RD20土坑全景

RD19断面
RD20断 面

写真図版25 RD14～ 20土坑
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4111簿 |
生

RD22・ 23土坑全景

RD25土坑断面

RD27土坑全景

RD22・ 23断面

RD26土坑断面

RD271」FF面

蒙

写真図版26 RD21～ 23・ 25～29土坑

RD28土坑全景

RD29土坑全景

RD28閣面面

RD29断 面
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RD30土坑全景

十:l� II'れ

RD31土坑全景
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RD32土坑全景 RD33土坑全景

RD32断 面 RD33断 面

RD36土 坑断面
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RD37土 坑全景 RD38土坑全景

RD38四画面

RD39土坑全景 RD40土坑全景

RD39断 面 RD40断面

写真 図版 28 RD37ハΨ40土坑
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RD41土坑全景

RD41断 面 RD42断 面

RD43土坑全景 RD44土坑全景

RD43断面 RD44断面

RF06焼土遺構断面
RF07焼土遺構全景

写真図版29 RD41～ 44土坑、RF06・ 07焼土遺構
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RG01溝 跡全景 RG02溝跡全景

RG01断 面

RT01墓墳全景

RT01断 面

写真図版30 RG01・ 02溝跡、RT01墓境
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11

写真図版31 (1～ 11:RA101住居跡、 12～ 14:RA102住居跡)
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写真図版32 (RA102住居跡 )
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写真図版33 (1～ 5:RA103住居跡、
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6～ 17:RA105住 居跡)



げ 4

写真図版34 (RA106住居跡 )
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:RA109住居跡、
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写真図版35 (1～ 2 3～ 11:RE01堅穴状遺構 )



:RE02堅穴状遺構、
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写真図版36 (1～ 7 8へ′16:RA5011主 居胸い)
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:RA502住居跡、 5
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写真図版37 (1～ 3:RA501住居跡、 4 :RA503住居跡、 6～ 9:RA504住居跡 )



6

鯵

(1・ 2:RA504住居跡、 3～ 11:
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RA506住居跡 )



写真図版39(1～ 3:RA507住 居跡、4・ 5:RA508住居跡、6:RA512住 居跡、7:RA510住 居跡、8～ 11:RD02土坑)
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写真図版40 (1・ 2:RD05土坑、 3～22:RD08土 坑)
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写真図版41(1～3:RE04堅 穴状遺構、4・ 5:RD10土坑、6:RD19土坑、7～ 10:RD22土坑、11・ 12:RD23土坑)
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遺構外出土遺物
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写真図版42 土器 (1)



写真図版43 遺構外出土遺物
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写真図版44 遺構外出土遺物 石器 (1)
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写真図版46 遺構外出土遺物 石器 (3)・ 鉄製品
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Ⅳ 二次調査の報告
1 基本土層
調査地は西から東に緩く傾斜しており、西側は表土直下がすぐⅢ層や

Ⅳ層になるところもあるが、基本的な土層は以下のようになる。

I層 暗褐色土 表土・耕作土 層厚20～30cm 粘性弱、締まりやや

疎。

Ⅱ層 黒色土 層厚20～ 50cm 東側は薄い、粘性弱、締まりやや疎。

Ⅲ層 鈍い褐色土 砂質土 層厚0～ 1 0cm 谷沿いには見 られない、

粘性無し、締まり疎。

Ⅳ層 橙色砂礫層 層厚0～30cm 花聞岩風化物多し、沢沿いには見

られない、粘性無し、締まりやや疎。

V層 黄褐色土 層厚30～ 100cm 花蘭岩風化礫混入、沢沿いには見

られない、粘性中、締まり密。

下位は花蘭岩風化礫層

2 遺構 と遺物
概要

基本土層模式図

二次調査で調査した遺構は縄文時代住居跡22棟 (前期9棟 。中期 3棟・時期不明10棟 )。 堅穴状遺構 1

棟・土坑 13基・焼±3ヵ 所・落とし穴1基、古代住居跡10棟 (奈良時代住居跡5棟、平安時代住居跡5棟 )、

竪穴状遺構1棟・土坑2基、時期不明土坑6基である。遺物は土器片約20箱、石器約240点等が出土し、遺構

に伴うものが多い。以下に時代別に記載する。

(1)縄文時代

堅穴住居跡

RAl10住居跡 (図版 :42,43,写 真図版 :48・ 83)

奈良時代のRA513住居跡の北側に接し、同住居跡に切られている。また全体が削平を受けており、斜面

下位の東側の壁は残存しない。直径3.2mほどの円形ないしは隅丸方形状を呈するようで、西側の壁は10cm

ほどの高さで残る。埋土は炭化物や褐色土ブロックの混じる黒色土で構成され、礫も多く混じる。床面はほ

ぼ平坦で中央付近に石囲炉がある。石囲炉の周囲や北側に薄い焼土が見 られ、炭化物も多いことから焼失家

屋のようである。

石囲炉は直径70cmの範囲に亜角礫を並べて作られている。焼土は最大6cmの厚さで形成されている。

出土遺物は床面および埋土から縄文中期の土器片が少量得られている。

この遺構の時期は、炉の形状から縄文時代中期と思われる。

RAlll住居跡 (図版 :42～44,写真図版 :49・ 83・ 84)

奈良時代のRA517住居跡の内側南西に検出された。当初大きな遺構と想定していたが、二つの遺構の重

複であることがわかった。壁は北西側が少ししか残らないが、長径4mほ どの楕円形状を呈する。壁高は約

1 0cmである。埋土は焼土粒・炭化物・礫の混入する暗褐色土で構成される。RA517住居跡の貼り床の感じ

はない。
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床面は巨礫が露出し、やや凹凸がある。径15～ 20cm・ 深さ20cmの柱穴状小土坑が3基検出されている。

また床面から焼土が3箇所検出されている。北西のものは30cm× 1 5cmの三角形状で、厚さは痕跡程度であ

る。西寄りのものは60cm× 30cmの不整形で、厚さ6c�ほどの焼土が形成されている。その東側に隣接する

焼土は30cmX 20cmの楕円形状で、厚さ2cmほ どである。

出土遺物は埋土や床面から縄文時代前期や中期の上器片や石器が多量に得られている。43-4～ 9は床面か

ら出土した遺物で、4には大木2b式に特徴的なS字状沈文 (撚糸文)が施文されている。5・ 6は石鏃、7・

8は石匙、9は攻状耳飾りの破損品である。4310～4412は埋土出土の遺物である。10は前期の土器片を加

工した円盤状土製品である。土器片の中には隆帯や沈線で渦巻き文を施文した中期の土器片も多い。44-

1・ 2は石鏃、3は削掻器、4・ 5は石匙、6・ 7は磨製石斧の破損品、8～ 12は磨石である。石匙は床面直上

からでたものも縦型のものが主で、埋土からでた2点は両面から刃部加工がなされ、槍先形を呈している。

磨石には敲打によるくぼみが残るものもある。

この遺構の時期は、炉の形状や出土遺物から縄文時代前期前葉と思われる。

RAl12住居跡 (図版 145・ 46,写真図版 :49・ 50・ 84)

H12グ リッドに位置し、Ⅲ層上面で検出された。石囲炉と南西の壁の一部が残る。炉と壁の間には新し

い撹乱がある。精円形状を呈し、長径5mほ どと予測される。埋土は少ししかなかったが、焼土粒や風化礫

の混入する黒褐色土で構成される。床面はほぼ平坦であるが、周囲より特に締まる感じではない。柱穴状の

土坑が西側と北側に2基検出されている。開口部径30～ 35cm・ 深さ30～60cmである。

炉は90cm× 60cmの長方形状に角礫を並べて作られている。斜面上方の北西側の礫だけは板状の大きな礫

が使用されている。炉内の焼土は最大5cmの厚さで形成されている。

出土遺物は埋土から縄文時代前期と中期の土器片少量と磨石 1点が得られている。46-1・ 2は前期の土器

片で胎土にセンイが混入している。3・ 4・ 6は平行沈線と隆帯による施文がなされている。

この遺構の時期は、炉の形状から縄文時代中期と思われる。

RAl13住居跡 (図版 :45。 46,写真図版 :50・ 51・ 84)

RA121住居跡の東側に位置し、RAl16住居跡やRAl17住居跡など複数の遺構と重複する。遺構の新旧

関係はRAl16住居跡より新しく、RA121と RAl17住居跡に切られているようだ。しかし、RAl17住居跡

との重複部分が一次調査の際の撹乱を受けており、両者の新旧関係は不明瞭である。石囲炉と北～東側にか

けての壁が残る。残存部から推測すると、平面形は長径4.5～5mの精円形を呈していたようである。北東側

の壁に巨礫があり、その前後の壁は直立気味に外傾する。

埋土は主に炭化物や焼土粒の混入する暗褐色土で構成される。

床面の一部に礫が露出するが、ほぼ平坦で、締まりはやや密である。石囲炉の東側に柱穴状の土坑が1基

確認され、開口部径20cm・ 深さ40cmである。炉の北西のRAl15と 重複していない部分には埋設土器も1つ

確認されている。

炉は角礫を並べて1辺 55cmの方形に作られている。礫を埋め込むための掘り込み痕は不明瞭である。炉内

に形成された焼土は最大6cmほ どある。

埋設土器は、床面を1 5cm掘 り込んで、深鉢を埋めて作られている。床面上の部分は埋上の土圧で破損し

ている。

-159-―



X-5■395m+
Y=96.249m

X一Sh398m十
Y=96,249m

L=16600m

RAl12(RA29)
1 10YR2/3 黒褐色 焼土粒・風化礫混入
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10YR5/8 明黄褐色 粘性中 締まりやや疎
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鳳化礫・遺物混入 粘性無し 締まり疎
地山V層 粘性弱 締まりやや密
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75YR3/3 暗褐色 炭化物・焼土粒混入 粘性無し 締まりやや密
5 YR4/8 赤褐色 焼土層 粘性無し 締まりやや密
10YR3/4 暗褐色 風化礫・遺物混入 粘性無し 締まりやや密
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Y=96,250m
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第45図 RAl12・ 113住居跡

RAl13(RA32)
1 10YR3/4 暗褐色 炭化物・焼土粒混入 粘性無し 締まり中
2 10YR5/8 黄褐色 地山V層 粘性無し 締まり中

0                                   2m

♂
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第46図 RAl12・ 113住居跡出土遺物
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出土遺物は、埋設土器の他に多量の縄文土器片や磨石がある。埋設土器は口縁部がキャリパー状にすぼむ

大型深鉢で、高さ約40cmである。9もキャリパー形に近い中期の土器である。平行沈線や隆帯で施文された

土器片や14のように原体を押圧して施文した土器片もある。15は磨石の破損品で、磨面には敲打痕も残る。

この遺構の時期は、炉の形状から縄文時代中期と思われる。

RAl14住居跡 (図版 :47,写真図版 :51・ 52・ 85)

奈良時代のRA518住居跡の北東に位置する。F16区に検出された石囲炉の周囲を精査した結果北西側の

壁の一部と壁溝が部分的に残存していることが明らかになった。傾斜に沿って南東側が削られており、本来

の床や埋土は不明である。残存する壁の状況から直径6mほ どの円形だつたようである。配置が不均一だが、

柱穴状の土坑が4基検出されている。柱穴状土坑の規模は開口郡径30cm・ 深さ40～ 60cmである。

炉は、板状あるいはブロック状の角礫を60cm× 80cmの 長方形に並べて作られている。礫の一部は抜け落ち

ている。また礫の周囲には少し掘り込んだ跡が残っている。炉内の焼土は最大4cmの厚さで形成されている。

出土遺物は、埋土から縄文時代前期と中期の土器片が少量得られている。47-1は前期の土器片でセンイ

が少量混入する。2～4は中期の土器片である。

この遺構の時期は、炉の形態から縄文時代中期と思われる。

RAl15住居跡 (図版 :48～54,写真図版 :52・ 53・ 85～ 87)

古代のRA520住居跡付近に位置し、多数の遺構と重複している。RA520住居跡の下位で、RAl16住居

跡の上位になる。再堆積層を掘り込んで構築してあるようで、埋土と壁の境界が不明瞭である。埋土の埋没

途中に大量の縄文土器片が投げ込まれたように混入しており、その状況をもとに壁の位置を確認したが、南

側は、さらに重複していることと、一次調査の試掘トレンチの破損を受けており、南東部の壁の確認はでき

なかった。しかし楕円形を基調とし、石囲炉と地床炉を伴うようである。規模は長軸約7m・ 短軸4.6m、 壁

高20～ 50cmのようである。埋土は風化礫や炭化物の混入する黒褐色土や暗褐色土で構成されている。中位

から上位には復元可能な個体も含めて、多量の上器片が混入していた。

床面はやや締まり、周囲の傾斜同様長軸の南東方向が低くなっている。中軸線上の北寄りに石園炉、南寄

りに地床炉があり、石囲炉の周辺には柱穴状土坑が4基検出されている。柱穴状土坑の規模は、開口部径25

～35cm・ 深さ20cmほどである。

石囲炉は角礫を径55cmほどの円形に並べて作られている。炉内に形成された焼土の厚さは最大6cmほ どで

ある。地床炉は長径30cmほどの不整精円形で焼上の厚さは最大3cmほ どである。

出土遺物は埋土から多量の縄文土器や土器片が出土し、ほかに石器や軽石製の石製品などがある。

土器は日縁部がやや膨らみ、底部にむかってすばまるキャリパー形の物が多く、日縁郡も平口縁だけでな

く波状口縁や立体的な突起がつくものもある。施文は平行沈線や隆帯による区画文や渦巻き文が主であるが、

沈線と磨消し帯による「O」 字状のものもある (5歩 2・ 8な ど)。 中期中葉の遺物が多い。

石器は石鏃4点と、石匙2点、削掻器3点、両極石器1点と、磨製石斧1点、軽石製品1点、磨石6点、凹石1

点がある。石鏃は平基で、1点 (536)に はアスファルトが付着している。53-13は 軽石製の浮きと思われ、

1端に紐通し用の孔が開けられている。磨石は広い面に磨面が形成されているものと縁辺部分に磨面が形成

されたもの (545)がある。

この遺構の時期は、炉の形状や出土遺物から縄文時代中期と思われる。

-162-―



鞘
-57J386m

+浄
と守謹 lm

Yと9a266れ

A
!騨‐386m

v_9銑 「
す°。1"

・

磐
誓
露

琶 重 畠

執

与 |}

4

◇
○

Ｂ
一ヽ

③

RAl14

Ｆ

２

才韓 睦 籍 飲 練こ督革解

Υ

・

第47図 RAl14f■居跡

―-163・―



X=―第警1前十
Y‐手96肺

A

♯ 卜
■-07,84m

Y=eC232m

Y=戒訂囁
387m

③◎

L=17Jm睛

ヽ
ィ

【
ォ

ミ

＼
→
|

‖
||

ノ≫

′/
プ/

パ
ヽ
／

RAl15

注

ま磯鰯牌執

絶床炉
1 ●YR4/8 赤縛魯 擁土層 絡性無t/縦ま

'中

Eを

稼慧懇g憲恋憲馨忽警骸
F

蘊談籐籍趨臨翻単�『

.種

彗馨簸慧警馨懇
a

炉

１
２
３

第48国I RAllS住居跡
―

-164-

導、     
。鰺1肋

―ゝ
・―ヽ ==ガ

テノ
/



６
恥

ゃ
蕨

７

‐0        4～ 8       10cm

第49図 RAl15住居跡出土遺物 (1)

一-165-―



勢

盪

RAl15住居跡出土遺物 (2)

-166-―



/

8                       10 Cm
|

RAl15住居跡出土遺物 (3)

-167-一



遺
墨
導≦

墨ゞ
墨
々

畿

第52図 RAl15住居跡出土遺物 (4)

-168-―

0  12～ 15                       1ocm



庵

３

ト
ーー
‐‐
Ｈ
Ｖ

鋭

‐◇
警θ熱
基『な
1       5
→
姉〈∞6姿 U◇
ら  アスファヅレト付着

鵜 1鯵
分0榔ウ

②

・

キ Ｉ

Ｕ

‐４

RA4“

第53図 RAl15住居跡出土遺物 (5)

一-169-―

|ド坤静岬
苺、糠 げ



RAl15   0               10cm

第54図 RAl15住居跡出土遺物 (6)

RAl16住居跡

古代のRA520住居跡や縄文時代のRAl15住居跡の下位に検出された。このほかにRA519や RAl13・

RAH7住居跡などとも重複するが、最も下位に位置している。小判形を長くしたような形状で、ロングハ
ウスとも呼ばれている。二次調査での規模は、長さ16.5m。 幅5mで、さらに北側に延びそうである。長軸

はほぼ等高線に沿い、床面は上位の北側から南側にかけてわずかに傾斜している。また壁際には、南側を除

き壁溝が巡る。埋土は主に炭化物がまばらに混入する暗褐色土で構成され、巨礫や土器片・石器も見られる。

床面はほぼ平坦で締まっている。長軸の両壁に沿って14対の柱穴と、中央に5つの炉跡が検出されている。

その他にも柱穴状の土坑が多数有り、壁溝の痕跡も残っており、最低二次 (たぶん五回以上の)の建て替え

が行われていたようである。柱穴の規模は径20～40cm・ 深さ50～70cmである。

炉は5つ とも地床炉で、長径20～40cmの楕円形状に焼上が形成され、厚さは2～4cm程である。

出土遺物は、埋土上位からは前期末の土器片や磨製石斧・石剣などが、下位から床面にかけては前期前葉

の土器片が得られている。この遺構の時期も前期前葉と思われる。

この遺構は1996年度の三次調査で北側の端まで検出されたので、詳細や図面は三次調査の項に記載する。
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RAl17住居跡 (図版 :55～ 58,写真図版 :53・ 54・ 88)

大型住居であるRAl16住居跡の中央付近に位置し、その住居の上位に検出された。RAl13・ RAl15住

居跡には切られているが、RA121を 西側で切つていると このように複数の遺構と重複しているため、壁が

明瞭でないところが多いが、平面形は楕円形状を呈しているようである。規模は、長軸6.5m。 短軸4mで、

壁高は残存状況の良いところで30cmである。

埋土には検出時から中期中葉の土器片が多く見られ、住居跡が廃棄後捨て場として利用されたような様相

である。埋土上層は遺物を多く含み、炭化物の混入する黒褐色土、下位は風化礫や黄褐色土の混入する暗褐

色土で構成される。また、壁際には長径60cmほどの円礫も見られた。

床面はほぼ平坦で、中央付近に石囲炉がある。炉を挟んで長軸方向に柱穴状土坑が3基検出されている。

本来もう1基有り、2基ずつ対になるものと思われるが、この段階では検出できなかった。柱穴状土坑の規

模は、開日部径20cm・ 深さ40cmほどである。

石囲炉は角礫を径60cmほ どに並べて作られている。炉内に大きな土器片が有り、焼土は形成されていな

い。石囲炉の西寄りに径10cm・ 厚さ痕跡程度の焼土が形成されている。

出土遺物は埋土から多量の土器や土器片、磨石・石鏃各1点が得られている。

土器はキャリパー形を呈した深鉢が多く、浅鉢もある。沈線や隆帯で文様態を構成するものも多いが、撚

糸の押圧や回転で施文されたものもある。582は前期前葉の土器片で胎土にセンイがわずかに含まれてい

る。561～ 3は同一個体で棘状の突起があり大木8b式に相当するものもある。全体として中期中葉の遺物が

多い。

この遺構の時期は、炉の形状から縄文時代中期と思われる。

RAl18住居跡 (図版 :59,写真図版 :55。 89)

奈良時代のRA518住居跡の北東に検出された。南西隅をRA518住居跡に切られている。不整な楕円形状

を呈している。規模は長軸3.5m・ 短軸3m、 壁高は5～ 10cmで ある。埋土はおもに風化礫の混入する黒褐色

土で構成される。

床面はほぼ平坦だが、巨礫も露出している。北寄りと南寄りに地床炉と見られる焼土がある。焼土の規模

は径10cmと 20cmで厚さはともに痕跡程度である。また西側の壁に沿つて浅い壁溝がつくられている。柱穴

状土坑も2基検出されているが、開口部径20～ 30cm。 深さ10～ 20cmである。

出土遺物は埋土から縄文土器片少量と石鏃1点、須恵器片2点が得られている。59-1・ 2は須恵器の破片で、

上位のRA518住居跡に伴っていた可能性もある。縄文土器片は平行沈線による区画文が施文された中期中

葉のものが多い。

遺構の時期は、出土遺物から縄文時代中期と思われる。
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第56図 RAl17住居跡出土遺物 (1)

―-173-―



鮎
Ⅷ
斡

&
Ⅲ
覇

6

RAl17

第57図  RAl17住 居跡出土遺物 (2)

-174-一



♂

‐

・　

　

　

　

　

〃

３

翻鐸
　
爾

２　　　　　「はぃ〕ＨＨ川″〃舟μ川解　４

6

RAl17

11

娃

―

(か

ら         20

□―
とと!::::::::::::】

>、

1          21

0                                 10cm

9＼`＼
(1〔

:ぢ::::::|三二三三三三̀̀
チ

アチ
!ア

イ                                           m

16

瞳藝鍵箸か

RA121

第58図 RAl17・ 121住居跡出土遺物

-175-一



x■‐34鴻7ml+
ヤ■割ψ6t珀

x手尋和伸+
YI対缶姿 Im

1,900m
A
―卜 L■

`

RAl18

B
引

+浄―蜂。h
Yヨ晴P65m

f5YR5お 嚇 Tve携銃 稲麟 し 藉まりや機鵜鞠轍饂輔監珠
士=I鰤
E緯

4

第59図  RAl13住居跡

-176-―



RAl19住居跡 (図版 :60～63,写真図版 :56・ 57・ 89。 90)

奈良時代のRA518住居跡の南側に位置し、RA122住居跡の上位に検出された。南側をRD42土坑に切ら

れている。検出時からその広がりが不鮮明で、平面形も不明瞭である。石囲炉を中心にして、東側にわずか

な壁溝を伴う壁と西側に壁らしいものが検出され、楕円形状の平面形だつたようである。推定規模は、長軸

6m・ 短軸4mほどである。壁高は東側で1 0cm。 西側で20cmほどである。埋土は、上位が炭化物混じりの黒

褐色土、下位が黄褐色土の混入する暗褐色土で構成される。

床面はほぼ平坦であるが巨礫が露出しているところもある。柱穴は不明瞭である。中央付近に検出された

石囲炉は、角礫を長径80cm・ 短径60cmに配置している。炉内に形成された焼土の厚さは最大5cmあ る。

出土遺物は、床面から縄文土器片が、埋土から縄文土器片 。弥生土器片・土師器片・石器が多数出土して

いる。61-1～ 4が床面出土の遺物である。1は中期中葉の土器片と思われる。2・ 3は前期前葉の土器片であ

る。4は土器片を加工した円盤状土製品である。615～ 6許 7は埋土出土の遺物である。埋土からは縄文時代

前期前葉 。中期中葉の土器や土器片だけでなく、61-6の ような弥生時代の遺物、619のような奈良時代の

土師器も出土している。石器は石鏃6点 (6210～ 15)、 石匙6点 (62-17～ 22)、 削掻器 1点 (6216)、 石

槍 ?1点 (6223)、 石核1点 (62-24)、 磨石7点 (63-1～ 7)がある。

遺構の時期は炉の形状や出土遺物から縄文時代中期と思われる。

RA120住居跡 (図版 :64・ 65,写真図版 :57・ 58・ 91)

古代のRA521住居跡の南東に位置する。北側にはRA127・ 128住居跡があり、その 2遺構を切っている。

北側の壁はしっかりしているが、東側はRA522住居跡に切られ、南側もほかの遺構と重複するようでもあ

り、不明瞭であるが、楕円形状を呈するようである。規模は長軸5,7m。 短軸4.7mで、壁高は最大75cmほど

である。埋土は、上位が風化礫の混入する黒褐色土、下位が風化礫の混入する暗褐色土で構成される。西側

の壁際には黄褐色土が混入する褐色土が見られた。

床面はほぼ平坦であるが、西側の壁寄りに幅90cmほ どの一段高い面がベッド状に巡り、床との高低差は

約10cmで ある。北側の壁際には壁溝が巡る。

中央付近に石囲炉があり、そこから東側に少し掘り込まれた面が広がる。いわゆる複式炉の前庭部と思わ

れ、この掘り込みの東端から大木9式の深鉢が正立して検出されている。石囲炉の大きさは1辺 80cmの方形

で、前庭部は長軸1.2m。 短軸1.lmである。炉内に焼土はほとんど形成されていない。炉の西側と南側に不

整形な焼土が形成され、厚さはlcmほ どである。また前庭部の南側には粘土が貼られている。柱穴状のピッ

トが壁から80cmほどの所に7つ検出されているが、住居の中央から西側だけで不自然である。東側では確認

されてなかった。

出土遺物は、前庭部に正立していた深鉢のほかに、埋土から縄文土器片が得られている。埋設土器 (65-

1)は大木9式期に相当する深鉢で、一部に補修孔が認められる。埋土から出土した土器片の中には654の

ような前期前葉の土器や641・ 2,652・ 5～ 7のような中期中葉のものも含まれる。石器は石鏃2点 (65-

8・ 9)、 石匙1点 (6510)、 削掻器2点 (6511・ 12)、 磨石1点 (65-13)が ある。石鏃の1点は基郡がわず

かにくびれてアメリカ式石鏃に似た形状を示す。

遺構の時期は埋設されていた土器の時期同様の縄文時代中期後葉と思われる。
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RA121住居跡 (図版 :55・ 58,写真図版 :53・ 54・ 89)

RAl16住居跡の上位にRAl17住居跡とともに検出された。しかしRAl17住居跡の方が上位に当たり、

東側の状況は不明である。ほかの遺構とも重複し、明瞭な形状ではないが、ほぼ精円形状を呈するようであ

る。規模は長軸6m。 短軸3.5mほどと思われる。壁高は北西側で1 0cmほ どで、ほかは痕跡程度である。埋

土は主に風化礫の混入する暗褐色土で構成される。

床面はほぼ平坦で、中央西寄りに石囲炉がある。柱穴は確認できなかった。炉は40cm× 50cmの 長方形状

に角礫を並べて作られている。礫の間隔はやや広く、焼土は最大3cmの厚さで形成されている。

出土遺物は埋土から縄文土器片少量と石鏃 。磨石の破片各1点が得られている。

5810・ 11は前期の土器片で胎土にセンイが少量混入する。5812～ 19は 中期の土器片で沈線と隆帯によ

る文様が構成され、5814・ 15のように立体的な施文のなされた口縁部破片もある。

遺構の時期は、炉の形状や出土遺物から縄文時代中期と思われる。

RA122住居跡 (図版 :66,写真図版 :58。 59・ 91)

RAl19住居跡の下位約10cmに検出された。南側は不明瞭であるが、平面形はほぽ円形を呈するようであ
る。壁の立ち上がりは緩く湾曲する。規模は直径約4mで、壁高は北西側で25cmである。埋土は炭化物の混

入する黒褐色土で、締まりはやや密である。

床面には巨礫も露出し、やや凹凸がある。東西及び南側の壁際に柱穴状の土坑が検出されている。開口部

径20cm前後で、深さは20～ 30cmである。中央付近に2カ所・北壁際に1カ所の地床炉と見られる焼土があ

る。いずれも不整な楕円形に広がり、中央付近のものは長径lmと 9ocm、 北壁際のものは長軸60cmである。

焼土の厚さは中央付近で最大10cmほ どである。

出土遺物は埋土から縄文時代前期の土器片少量と石鏃が得られている。土器片にはセンイが混入している。

遺構の時期は縄文時代前期と思われる。

RA123住居跡 (図版 :67,写真図版 :59。 91・ 92)

RA521住居跡の南西にRA125住居跡・RD45土坑と共に検出された。RA125住居跡より新しく、RD45

土坑とRA521住居跡に切られている。そのため西側の壁と床の一部しか残存しないが、長軸約2.5mの精円
形状を呈する。壁高は約1 5cmである。埋土は風化礫や炭化物の混入する黒褐色土で構成される。

床面はほぼ平坦で、締まりは中である。中央付近に不定形の小土坑が、北壁際に杭穴状の小土坑が5つ検

出されている。炉跡は検出されていない。

出土遺物は、埋土から縄文時代前期と中期の土器片少量と石器3点が得られている。671・ 2は前期前棄、

675は前期中葉、673・ 4は 中期中葉と思われる。石器は石匙 (67-6)、 削掻器 (677)、 磨製石斧 (67-8)

各1点で、石斧は破損品である。

遺構の時期は、形態や出土遺物から縄文時代前期前葉と思われる。
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RA124住居跡 (図版 :68,写真図版 :60,92)

古代のRA516住居跡の北西に位置し、同住居跡に切られている。北西には大型住居跡RAl16が ある。ま

た南側は斜面下位にあたり壁が残存せず、北西側の壁と床の一部・炉のみの残存である。残存部から推測し

て、平面形は楕円形状で、規模は長軸2.5mほどと思われる。壁高は残存部で15cmで ある。埋土は、炭化物

の混入する黒褐色土や風化礫と炭化物の混じる暗褐色土で、締まりはやや密である。

床面は平坦で、締まりはやや密である。柱穴は確認されていない。地床炉と見られる焼土は西寄りにあり、

長径50cmの 不整な精円形状に広がる。焼土の厚さは最大4cmに形成されている。

出土遺物は埋土から縄文時代前期前葉の土器片少量が得られている (68-1～ 5)。

遺構の時期は縄文時代前期前葉と思われる。

RA125住居跡 (図版 :67,写真図版 :59)

古代のRA521住居跡の南西にRA123住居跡・RD45土坑と共に検出され、3つ の遺構に切られている。

そのため北西側の壁と床の一部しか残存していない。残存部から長軸が約3mの楕円形状を呈すると思われ

る。壁高は25cmほ どである。埋土は風化礫や炭化物の混入する黒褐色土で構成される。

床面はほぼ平坦で、締まりは中程度である。柱穴は確認されていないが、北側と西側の壁際に杭穴状の小

土坑が13基検出されている。炉跡は検出されていない。

出土遺物はRA123住居跡の埋土に混入していた可能性もあるが、床面からの出土遺物はない。

遺構の時期は、RA123住居跡と同様縄文時代前期前葉と思われる。

RA126住居跡 (図版 :68・ 69,写真図版 :61・ 92)

RA521の 北西に検出された。同住居跡に切られている。平面形は隅丸長方形を呈し、壁はやや外傾して

立ち上がる。規模は長軸2.5m・ 短軸1.6mで、壁高は北西側で約20cmである。埋土はおもに風化礫・炭化物

の混入する黒褐色土で構成されている。

床面は平坦で、締まりはやや密である。北側の壁際に2基
。南側の壁際に1基の柱穴状土坑がある。開口

部径・深さともに20cmほどである。その他に西側の壁に沿って径3～4cmの杭穴状の小穴が12基確認されて

いる。焼土は確認されていない。

出土遺物は埋土から縄文時代前期前葉の土器片が少量と石鏃1点が得られている。

遺構の時期は縄文時代前期前葉と思われる。

RA127住居跡 (図版 :69,写真図版 :62・ 92)

RA121住居跡の北壁にRA128住居跡と共に検出された。両遺構ともRA121住居跡に切られており、

RA128住居跡が当遺構より上位である。北側の一部しか残らないが、長方形になるようである。規模は1辺

約3m、 壁高35cmほどである。埋土は風化礫や炭化物が混入する暗褐色土で構成されている。

床面はほぼ平坦で、締まりはやや密である。北側の壁際の中央と両端に柱穴が3基ある。柱穴の規模は、

開口部径20～ 30cm。 深さ25～ 30cmである。また東寄りには長さ50cmほ どの巨礫がある。炉跡は検出され

ていない。

遺物は、埋土から縄文時代前期の土器片少量と石鏃1点が得られている。

遺構の時期は、縄文時代前期前葉と思われる。
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RA128住居跡 (図版 :69,写真図版 :62・ 92)

RA127住居跡とともにRA121住居跡の北壁に検出され、両遺構に切られている。そのため北側の一部分

しか残らないが、楕円形状の平面形だったようであると規模は推定で長軸2m・ 壁高は20cmほどである。埋

土は炭化物と風化礫の混じる暗褐色土で構成されている。

床面はほぼ平坦で、東側の壁寄りに柱穴状の土坑が1基ある。規模は開口部径20cm・ 深さ25cmほ どであ

る。炉跡は検出されていない。

遺物は埋土から縄文時代前期前棄の土器片少量が得られている。土器片の胎土にはセンイが混入している。

遺構の時期は、縄文時代前期前葉と思われる。

RA129住居跡 (図版 :69,写真図版 :62・ 92)

RA124住居跡の下位に検出された。北西側の壁しか残存しないが、長径2mほどの精円形状になるようで

ある。壁高は5・ 6cmである。埋土は炭化物の混入する黒褐色上で構成される。

床面は平坦で、締まりは中である。西寄りに地床炉と思われる焼土が検出されている。焼土は径20cmほ

どの2つの楕円形の広がりで、厚さは痕跡程度である。

出土遺物は、埋土から縄文時代前期前葉の土器片少量が得られている。土器片の胎土にはセンイが混入し

ている。

遺構の時期は、縄文時代前期前葉と思われる。

RA130住居跡 (図版 :70,写真図版 :63・ 93)

古代のRA518住居跡の南側にはぽ接し、縄文時代のRA122住居跡の北側に検出された。南側はRA122

住居跡に切られているが、残存郡から長方形を呈していたようである。壁は緩く湾曲して立ち上がる。規模

は長辺約4m・ 壁高30～40cmである。埋土は炭化物の混じる黒褐色土である。

床面は礫も露出し、やや起伏がある。東西の壁際に柱穴状の土坑が検出されているも規模は開口部径・深

さともに15～ 20cmである。炉跡は検出されていない。

遺物は埋土から縄文時代前期前葉の土器片少量が得られている。土器片の胎土にはセンイが混入している。

遺構の時期は、縄文時代前期前葉と思われる。

RA131住居跡 (図版 :70,写真図版 :63・ 93)

古代のRA521住居跡の南西に縄文時代のRA123・ RA125住居跡と共に検出された。RA521住居跡に切

られ、ほかの2遺構よりは新しい。平面形は楕円形を呈するようで、規模は長径2.lm・ 短径1.8m、 壁高10

cmほどである。埋土は礫や黄褐色土の混入する黒褐色土で構成される。

床面はほぼ平坦で、締まりは中程度である。中央北東寄りに長径20cmほどの焼土の痕跡があり、地床炉

と思われる。柱穴は検出されていない。

出土遺物は埋土から縄文時代前期前葉の土器片が少量得られているが、整理中に行方不明になっているこ

とが判明した。

遺構の時期は、縄文時代前期前葉と思われる。
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堅穴状遺構

RE04堅穴状遺構 (図版 :71・ 72,写真図版 :64・ 93)

RA165住居跡の東に位置し、 V層上面で検出された。平面形は長方形で、壁は直立する。規模は長辺
2.7m・ 短辺 1.5mと 1.7m、 壁高20cmである。埋土は主に風化礫、炭化物が微量に混入する暗褐色上で構成

され、締まりはやや密である。底面はほぼ平坦で、締まりは密である。焼土や柱穴状土坑はない。

出土遺物は、埋土から縄文時代前期 。中期の土器片少量や磨石・剥片が出土している。土器片は721・ 5

のように沈線や隆帯による施文がされた中期中棄のものと、723のように胎土にセンイの混じる前期前葉
のものがある。726は縁辺に磨面が形成された磨石で、破損品である。

遺構の時期は、縄文時代中期中葉と思われる。

土坑

RD31土坑 (図版 :71・ 72,写真図版 i64・ 93)

RA165住居跡の東側に位置し、Ⅲ層上面で検出された。南側や東側の壁は撹乱を受けているが、隅丸方
形状を呈していたようである。壁は外傾して立ち上がる。規模は長軸2.3m・ 短軸 1.8m、 壁高15～ 20cmで

ある。埋土は主に炭化物や黄褐色土の混じる暗褐色土で構成され、締まりは中位である。底面はほぼ平坦で、

締まりはやや密である。

出土遺物は、埋土や底面から縄文時代前期前葉の土器片少量が得られている。胎土にはセンイが混入して

いる。

遺構の時期は、縄文時代前期前葉と思われる。

RD33土坑 (図版 :71・ 72,写真図版 :65・ 93)

RA516住居跡内の北西隅に位置し、住居跡の床面に検出された。平面形はほぼ円形を呈し、壁は湾曲し

て立ち上がる。規模は開口部径90cm。 深さ40cmである。埋土は主に炭化物や黄褐色土を含む黒褐色土で構

成され、締まりはやや疎である。底面には礫が露出し、東側に傾斜している。

出土遺物は、埋土から縄文時代中期の土器片が得られている。

遺構の時期は、縄文時代中期と思われる。

RD34土坑 (図版 :71・ 72,写真図版 :65。 98・ 94)

RA516住居跡内の中央西寄りに位置し、住居跡の床面にRD45土坑とともに検出された。RD45土坑より

新しい。平面形は円形で、壁は外傾する。規模は開口部径 lm・ 深さ60cmほどである。埋土は主に炭化物や

黄褐色土・風化礫の混入する黒褐色土で構成される。底面はほぼ平坦で、締まりは中程度である。

出土遺物は埋土から縄文時代前期の上器片が得られている。胎土にはセンイが混入するものもある。

遺構の時期は、縄文時代前期と思われる。

RD36土坑 (図版 :73・ 74,写真図版 :65。 94)

G10区 のV層上面で検出された。東側は近年の撹乱により破損を受け、西側しか残存しない。平面形は

円形を呈していたようで、壁は底面付近は直立し、上位は大きく広がって立ち上がる。規模は開口部径推定

で1.5m・ 深さ55cmである。埋土は上位が褐色土粗粒を含む黒褐色土、下位は自黄褐色土ブロックを含む暗
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褐色土で構成され、双方とも締まりは中程度である。底面はほぼ平坦である。

出土遺物は、埋土から縄文中期の土器片少量が得られている。

遺構の時期は、縄文時代中期と思われる。

RD37土坑 (図版 :73・ 74, 写真図版 :65・ 94)

K19グ リッドⅡ～V層で検出された。北西部が撹乱を受けているが、ほぼ楕円形状を呈していたようで

ある。壁は底部付近がわずかに広がり、上位に向かって狭まったのち広がって立ち上がる。規模は長径約

1,9m・ 短径1.3m、 深さ40cmである。埋土は上位が焼土や炭化物の混じる極暗赤褐色、下位が風化礫の混じ

る暗褐色土で構成され、双方とも締まりは密である。底面はほぼ平坦で、締まりは密である。

出土遺物は埋土から縄文時代前期土器片が少量得られている。胎土にはセンイが混入している。

遺構の時期は、縄文時代前期前葉と思われる。

RD39土坑 (図版 :73・ 74,写真図版 :66・ 94)

RA521住居跡の東に位置し、Ⅱ層下位で検出された。平面形は円形で、壁はほぼ外傾して立ち上がる。

規模は開口部径90cm・ 深さ45cmほ どである。埋土は主に黄褐色土や多量の炭化物を含む暗褐色土で構成さ

れるが、上位に大きな焼土ブロックが混入している。底面は壁から連続して円みを帯びる。

出土遺物は埋土から縄文時代前期の土器片少量が得られている。土器片の中にはセンイが混入するものも

ある。

遺構の時期は、縄文時代前期と思われる。

RD41土坑 (図版 :73・ 74, 写真図版 :66・ 94)

RAl18住居跡の北東隅に検出され、住居跡に切られている。平面形は楕円形を呈し、壁はほぼ直立する。

規模は長径2.lm・ 短径1,7m・ 深さ10～ 1 5cmである。埋土は主に風化礫の混入する暗褐色土から構成され

る。

出土遺物は埋土から縄文時代前期の土器片少量が得られている。胎土にはセンイが含まれるものが多い。

遺構の時期は縄文時代前期前葉と思われる。

RD44土坑 (図版 :75,76,写真図版 :66・ 94)

RA518住居跡の西壁に検出された。RA518住居跡に切られ西側部分しか残存しない。平面形は円形ない

しは楕円形と思われ、壁は外傾して立ち上がっている。規模は推定で、開口部径1.2m・ 深さ40cmである。

埋土は上位が黄褐色土混じりの褐色土、下位が炭化物や風化礫の混入する暗褐色土や褐色土で構成され、締

まりは中程度である。

出土遺物は埋土から縄文土器片が少量得られている。胎土にセンイを混入する前期の土器片と中期の土器

片がある。

遺構の時期は、縄文時代中期と思われる。

RD45土坑 (図版 :71,写真図版 :65)

RA516住居跡の中央西寄りに位置し、床面に検出された。西側はRD34土坑に切られている。平面形は
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楕円形状を呈し、壁はほぼ直立する。規模ば長径1.4m・ 短径lm、 壁高20cmほどである。埋土は黒褐色土

で構成され、締まりはやや疎である。底面は平坦で、締まりは中程度である。

出土遺物はない。

遺構の時期は、縄文時代前期のRD34土坑に切られていることより、縄文時代前期と思われる。

RD47土坑 (図版 :75)

RAl19の南東に位置し、RAl19の調査中に検出された。床面や壁の状態が不鮮明であつたため、重複の

前後関係は不明である。平面形は不整な円形で、壁は内湾気味に外傾して立ち上がる。規模は開口部径約

lm、 深さ80cmである。埋土は主に炭化物を含む黒褐色土で構成され、締まりはやや密である。

出土遺物は埋土から縄文土器片が得られているが、整理時に行方不明になっていることが判明した。

遺構の時期は、縄文時代中期のRAl19住居跡の時期と大差のない頃と思われる。

RD48土坑 (図版 :75。 76, 写真図版 :94・ 95)

RAl19の南西、RA522の北西に位置する。平面形はほぼ円形を呈し、壁は直立する。規模は開口部径・

深さともに60cmである。埋土は主に炭化物を含む黒褐色土で構成され、締まりはやや密である。

出土遺物は埋土から縄文時代中期の土器片が少量得られている。

遺構の時期は、縄文時代中期と思われる。

RD49土坑 (図版 :75,76,写真図版 :66・ 95)

RA165の 南側に検出された。南側の壁は残らないが、精円形状を呈するようで、壁は外傾して立ち上が

る。規模は長径2.3m。 短径1.7m、 深さ20cmほどである。埋土は主に炭化物や責褐色土の混入する黒褐色土

で構成され、締まりはやや疎である。底面の一部に柱穴状の撹乱があるが、ほぼ平坦である。

出土遺物は埋土から縄文時代前期の土器片少量が得られている。土器片にはセンイが混入するものが多い。

遺構の時期は、縄文時代前期前葉と思われる。

RD51土坑 (図版 :75,76,写真図版 :67・ 95)

RA129の 南西に位置し、ほぼ同層順で検出されている。傾斜地にあるため南東側が不明瞭であるが、楕

円形状を呈するようである。壁は緩く湾曲して立ち上がる。規模は長軸2m・ 短軸1.3m・ 壁高10cmほどで

ある。埋土は炭化物の混じる黒褐色土で構成される。底面はほぼ平坦で、締まりはやや疎である。

出土遺物は、埋土から縄文時代前期の土器片が少量得られている。土器片の胎土にはセンイが混入するも

のが多い。

遺構の時期は、縄文時代前期前葉と思われる。

焼土遺構

RF08焼土遺構 (図版 :77,写真図版 :67)

L24グ リッドⅢ層砂礫層上面に検出された。長径50cmほ どの不整形に広がり、厚さは最大3cmほ どである。

周囲に床面や柱穴等住居跡の痕跡を示すものはない。遺物は出上していないが、周囲から縄文土器片が得ら
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れている。

遺構の時期は、縄文時代と思われる。

RF09焼土遺構 (図版 :77,写真図版 :67)

M19グ リッドのⅡ層下位からV層にかけて検出された。この付近にはⅢ・Ⅳ層はない。長径40cmほ どの

不整形に広がり、厚さは最大4cmに形成されている。周囲に床面や柱穴等住居跡の痕跡は見られない。伴出

遺物はないが、周囲から縄文土器片が出土している。

遺構の時期は、縄文時代と思われる。

RF10焼土遺構 (図版 :77,写真図版 :67・ 95)

J18グ リッドV層上面で検出される。周囲は前年の調査時に掘られたようで焼土が周囲より浮き上がった

状態であった。径50cmほどの不整円形状に広がり、厚さは最大7cmほ どに形成されている。周囲から柱穴や

壁高など住居の痕跡を示すものは検出されていない。伴出遺物はないが、周囲から縄文前期の土器片少量が

出土している (771～ 3)。 土器片にはセンイが混入している。

遺構の時期は、縄文時代前期の可能性もある。

その他の遺構

RZ19落 とし穴 (図版 :77,写真図版 :68,95)

L20グ リッドV層上面に検出された。細長い溝状を呈する。礫のあるところはそのカーブに合わせて曲が

って掘られており、長さは約3m・ 幅は開口部で30～40cm・ 底部で8cmである。深さは約50cmで、礫層に当

たつて終わつている。埋土は上位が炭化物の混じる黒色土、下位が褐色土ブロックや風化礫の混じる暗褐色

土で構成されている。

出土遺物は、埋土から縄文時代前期と中期の土器片が少量得られている。

遺構の時期は、縄文時代中期と思われる。
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(2)古代
竪穴住居跡

RA513住居跡 (図版 :78・ 79,写真図版 :68・ 69。 95。 96)

調査地の南寄りに位置し、北側RAl10住居跡を切って造られている。遺構全体が削平を受けて下位の部

分しか残存しない。東側の壁は不明瞭であるが、隅丸方形状を呈し、北側壁東寄りにカマドが設けられてい

る。規模は南北3.7m、 東西3.5m、 壁高は北および西で20cmほどである。埋土は褐色土がまばらに混じる黒

色土で構成され、床面直上まで礫が多く混入している。

床面はほぼ平坦で、中央から東側は整地した褐色土を貼った貼り床が見られる。柱穴は住居跡の対角線上

に4基検出されている。柱穴の規模は開口部径20～ 40cm、 深さ20cm前後である。埋土は褐色土粒の混じる

黒褐色土で、柱痕跡は認められない。

かまどは北側壁に直交して造られ、軸はペー10° ―Wを示す。袖は壁から板状の礫を並べて芯として、その

上を黒褐色土で貼つて作られている。焚き口部には崩落した天丼石があり、その下に焼土が少し形成されて

いる。燃焼部には焼土は見られないが、煙道部には厚さ5cmほ どの焼上が形成されている。煙道の長さは

lmで、傾斜は10° 程の緩い登り勾配である。くり貫き式か掘り込み式かは不明である。

出土遺物は床面から土師器片と鉄片が、埋土から縄文土器片や石器が得られている土師器片は2点 とも甕

形の土師器で、ロクロは使用されていない。791は 口縁部は内外とも横方向のミガキ、胴部は外面がミガ

キ、内面がハケメである。792は球形気味に胴部が膨らみ、粘土紐の積み上げ痕が残る。内外ともにハケ

メ調整である。79-8は埋土から得られた甕形土器の土師器片で口縁部外面に小さな段が形成されている。

793は鉄素材あるいは残片と思われ、長さ112mm・ 幅46alm。 厚さ2141m・ 重量249.lgで ある。799～ 12は埋

土から出土した縄文時代・弥生時代の土器片である。石器は794が石槍、795～7が磨石、 7913が有孔石

製品 (円盤)である。

遺構の時期は、かまどの位置や出土遺物から奈良時代と思われる。

RA514住居跡 (図版 :80・ 81,写真図版 :69。 70。 96)

調査地北側中央付近に検出された。遺構全体が削平を受けており、北から西側の壁と南側にかまどの痕跡

が残る。壁際には花蘭岩の巨礫もある。残存部から推測すると、東西約6m、 南北約5m、 北側の壁高30～

40cmである。埋土は主に炭化物の混入する黒褐色土で構成され、礫も混入する。

床面はほぼ平坦で、締まっている。住穴は4基検出され、径25～ 40cm、 深さ約30cmである。柱穴の埋土

は黄褐色土の混じる黒褐色土で、柱痕跡はない。

かまどの痕跡と思われる焼土は南側中央付近にある。焚き口もしくは燃焼部の焼土のようである。煙道の

痕跡も認められない土で、少なくても上向きに傾斜していたようである。

出土遺物は、床面から少量の須恵器片や鉄製品4点が、埋土から縄文土器片・石器2点が得られている。

811～ 3は須恵器片で大型の壺の破片のようである。2・ 3には外面にタタキメが見られる。6～ 9が鉄製品

で、6は一端が細くなる角棒状、7は一端がフック状に曲がった板状、8は釘と思われ、9は板状の鋳物片で

ある。9は鉄鍋の破片の可能性もあるが厚さが4～ 6mmと厚い。石器は4が石鏃、5が石匙である。

遺構の時期は、かまどが甫側にあったとすれば、平安時代の可能性もあるが不明なので、古代としておく。
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第3¶図 RA514住居跡出土遺物

RAS15住居跡 (図版 :82,写真図版 :70。 71・ 96)

調査地南西のT15グ リッド付近に位置し、貼り床の一部が、2m× 5mの範囲で確認された。東側は、傾

斜地に沿つて削剥を受け残存しない。北側に不整形に広がる薄い焼土があったが、かまどに伴うものかどう

かは不明である。貼り床は焼土や灰黄褐色上の混じる褐色土が2～4cmの厚さで貼られている。また、一部

を近現代と見られる、愛玩犬の埋葬土坑が切っている。

出土遺物は、貼り床中から少量の土師器片と縄文土器片 。弥生土器片が得られている。土師器片は整理時

に行方不明であることが判明した。縄文土器片は胎土にセンイの混入する縄文時代前期前葉のものと中期の

ものがある。石器は磨製石斧の破損した破片と思われる。

遺構の時期は、かまどの位置や伴出土師器が不明なことから古代と思われる。
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RA516住居跡 (図版 :82,写真図版 :71・ 97)

RA514住居跡の西に検出された。西側と北側の壁と壁溝が残るのみで全体の形状は不明である。東側に

はRA514住居跡が、南側にはRA517住居跡があるが、重複部分は削平を受けており、新旧関係は不明であ

る。平面形は方形ないしは長方形と思われ、東西2.5m。 南北5mの範囲まで壁または壁溝が残存している。

壁高は北側で 15cm、 壁溝は深さ5cm前後である。

床面はほぼ平坦で、締まっており、北西隅付近に壁溝から続く溝と土坑が2基検出されている。西壁際の

土坑は開口部径60cm。 深さ20cmほ どで、砂礫の混入する暗褐色上が充填されている。もう一つの土坑は、

長径110cm。 短径90cm・ 深さ30cmほ どで、埋土は黒褐色土で構成され、底部に礫が多く混入する。柱穴や

かまどの痕跡は検出されていない。

出土遺物は床面や埋土から少量の土師器片や縄文土器片が得られている。土師器片は整理の時に行方不明

になっていることが半J明した。

遺構の時期は、かまどの位置や伴出土師器の時期が不明なことから古代と思われる。

RA517住居跡 (図版 :83・ 84,写真図版 :72・ 97)

RA516住居跡の南、RAlll住居跡の東に位置し、RAlll住居跡の上位になる。東側は斜面に沿った削

剥を受け、壁が残らない。北東側にはやや新しい撹乱がある。北側壁中央付近にかまどがある。西側の壁は

やや膨 らむようだが、隅丸方形状を呈するようで、南北5m。 東西4.8m、 壁高 10～ 2 5cmで ある。壁は

RAlll住居跡の埋土を掘り込んでいるせいか立ち上がりは緩く傾斜している。埋土は、上位は炭化物や礫

の混じる黒褐色土 。下位は褐色土粗粒の混じる黒褐色土で構成される◇

床面はほぼ平坦であるが、巨礫も露出し、あまり締まりはない。中央から北西寄りには70cm× 50cmの 不

整形で、厚さは痕跡程度の焼土がある。柱穴は検出されていない。

かまどは北側壁に直交し、軸はN20° ―Wを示す。袖は、壁際から板状の礫を立てて芯とし黒褐色土を貼

つて作られている。焚き日付近には直径30cm・ 厚さ2cmの焼土が形成されている。煙道は1.5mほ ど残 り、

緩く傾斜して上がる。途中に礫があり、そこで段ができている。煙道の両側に礫の埋設は見られないので、

くり貫き式かもしれない。

出土遺物は埋土から土師器や縄文土器片が得られている。841は胴部が膨らみ球胴形になる甕で、粘土

紐の積み上げ痕も残る。内外ともにハケメ調整が主に行われている。842は IThで、外面の底部との境界に

明瞭な段が作られ、内面は黒色処理されている。内外面ともにミガキ調整が施されている。843～ 6は縄文

時代前期の土器片で胎土に少量のセンイが混入している。847は中期の土器片である。

遺構の時期は、かまどの位置や伴出した土師器から奈良時代と思われる。

RA518住居跡 (図版 :85～ 89,写真図版 :73,74・ 97・ 98)

RA516住居跡の西側に位置し、北東側でRAl18住居跡を切っている。平面形は隅丸方形状を呈し、北側

壁中央付近にかまどがある。壁は直立する。焼失家屋で、検出時に壁際に炭化材が見られた。規模は、南北

方向で6.lm。 東西方向で 5。 9m、 壁高は斜面上方の北西側で60cm・ 南東側で20cmで ある。

埋土は上位が黒色土、中位から下位は炭化物や焼土ブロックの混入する黒褐色土で構成される。炭化材は

壁際から中央付近に向けて倒れ込んだようであるが、材の形状を復元できるようなものはなかった。また、

中央付近には円礫が多く堆積していた。屋根の上に載せられていたのかもしれない。
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第84図 RA517住居跡出土遺物

床面はほぼ平坦で、対角線上に4基の柱穴が作られている。また北西側と南西側の壁際に壁溝が形成され

ている。柱穴の大きさは開回部径25～ 30cm、 深さ40～ 50cmである。壁溝は幅5～ 10cm、 深さ3～ 1 0cmである。

北西側の柱穴から壁際にかけても小さな溝が作られている。

かまどは北側壁の中央やや西寄りに直交して作られており、軸はN-40° 一Wである。袖は板状の礫を芯と

して立て、黒色土を貼り付けて作られている。天丼石は板状の角礫である。支脚は角礫の上に破損した土師

器甕をかぶせて作られている。焚き日から燃焼部にかけて少し傾斜して上がり、煙道は焚き日付近と同レベ

ルまで下がったのち水平になる。煙道はくり貫き式で、煙出し部の直下には巨礫があり、やや西側にそれて

煙出しが開口している。巨礫の後方にも垂直方向の土坑があり、当初の煙出し予定の穴だったようである。

煙道の長さは約1.5m・ 直径25cmほどである。

出土遺物は埋土下位から床面直上のものが多く、特にかまどの東側からは年が4点まとまって出土してい

る。床面中央付近からは刀子や鉄鍋の破片も得られている。また、かまど東側の壁上位の小さな窪みから小

型の甕 (874)が横位におかれた状態で出土した。その他埋土からは縄文土器片や石器が出土している。

甕は頚部に小さな段が作られ、日縁部は内湾気味に広がる。内外ともに粗いハケメを施すものが多い。

872・ 886。 7には底部に木葉痕が残る。875は長頚壺のような形状を示すが頚部に小さな段が作 られて

いる。年は体部下位に明瞭な段が作られて、内外とも丁寧なミガキで仕上げられている。床面直上から出土

した4点 (87-6～ 9)は内面が黒色処理されている。
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RA518住居跡出土遺物 (3)

鉄製品は刀子と思われるもの2点 と鉄鍋の破片1点である。8711・ 12は刀子と思われ、11は長さ85mm・

幅12mm・ 厚さ3mm、 12は長さ12711m。 幅 16mm。 厚さ4mmである。87-10は鉄鍋の破片で、4片に分かれてい

たものが接合した。長さ89mm。 幅11 7mm・ 厚さ2～ 3mmで ある。底部は平坦で、側面は緩く湾曲している。

底部の直径は推定24cmで、底面から約140度の角度で大きく広がつて立ち上がっている。
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石製品のうち8914～ 16は床面から出土している。磨石や台石のようであるが、重量物なので埋土から移

動した可能性もあり、古代の遺物かどうか不明である。

埋土から出土した縄文土器片は前期前葉・中葉 。中期中葉のものが混じつている。石器は石鏃4点 と石匙

1点、石錐1点、削掻器1点、磨石3点がある。

遺構の時期は、かまどの位置や出土遺物から奈良時代と思われる。

RA519住居跡 (図版 :90。 91,写真図版 :75。 99)

RA518住居跡の北西に位置し、縄文時代の住居跡RAl12やRA165の上位に構築されている。一次調査

の調査手順の不備などで、撹乱を受けたところもあり、北側と西側の壁の一部とかまどの痕跡が検出された。

1辺5m以上の方形ないしは隅丸方形状を呈していたと思われ、壁は直立していたようである。

埋土は炭化物が混入する黒褐色土や暗褐色土で構成される。残存する床面はほぼ平坦で、締まりはやや密

である。対角線上に柱穴が4基検出されている。柱穴の大きさは開口部径25～ 30cm・ 深さ約40cmである。

かまどは北側壁の中央付近に直交して作られており、軸はN55° 一Wである。かまど付近も撹乱を受けて

おり、煙道の一部だけが残存している。燃焼部付近に焼土の痕跡が残るが、焚き日付近の状況は不明である。

煙道は焚き口よりの両側に盤状の礫が間隔を置いて並べられている。煙出し部まで礫が並べられていたかど

うかは不明である。煙道の底部はほぼ水平で、煙出し部直下は少しくぼむ。焼土のブロックが堆積している。

出土遺物は、柱穴から板状鉄片が、煙道付近や埋土から土師器や須恵器の破片・縄文土器片が得られている。

911～ 5はロクロ使用の甕の破片で、4の外面にはタタキメも残る。919は須恵器の破片で外面に夕タキメが

残る。9110は板状の鉄片で、長さ65mm。 幅35mm。厚さ1 2mmで ある。6～ 8は縄文時代中期中葉の土器片である。

// ・ｆ

３

1～ 5
0                       101m
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遺構の時期は、かまどの位置は奈良時代と思われるが、出土遺物は平安時代のものが主であり、平安時代

の遺構の可能性が高い。

RA520住居跡 (図版 :92,写真図版 :76。 99)

RAl15。 116住居跡の北西に位置し、上位に検出された。厚い黒色土の中に構築されており、一次調査

の粗掘りで破損を受けているようである。北西側の壁の一部とかまど付近の焼土が検出されている。埋土と

床面の区別がつきにくく、形状も不明瞭であるが、一辺4mほ どの方形ないしは隅丸方形だつたようである。

埋土は炭化物混じりの黒色土ないしは黒褐色土で構成される。床面は締まりやや疎である。柱穴状土坑が4

基検出されているが、対角線上の配置ではないようである。柱穴の規模は径25cm・ 深さ20cmほどである。

かまどは北側壁の中央西寄りに直交して作られていたようで、軸の方向はN20° 一Wである。幅30cm。 長

さ80cmの焼土の両側に角礫が検出されたが、袖部の芯ではなく、煙道に伴うようである。この焼土は煙出

し郡方向に向かって緩く傾斜して上がっている。焼上の厚さは最大4cmほ どである。

出土遺物は埋土から、土師器片と縄文土器片が得られている。921は不で、体郡下位に小さな段が形成

され、内面は丁寧なミガキと黒色処理、外面下位はハケメ調整がなされている。縄文土器片は前期前葉のも

のと中期中葉のものがある。

遺構の時期は、かまどの位置や出土遺物から奈良時代と思われる。

RA521住居跡 (図版 :98～ 97,写真図版 :77・ 78。 99～ 101)

RA519の南・RA120の西に位置する。ほぼ方形で北側にかまどを持つ。西側の壁には、縄文時代の住居

跡RA126が検出されている。焼失家屋で、検出面の壁際から炭化物が検出されている。規模は、1辺約6m

であるが、北側が7m近 くあり、やや広い。壁高は傾斜地を掘り込んで作られているため、北側及び西側が

高く約60cmあ り、南東側は10cmほ どしか残らない。

埋土は、上位が炭化物がまばらに混入する暗褐色土、中位から下位は炭化材や黄褐色土ブロック・焼土ブ

ロックが混入する黒褐色土で構成される。炭化物や焼土はかまどの周辺や西側壁に多く、壁も焼けて橙色を

呈している。かまど東側に検出された炭化材は、板材のようである。床面は平坦で締まっている。柱穴はほ

ぼ対角線上の各隅寄りに検出された。柱穴の規模は径20～ 30cm。 深さ35～40cmである。

かまどは北壁中央付近にあり、煙道部の近くに、新しい撹乱跡がある。板状の礫と褐色土で作られた袖部

に板状の礫が渡してあつた。かまど内には2個体分の甕の破片があり、支脚として使われていたようである。

焼失時に破損したようである。煙道はくり貫き式で、1.5m程水平に掘り込まれている。横断面形はほぼ精

円形で長径25cmtま どである。

出土遺物は、かまど内の土師器片のはかに、かまど東側の炭化材付近から土師器と須恵器の甕の個体、砥

石が、埋土から土師器や縄文土器片などが得られている。941、 951～ 3・ 5～7はかまどから出土した土

師器である。941は胴部が広がりながら立ち上がり、口縁部が短く広がる甕であるが、いびつで、器厚も

ばらつきがあり、粘土紐の積み上げ痕も残り、粗雑な造りである。外面は削り、内面はハケメ調整である。

かまど出土の土師器甕は外面がケズリやハケメ・ナデ・タタキメの残るものなどで内面はハケメのものと、

内外面ともにミガキ調整されたもの (953)がある。957・ 8は浅鉢形をしているがIThと思われる。器厚が

やや厚い椀形を呈する。内面は磨かれている。8は底部に木棄痕がある。95-9はかまど東側の壁際から出土

した須恵器で、鉢形を呈している。942・ 3は床面出土の砥石で、4面とも研磨され湾曲している。石質は
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流紋岩である。

埋土出上の土師器のうち954の甕は頚部に小さな段があり、外面はナデ、内面はハケメ調整されている。

961のようにロクロ使用の痕跡の残るものや964のように粘土紐の積み上げ痕が残り、底部に木葉痕が残

るもの、963のように外面がケズリのものがある。965。 9はロクロ使用の杯で、9は制止糸切りの痕跡が

ある。966～ 8・ 974～ 6は須恵器の破片である。977・ 8は紡錘車で、接合部分はないが同一個体と思わ

れる。

縄文土器片は前期前葉のものと中期中葉のものがある。石器は石鏃 1点、磨石6点である。磨石は、広い

面に磨面が形成されたものと狭い縁辺に磨面が形成されたものがある。また9713は紡錘形で両端に敲打面

が形成されている。

遺構の時期は、かまどの位置は奈良時代と思われるが、遺物は床面やかまど出土のものは平安時代なので、

平安時代と思われる。

RA522住居跡 (図版 :98,99,写真図版 :78,79,101)

RA120住居跡の東に位置し、同遺構の上位に検出された。 平面形は隅丸方形状を呈し、壁は内湾気味に

外傾する。規模は長軸3.2m・ 短軸2.2mで、壁高40cmである。埋土は主に黒褐色土で構成され、下位に黄褐

色土や炭化物が混入し、全体に締まりは疎である。床面は貼り床してほぼ平坦に作られ、中央付近に地床炉

と見られる焼土がある。焼土の広がりは長径70cmほどの楕円形で、厚さは最大7cmである。また柱穴状の上

坑が4基検出されている。開口部径・深さともに20～ 25cmで ある。

出土遺物は床面や埋土から土師器片が得られている。99-1～ 4は甕で、1の 口縁部には小さな段がある◇

外面はハケメ、内面はミガキ調整が施されている。2・ 4は外面がミガキ、内面はナデ調整が行われている。

3は外面ハケメ、内面ナデ調整が行われている。

遺構の時期は、出土遺物から奈良時代と思われる。

堅穴状遺構

RE05堅穴状遺構 (図版 :98,99,写真図版 :80・ 101・ 102)

RA519・ 111の南側に位置し、Ⅱ層黒色土中で検出された。西側や南側の壁が不明瞭で、一部掘 りすぎ

てしまったが、隅丸長方形状を呈するようである。残存する壁は内湾気味に外傾して立ち上がる。規模は長

軸3.5m・ 短軸3m、 壁高 1 0cmほ どである。埋土は主に風化礫の混入する黒色土や黒褐色土で構成され、締

まりは疎である。底面は礫が露出し、やや起伏がある。炉や柱穴は検出されていない。

出土遺物は埋土から土師器片や縄文土器片が得られている。995は頚部に小さな段がある甕で、内外面

ともナデ調整が行われている。底部には木葉痕がある。6の甕は短い口縁部が広るように立ち上がる。外面

はケズリ、内面はハケメやナデ調整が施されている。8,18は須恵器片、7・ 11は弥生土器片である。縄文

土器片は前期前葉のものと中期中葉のものが出土している。石器は石鏃3点、削掻器1点、石匙1点、磨石1

点である。

遺構の時期は出土遺物から平安時代の可能性が高い。
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土坑

RD32土坑 (図版 :100, 写真図版 :81・ 102)

RAl13内の西側に位置し、住居跡を切っている。検出層位は不明瞭だが古代の面より上のようである。

平面形はほぼ円形で、壁は直立する。埋土は炭化郡茶褐色土の混入する黒褐色土で構成され、締まりは疎で

ある。底面には礫が露出し、東側が高くなる。

出土遺物は、埋土から縄文土器片少量と石器2点が得られている。縄文土器片は前期前葉のものと中期中

葉のものがある。石器は2点とも磨石で、1点は側縁に敲打によるくぼみが形成されている。

遺構の時期は検出層位や埋土の状況から古代より新しい可能性がある。

RD40土坑 (図版 :100,写真図版 :81・ 102)

RA518の 東壁際に検出された。RA518住居跡よりも新しい。平面形はほぼ円形で、壁はほぼ直立する。

規模は開口部径・深さともに約90cmである。埋土は主に黄褐色上のブロックや礫を混入する黒褐色上で構

A          B
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成され、締まりはやや疎である。底面は少し傾斜している。

出土遺物は、埋土から縄文中期の上器片1点が出土している。

遺構の時期は、RA518住居跡を切って構築されていることから平安時代以降と思われる。

(3)時期不明遺構 (近世以降 )
土坑

RD35土坑 (図版 :101,写真図版 :81・ 102)

M19グ リッドV層上面で検出された。RAl10の 北に位置する。平面形は小判形を呈し、壁は緩く湾曲し

て立ち上がる。規模は長軸約3m・ 短軸1.8m、 深さ30～ 35cmである。埋土は黄褐色土の粗粒や風化礫の混

入する黒褐色土で構成され、締まりは疎である。底面には礫も露出するがほぼ平坦である。

出土遺物は埋土から縄文前期と中期の土器片少量が得られている。

遺構の時期は、形状は縄文前期の可能性もあるが、埋土の締まりが疎で近世以降と思われる。

RD38土坑 (図版 :101,写真図版 :82)

RA518住居跡の東に位置し、G15区で検出された。平面形は円形状を呈し、壁は外傾して立ち上がる。

規模は開日部径約lm・ 深さ80cmである。埋土は黄褐色土や炭化物・礫の混入する黒色土で構成され、締ま

りは疎である。中位から下位にかけて大きな礫が多量に入つている。底面は平坦ではない。

埋土から縄文土器片が得られているが、整理時には行方不明になっていることが判明した。

遺構の時期は、埋土の状況から近代以降の可能性が高い。

RD42土坑 (図版 :101,写真図版 :82・ 102)

RAl19住居跡の南側に位置し、同遺構を切って作られている。平面形はほぼ円形で、壁は直立する。規

模は、開口部径60cm・ 深さ70側である。埋土は主に黄褐色土混じりの黒褐色土で構成され、締まりは疎で

ある。

出土遺物は埋土から縄文中期の土器片少量が得られている。

遺構の時期は、埋上の状況から近世より新しいようである。

RD43土坑 (図版 :101,写真図版 :82)

RA521住居跡の東、RA120に 北に位置している。平面形はほぼ円形で、壁は外傾する。規模は開口部径

70cm・ 深さ1 0cmほどである。埋土は主に黄褐色土ブロックの混入する黒褐色土で構成され、締まりは疎で

ある。底面は平坦で、一部に不整形な焼土が形成され、その厚さは最大711mあ る。

出土遺物はない。

遺構の時期は、埋上の状況から返世より新しいようである。

RD46土坑 (図版 :102,写真図版 :82・ 102)

RA122住居跡の南西に位置し、 Ⅱ層中で検出された。平面形はほぼ円形を呈し、壁がほぼ直立する円筒
状を呈する。規模は開口部径約lm。 深さ1.3mである。埋土は上位が礫混じりの黒色土、下位が黄褐色土が

混入する暗褐色土で構成され、どちらも締まりはない。底面には礫が露出するがほぼ平坦である。
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出土遺物は埋土から縄文時代中期の土器片や須恵器片が少量得られている。

遺構の時期は、埋土の状況から近世より新しいようである。

RD50土坑 (図す板 :102)

RAl19住居跡の南西に位置する。住居跡の南西付近は壁や床面が不明瞭となっているが、埋土の状況か

らこの遺構の方が新しいようである。平面形はほぼ円形で、壁はほぼ直立する。規模は開口部径・深さとも

ほぼ70cmである。埋土は黒褐色土で、締まりはやや疎である。

出土遺物はない。

遺構の時期は、埋土の状況から近世より新しいようである。
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3 遺構外の出土遺物
土器

遺構外出土土器は大コンテナ約16箱である。

(1)縄文時代前期初頭の上器群 (図版 :103,写真図版103)

尖底で、胎土に少量のセンイが混入するもの (1031～ 10)。 尖底の角度は砲弾形に近く鋭角的になるも

のもあるが、円みを帯びて広がったり、乳首状に少し突出する形状のものがある。地文は単節斜縄文である。

(2)前期前葉の上器群 (図版 :103～ 105,写真図版103・ 104)

胎土にセンイを多量に含む土器群とセンイが少ない土器群がある。前者 (103-H～ 16)は、日縁部が少

し外傾ないしは外反する深鉢形を呈し、口縁部は平口縁のようである。施文は羽状縄文や斜縄文である。

後者 (103-17～ 105-7)も深鉢であるが、口縁部は平口縁だけでなく波状のものもある。日縁部下位に

不整撚糸文や横走する間隔の開いた葺瓦状撚糸文が施文されるものが多い。日縁部や胴部に沈線文が施文さ

れるものもある。1042は全面に瓦状撚糸文が施文されており、大木2a式に相当するようである。不整撚糸

文は大木1式期に相当するようであり、センイを多く含んでいる土器群も含め大木1～ 2a式期に相当してい

るようである。

(3)中期前葉の上器群 (図版 :105,写真図版104)

平行沈線による文様施文を主とする土器群である (105-8～ 11)。 口縁部は外反したり、膨らんで内湾す

る深鉢形である。105-8は 日唇部直下に刻み目が連続し、内面には隆帯が巡る。また平行沈線の間には鋸歯

状の沈線が施文されている。105-9は隆帯も併用されている。

(4)中期中葉の上器群 (図版 :105。 106,写真図版104・ 105)

平行する隆帯や沈線を主とし、渦巻き状の文様を施文する土器群である (105-5～ 106-8)。 日縁部は膨ら

んで内湾する、いわゆるキャリパー形と呼ばれる深鉢が多い。平口縁のものが多いが、波状口縁のものは突

起や口縁部に装飾が付くものが多い。

(5)中期後棄の上器群 (図版 :106図,写真図版105。 106)

沈線と擦り消し帯により「O」 字状の文様を施文する土器群である (1069～ 13)。 日縁部は内湾したり、

外反して立ち上がる深鉢形土器で、平口縁のものも波状口縁のものもある。沈線は「O」 字状に区画するだ

けでなく、一端が回転した施文もある。10614～ 1074は地文だけの粗製土器であるが、土器の形状や造

りから(4)や (5)の縄文時代中期の土器群と思われる。

(6)縄文時代晩期の上器群 (図版 :107,写真図版106)

幅広い平行沈線で施文される土器群である (107-5～ 10)。 高邦で、波状口縁である。器厚は薄く、赤味

がかったものが多い。杯部には変形「工」字文が施文され、脚部には平行文が施文されている。(7)の弥生

時代の土器群にも類似するところがあるが、沈線の幅が広く、地文の縄目もやや粗いので別のグループとし

た。
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(7)弥生時代の土器群 (図版 :108・ 109,写真図版107)

深鉢・壺・イ・高杯の種類があり、深鉢と壷はあまり装飾されていない。平口縁の物が多く、単位は不明

だが小さな波状突起を持つものもる。器厚は全体的に薄く、地文は日の細かい単節斜縄文が主である。頚郡

や日縁部の内外・胴部などに平行沈線が巡るものもある。

年・高郭は平行沈線による変形「工」字文や平行文が施文され、脚部には波状文が施文される。日縁部の

内側にも平行沈線が巡るものが多い。

(8)古代の土器群 (図版 :109,写真図版107)

土師器 (1095～ 12)と須恵器に大別される (109-13・ 14)。 甕は頚部に明瞭な段があるものと小さい

段か段が目立たないものがある。前者は外面がナデで、内面がミガキ調整されている。後者は内外面ともハ

ケメ調整である。ミガキが多用されている9は前者と、ケズリ痕の残る10。 11は後者と同様なグループに

なりそうである。不は12のように体部外面に小さな段を持つものと、7のように段を持たない小型のものが

出土しているが、双方とも内面はミガキ調整で黒色処理が施されている。

須恵器はロクロ痕が残り日縁部が少し外反するものと、体部の角度と同じく内湾気味に外傾するものがあ

る。

鉄製品 (図版 :109,写真図版107)

遺構外から得られた鉄製品は3点ある。15は鉄鏃の破損品と思われる。長さ83nlm。 幅9111m・ 厚さ5mmであ

る。16は刀子の破損品と思われる。長さ39mm。 幅1 7mm。 厚さ4mmである。17は少し湾曲した鋳物の破片で、

長さ3011m。 幅2011m・ 厚さ7mmである。

石器

(1)石鏃 (図版 :110-1～ 13,写真図版108)

石鏃は全部で54点出土しており、遺構外からは13点出土している。それらの中には先端が破損したもの

もあるが、凹基か平基の二等辺三角形状のものがほとんどである。両面から丁寧な剥離調整が施されたもの

もあるが、形を整えるだけの剥離調整をしたようなものや断面形がかなり厚いものも見受けられる。石材は

粘板岩が8点と凝灰質泥岩2点・チャート質泥岩・チャート質粘板岩 。チャート質細粒凝灰岩各 1点である。

(2)石槍 (図版 :11014,写真図版108)

石槍は遺構伴出1点 と遺構外出± 1点の2点の出土である。14は基部付近の破損品である。石器の厚さが

1.3cmと、厚い感じがする。石材はチャートである。

(3)石匙 (図版 :11015～ 30,写真図版108)

石匙は全部で43点出土し、遺構外からは18点出土している。図示したのは16点である。刃部は片面の側

縁にのみ形成されている。つまみを上にして刃部が横に広がる横形のものと、縦に長い縦型のもの、斜めに

なったものがある。30は破損品で、29・ 30と もつまみ部は作り出されているが、刃部加工は施されていな

い。石材は粘板岩5点とチャート質の粘板岩や泥岩細粒凝灰岩などである。
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(4)削掻器 (図版 :110-31～ 111-11・ 15,写真図版108。 109)

縁辺に刃部加工が施された石器群である。全部で29点出土しており、遺構外からは17点が得られている。

1縁辺だけに刃部加工がなされたものや複数の縁辺に刃部加工がなされたもの、表と裏から刃部加工がなさ

れたもの、表と裏で違う縁辺に刃部加工がなされたものなどがある。11033・ 34はやや厚めの剥片の周囲

に急角度の刃部加工が施され、石箆と分類してもいいかもしれない。1117・ 9はやや鋭角な角度に両面か

ら刃郡加工が施されている。15は表と裏の別の縁辺に刃部加工が施され、柳葉型に作られており、簡単に

形を整えただけの石鏃の可能性もある。石質は粘板岩とチャート質の細粒凝灰岩や粘板岩・泥岩などである。

(5)楔形石器 (図版 :111-12～ 14,写真図版109)

長方形状をし、両端に階段状の剥離が形成された石器群である。遺構に伴うもの1点 と遺構外3点が出土

している。いずれも長さ26～ 36mll。 幅22～ 37nlm・ 厚さ7～ 1 2mmである。石材は4点 ともチャート質粘板岩

である。

(6)磨製石斧 (図版 :11116～ 23,写真図版109)

石斧は全部で16点出土しており、遺構外からは8点出土している。いずれも破損品である。その中の

18・ 19は礫の周囲を打ち欠いて作った礫石斧である。特に19は研磨痕はほとんど見られず、片面に打ち欠

き整形痕が顕著に見られる。17は片刃の磨製石斧である。石質は細粒凝灰岩が多く、緑色凝灰岩や砂岩も

少量ある。

(7)磨石 (図版 :1121～ 1146,写真図版110)

円礫の面や縁辺に摩面の形成された石器群である。全体で67点、遺構外からは21点が出土している。楕

円形の平たい礫は広い面に磨面が形成され、棒状の礫は縁辺に磨面が形成されることが多い。どちらも敲打

痕や敲打によるくぼみを伴うことが多い。凹石は2点、敲打石は1点の出土である。石材は花蘭閃緑岩が

60%以上で、他には輝石安山岩や流紋岩・粘板岩・凝灰岩がある。

(3)石製品他 (図版 :114-8～ 14,写真図版110)

8は小さな円礫で平たい両面に磨面が形成されている (磨石登録か ?)。 上器の内面等の研磨に使用され

た可能性もある。9。 10は石棒・石剣の破損品である。石材は粘板岩と細粒凝灰岩である。11は板状に研

磨された石製品である。石材は緑色凝灰岩である。12は砥石の破片と思われる。石質は凝灰質硬砂岩であ

る。13は縁辺を打ち欠いて円盤状にした円盤状石製品である。石質は粘板岩である。14はやや小型ではあ

るが台石と思われる破損品である (磨石登録か ?)。 石材は花蘭閃緑岩である。

鉄滓

土器 。石器 。鉄製品の他に鉄滓と羽口片が出上している。鉄津は大コンテナ1箱分出土しているが、流出

津は見られず、椀形滓や鉄錆の多く付着した鉄滓がほとんどである。一次調査では古代の鍛冶工房が 1基検

出されているが、今回は検出されていない。しかし鍛冶工房は少なからず存在していた可能性がある。

―-243-―



'座

画勤爺嘲鬱〕斡 ⊆ ⌒

一

5

い

‐５

分

Ｖ

‐

∞

一

　

　

　

　

　

　

十

蔭

“

凋
日
Ｖ
鰯

ハ
∞Ｄ
〈

ヽ
Ａ
日
Ｈ
∨

い

も

‐８

∩
―Ｉ

Ｈ

▼

ω ttω瓢マ
ー鰯{Ω ttθい
―

―-244-一



第112図  遺構外出土遺物 (石器3)
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4 まとめ
今年度の調査遺構は、縄文時代住居跡22棟・竪穴状遺構1棟・土坑13基・焼土遺構3カ所 。落とし穴1基、

古代住居跡10棟・竪穴状遺構 1棟・土坑2基、時期不明土坑6基である。縄文時代の住居跡は前期前葉から

中期後棄まで見られ、古代の住居跡まで含め重複している遺構が多かった。特に縄文時代前期前葉の大型住

居跡の上に中期中葉 。後葉・奈良時代の住居跡が多く重複していた。また、縄文時代前期前葉の集落は大型

住居と小型の住居で構成されている様子が窺えてきた。

古代の住居跡は奈良時代 。平安時代とも同数調査された。奈良時代の住居跡はカマドの位置が北側、平安

時代の住居跡はカマドの位置が西側に寄る傾向があるが、北西壁にカマドがあり平安時代的な遺物を伴出す

る過渡的な遺構もあり、今後集落の変遷も明らかにできそうである。また、奈良時代住居跡から出土した鉄

鍋片は東北地方の鉄鍋の出現例を古くさせ、製塩をはじめとする多くの産業との関わりを考察する資料にな

る。今回は工房の発見はなかったが、フイゴの羽口片や椀形鍛冶津が多く出土しており、鉄製品の加工を集

落内で行ったことが示唆される。

遺物は土器が大コンテナで20箱、石器240点、鉄製品若干、鉄津・羽口片大コンテナ1箱が得られている。

縄文土器は前期前葉のものと中期中葉の物が多く出土しており、検出遺構数と同様な傾向がある。今回遺構

は検出されなかったが、前期初頭の尖底土器が出土しているので、この遺跡の上限はそこまでさかのぼると

思われる。前期の土器や中期の土器は宮城県の大木囲い貝塚出土の大木式土器に相当し、青森県を中心にし

宮古市以北に分布する円筒式上器は見られないので、この遺跡は大木式土器の文化圏だつたようである。

土器の様式は前期初頭から中期末葉まで継続しているようであるが、前期の中葉から末葉の遺物量は少なく、

集落の規模に盛衰があったようである。縄文時代後期の遺物や古墳時代の遺物も見られないので、空自の時

期もあったようである。

古代の遺物は奈良時代も平安時代も邦と甕の二器種が主流で、それに須恵器の壷が加わるようである。両

者とも細かい特徴でさらに細分が可能なようであるが、大別すると次のような特徴がある。奈良時代の遺物

は丸底lThの体部外側に明瞭な段があり、内外ともに丁寧に磨かれているものが多い。甕は頚部に明瞭な段が

あり、日縁郡が外反して広がるものが多い。調整は内外ともにハケメのものが多い。平安時代の土器は、邦

や小型の甕にはロクロ整形の痕跡が残る。大型の甕は頚部に段はなく、日縁部は短く外傾するものが多い。

また夕タキメの見られるものもある。調整は外面ケズリ、内面ナデのものが多い。また、杯は両方通じて黒

色処理されたものが多い。

土製品は、円盤状土製品が数点見られただけで少ない。

鉄製品は刀子や棒状の鍛造品と鉄鍋片のような板状の鋳造破片がある。今回鍛冶工房跡や鋳物生産に関わ

るような痕跡は確認されなかったが、椀形津や羽口片が多く出たことから何らかの鍛冶工房跡の存在がうか

がわれる。

石器は8器種236点出土しており、石槍のような例外を除き遺構に伴出するものが多い。石製品は量も少

なく、その上ほとんどが破損品である。石材はほとんど山田町周辺で産出するものである。
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遺構一覧表

縄文時代住居跡

No 遺構名 平面形 (含む予測) 規  模 炉 時  期 備 考

1 RA 0 円形または隅丸方形 長径3.2m 石囲炉 中期 西側のみ残存

RA l 楕円形状 長径4m 地床炉 前期前葉 RA517に切 られる

3 RA 2 楕円形状 長径5m 石囲炉 中期 南西壁の一部残存

4 RA 3 精円形 長径45～5m 石囲炉 中期 RA121・ 116・ 117重複

5 RA 4 円 形 直径6m 石囲炉 中期 西側壁わずか残存

6 RA 5 楕円形 7m× 46m 石囲炉・地床炉 中期 RA520・ 116他 と重複

7 RA 6 小判形 (ロ ングハウス) 165m× 5m以上 地床炉 前期前葉 1996年度に継続調査

8 RA 7 精円形状 65m×4m 石囲炉 中期 RA H3・ 115,121重複

9 RA 楕円形状 3 5rn〉 (3m 地床炉 中期 RA518に 切 られる

RA 精円形状 6■1× 4m 石囲炉 中期 RA 22・ RD42と重複

11 RA 楕円形状 57m× 47m 石囲炉 中期後葉 RA 27・ 128を切る

RA 精円形状 6m× 35m 石囲炉 中期 RA 16・ 117と重複

RA 円形 直径約4m 地床炉 前期 RA 19に切られる

RA 精円形状 長軸約25m 無 じ 前期前葉 RA52 125と 重複
RA 24 楕円形状 長軸2.5m 地床炉 前期前菜 RA52 に切 られる

RA 楕円形状 約3m 無 し 前期前葉 RA12 128と 重複
17 RA 隅丸長方形 25m× 16m 無 し 前期前葉 RA52 に切られる
RA 長方形 約3m 無 し 前期前葉 RA12 128と 重複
RA 楕円形状 長軸2m 無 し 前期前葉 RA12 ±271こ 切られる

RA 楕円形状 長径2m 地床炉 前期前葉 RA124に切 られる

RA 長方形 長辺約4m 無 し 前期前葉 RA122に切 られる

RA 楕円形 21m× 18m 地床炉 前期前葉 RA521・ 123,125重複

堅穴状遺構

に 遺構名 平面形 (含む予測) 規   模 炉 時  期 備 考

1 RE04 長方形 27× 15 , 1 7コn 無 し 中期中葉 西側のみ残存

土坑

に 遺構名 平面形 断面形 開口部径 深   さ 時  期 備 考

l RD31 隅丸方形 逆台形 23m× 18m 15-20cm 前期前葉

RD33 円形 逆台形 40cm 中期 RA516の床面に検出

3 RD34 円形 逆台形 lrn 60cm 前期 RA516の床面に検出

RD36 円形 筒状 1 5rn 55cm 中期

RD37 楕円形 袋状 19m× 13m 40cm 前期前葉

RD39 円形 逆台形 90cm 45cm 前刺 大きな焼土ブロック混入

7 RD41 楕円形 筒状 2,lrn× 17m l ll-1 5cm 前期前棄

RD44 円形 ? 逆台形 12m 40cm 中期 RA518に 切 られる

RD45 精円形 筒状 1.4m× lm 20cm 前翔 RA516の 床面に検出

10 RD47 不整円形 逆台形 lm 中期

11 RD48 円形 筒状 60cm 60cm 中期

RD49 楕円形状 逆台形 23m× 17m 前期前菜

RD51 精円形 逆台形 21aa× 13m 10cm 前期前葉

焼土遺構

腱 遺構名 種  別 平 面 形 範   囲 厚   さ 時  期 備 考

1 RF08 焼土 不整形 長径 50cnl 3cm 縄文 L24・ Ⅲ層砂礫上面にて検出

2 RF09 焼土 不整形 岳きイ垂40cm 4cm 縄文 M19。 Ⅱ層下位～Ⅳ層で検出

3 RF10 焼土 不整円形 ぞと50cm 縄文前期 J18・ V層上面で検出
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その他

血 遺構名 種 別 形  】犬 規   模 深   さ 時  期 備 考

ユ RA19 落とし穴 溝状 3m× 3Cl-40 50cm 縄文中期 巨礫に沿つてカーブする



古代住居跡

恥 遺構名 形 状 規 模 カマ ド位置 時 期 備 考

1 RA5 3 隅丸方形状 3.7m× 3.5m 北壁 奈良 RAl10を切る
2 RA5 4 長方形 ? 6n■×5m 北西・南壁 平安 ? 全体に削平を受けている

3 RA5 不明 不明 平安 ? 貼り床のみ検出

4 RA5 方形 ? 5rn? 不 明 平安 ? 西側の一部のみ残存

5 RA5 7 隅丸方形状 5m× 48m 北壁 奈 良 東側は削平されている

6 RA5 隅丸方形状 6.lln× 59m 北壁 奈良 焼失家屋、鉄鋼片出土

7 RA5 9 隅丸方形状 一辺5m 北壁 平安 ? 遺物はロクロ使用が多い

8 RA520 隅丸方形 一辺4m 北壁 奈良 北西側のみ残存

9 RA521 方形 一辺約6m 北壁 平安 ? 焼失家屋

RA522 隅丸長方形 32m× 22m 無 し 奈良 中央に地床炉

堅穴状遺構

睫 遺構名 形 状 規 模 カマ ド位置 時 期 備 考

1 RE05 隅丸長方形 3.5nl× 3m 無 し 不 明

土坑

m 遺構名 平面形 断面形 開口部径 深   さ 時 期 備 考

1 RD32 円形 筒状 80m 70-90cm 古代 ? RAl13を 切る

2 RD40 円形 筒状 90C皿 90cn 古代 ? RA518を 切る

時期不明土坑

に 遺構名 平面形 断面形 開口部径 深   さ 時  期 備 考

1 RD35 /Jヽ半町形 逆台形 3m× 1.8m 30-35cm 近世以降 ? M19,V層
RD38 円形 逆台形 約lm 80cm 近世以降 ? G15

RD42 円形 筒状 60cm 70cm 近世以降 ? RAl19を 切る

RD43 円形 逆台形 70cm 10cm 近世以降 ? 底面に焼土

5 RD46 円形 筒状 約lm 1.3rn 近世以降 ?

RD50 円形 筒状 70cm 70cm 近世以降 ?
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土器観察表 単位 :cm  *:破 損品の寸法

図版No 写真No 出土地 層位 器 種 時   期 器  高 口 径 最大径 底  径 胎土混入物 備  考

43-1 83-1 RAl 0 床 深鉢 縄文中期

43-2 83-2 RAl10 埋 深鉢 縄文中期

43-3 83-3 RAl 0 埋 深鉢 縄文中期

43-4 83-4 RAl 0 埋 深鉢 縄文中期

43-5 83-5 RAl10 埋 深 鉢 縄文中期

43-6 83-6 RAl 1 床 深鉢 縄文前期 センイ

43-12 83-12 RAlll 埋 円盤状 縄文前期 センイ

43-± 3 83-13 RA 1 埋 深鉢 縄文中期

43-14 83-14 RA 1 埋 深鉢 縄文中期

43-15 83-15 RA 1 埋 深 鉢 縄文中期

43-16 83-16 RA 1 埋 深鉢 縄文前期 センイ

43-17 83-17 RAlll 埋 深鉢 縄文中期

43-18 83-18 RA l 埋 深鉢 縄文中期

43-19 83-19 RA l 埋 深鉢 縄文中期

43-20 83-20 RAlll 埋 深 鉢 縄文中期

43-21 83-21 RA 1 埋 深鉢 縄文前期 センイ

43-22 83-22 RA 1 埋 深鉢 縄文中期

43-23 83-23 RA l 埋 深鉢 縄文中期

46-1 84-13 RA 2 埋 深鉢 縄文前期 センイ

46-2 84-14 RA 2 埋 深 鉢 縄文前期 センイ

46-3 34-15 RA 2 埋 深鉢 縄文中期

46-4 84-16 RA 2 埋 深鉢 縄文中期

46-5 84-17 RA 2 埋 深鉢 縄文中期

46-6 84-18 R△ 2 埋 深鉢 縄文中期

46-8 84-20 RA 3 埋設 深鉢 縄文中期 39.9 *246 粗砂・シャモット

46-9 84-21 RA 床 深鉢 縄文中期 *19.5 *162 *81 粗砂・シャモット

46-10 84-22 RA 床 深鉢 縄文中期 *57 粗砂 。シャモット

46-11 84-23 RA 埋 深鉢 縄文中期

46-12 84-24 RA 3 埋 深鉢 縄文中期

46-13 84-25 RA 3 埋 深鉢 縄文中期

46-14 84-26 RA 3 埋 深鉢 縄文前期 センイ

47-1 85-1 RA 4 埋 深鉢 縄文前期 センイ

47-2 85-2 RA 4 埋 深鉢 縄文中期

47-3 85-3 RA 4 埋 深鉢 縄文中期

47-4 85-4 RA 4 埋 深鉢 縄文中期

49-1 85-5 RAl15 埋 深 鉢 縄文中期 *324 *3と 5 *368 金雲母

49-2 85-6 RA 5 埋 深鉢 縄文中期 *377 *40 *40 粗砂・シャモット

49-3 85-7 RAl15 埋 深鉢 縄文中期 *585 *30 *30 粗砂

49-4 85-8 RAl15 埋 深鉢 縄文中期 *258 *207 *228 粗砂 。シャモット

49-5 85-9 RAl15 埋 深鉢 縄文中期 *117 *124 *16 粗砂・シャモット

49-6 85-10 RAl15 埋 深鉢 縄文中期 *9 *143 14,8 細砂・シャモット

49-7 85-11 RA115 埋 深鉢 縄文中期 *34 *16 *16 細砂・シャモット

49-8 85-12 RAl15 埋 深鉢 縄文中期

50-1 85-13 RAl15 埋 深鉢 縄文中期 *167 153 *178 細砂

50-2 85-14 RAl15 埋 深鉢 縄文中期 *114 *119 *142 粗砂・シャモット

50-3 85-15 RAl15 埋 深鉢 縄文中期 *179 *177 *177 細砂・シャモット

50-4 85-16 RAl15 埋 深鉢 縄文中期 *98 *12 *12 細砂・シャモット

50-5 85-17 RAl15 埋 深鉢 縄文中期 *272 *20 *2■ 8 粗砂・金雲母

50-6 85-18 RAl15 埋 深鉢 縄文中期 *33 *128 *9 細砂・シャモット

50-7 85-19 RAl15 埋 深鉢 縄文中期 *97 *118 *68 粗砂・シャモッ ト

50-8 85-20 RAl15 埋 深鉢 縄文中期 *16 *17.4 *18 粗砂・シャモット

50-9 85-21 RAl15 埋 深鉢 縄文中期 *202 *20.8 *22.4 粗砂 ,金雲母

50-10 85-22 RAl15 埋 深鉢 縄文中期 *185 *20 *21 粗砂・シャモット

50-11 86-1 RAl15 埋 深鉢 縄文中期 *49 *108 粗砂 。シャモット
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図版血 写真No 出土地 層位 器  種 時  期 器  高 口 径 最大径 底  径 胎土混入物 備  考
50-12 86-2 RA 5 埋 深鉢 縄文中期 *38 *13 粗砂・シャモット

50-13 86-3 RA 埋 深 鉢 縄文中期 *9 *208 *23 粗砂・シャモット

50-14 86-4 RA 埋 深鉢 縄文中期 *166 *22.2 *234 金雲母

50-15 86-5 RA 埋 深鉢 縄文中期 *52 *6 *44 細砂・シャモット
50-16 86-6 RA 5 埋 深鉢 縄文中期 *36 *8 *64 細砂・シャモット
51-1 86-7 RA 5 埋 深鉢 縄文中期 *324 *233 *256 細砂・シャモット

51-2 86-8 RA 埋 深 鉢 縄文中期 *95 *288 *258 粗砂・シャモット

51-3 86-9 RA 埋 深 鉢 縄文中期 *52 *44 細砂・シャモット
51-4 86-10 RA 5 埋 深鉢 縄文中期 *18 *26 *274 粗砂・シャモット

51-5 86-11 RA 5 埋 深鉢 縄文中期 *175 *262 *284 金雲母

51-6 86-12 RA 5 埋 深鉢 縄文中期 *33 *12 *96 粗砂・シャモット
51-7 86-13 RA 埋 深 鉢 縄文中期 *53 *12 細砂・シャモット

51-8 86-14 RA 埋 深 鉢 縄文中期 *6 *ll 粗砂・金雲母

51-9 86-15 RA 5 埋 深鉢 縄文中期 *49 *96 *52 細砂・シャモット
51- 86-16 RA 5 埋 深鉢 縄文中期 *112 *12 粗砂・シャモット
51- 1 86-17 RA 5 埋 深鉢 縄文中期 125 123 14 8 粗砂・シャモット

51- 2 86-18 RA 5 埋 深 鉢 縄文中期 *74 *144 *122 粗砂 シャモット
52- 86-19 RA 5 埋 深 鉢 縄文中期 *195 粗砂・シャモット

52-2 86-20 RA 5 埋 深鉢 縄文中期 *154 粗砂・シャモット

52-3 86-21 RA 5 埋 深鉢 縄文中期 *119 粗砂・金雲母

52-4 86-22 RA 5 埋 深鉢 縄文中期 *136 粗砂 。金雲母

52-5 86-23 RA 5 埋 深鉢 縄文中期 *78 粗砂・金雲母

52-6 87-1 RA 5 埋 深鉢 縄文中期 *68 粗砂・金雲母

52-7 87-2 RA 5 埋 深鉢 縄文中期 *76 細砂・シャモット

52-8 87-3 RA 5 埋 深鉢 縄文中期 *10 *276 *284 粗砂・シャモット

52-9 87-4 RA 5 埋 深鉢 縄文中期 *76 粗砂・シャモット

52- 87-5 RA 5 埋 深鉢 縄文中期 *63 金雲母

52- 1 87-6 RA 5 埋 深鉢 縄文中期 *67 粗砂・シャモット

52- 2 87-7 RA 5 埋 深鉢 縄文中期

52- 3 87-8 RA 5 埋 深鉢 縄文中期

52- 4 87-9 RA 5 埋 深鉢 縄文中期

52- 5 87-10 RA 5 埋 深鉢 縄文中期

53- 87-11 RA 5 埋 深 鉢 縄文中期

53-2 87-12 RA 5 埋 深 鉢 縄文中期

56-1 88-1 RA 7 埋 深鉢 縄文中期 *1■ 9 粗砂・シャモット 2・ 3と 同個体

56-2 88-2 RA 7 埋 深鉢 縄文中期 *114 粗砂・シャモット 1・ 3と 同個体

56-3 88-3 RA 7 埋 深鉢 縄文中期 *343 粗砂・シャモット 1,2と 同個体
56-4 88-4 RA 7 埋 深鉢 縄文中期 *295 *30 *36 金雲母

56-5 88-5 RA 7 埋 深 鉢 縄文中期 粗砂・シャモット

56-6 88-6 RA 7 埋 深鉢 縄文中期 細砂・シャモット

56-7 88-7 RA 7 埋 深鉢 縄文中期 金雲母

56-8 88-8 RA 7 埋 深鉢 縄文中期 細砂・シャモット

57-1 88-9 RA 7 埋 深鉢 縄文中期 *266 *274 *3■ 8 粗砂・金雲母

57-2 88-10 RA 7 炉 深 鉢 縄文中期 *21 *22 細砂・金雲母

57-3 88-11 RA 7 埋 深 鉢 縄文中期 *278 *278 粗砂・金雲母

57-4 88-12 RA 7 埋 深鉢 縄文中期 *205 *24 *27 粗砂・シャモット

57-5 88-13 RA 7 埋 深鉢 縄文中期 *198 *112 細砂・シャモット
57-6 88-14 RA 7 埋 深鉢 縄文中期 *38 *102 *6 細砂・シャモット

57-7 88-15 RA 7 埋 深鉢 縄文中期 *233 *264 *28 粗砂・シャモット

58-1 88-16 RA 7 埋 深鉢 縄文中期

58-2 88-17 RA 7 埋 深鉢 縄文前期 センイ

58-3 88-18 RA 7 埋 深鉢 縄文中期

58-4 88-19 RA 埋 深鉢 縄文中期

58-5 88-20 RA 7 埋 深鉢 縄文中期

58-6 88-2ユ RA 7 埋 深鉢 縄文中期
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58-9 89-1 RA 埋 鉢 縄文中期 *7 *19 *146 粗砂・シャモット

58- 0 89-2 RA 埋 深鉢 縄文前期 センイ

58- 89-3 R△ 埋 深 鉢 縄文前期 センイ

58- 2 89-4 RA 埋 深鉢 縄文中期

58- 3 89-5 RA 埋 深鉢 縄文中期

58- 4 89-6 RA 埋 深鉢 縄文中期

58- 5 89-7 RA 埋 深鉢 縄文中期

58- 6 89-8 RA 埋 深鉢 縄文中期

58- 7 89-9 RA 埋 深鉢 縄文中期

58- 8 89- RA 埋 深鉢 縄文中期

58- 9 89- R△ 埋 深鉢 縄文中期

59- 89- 4 RA 埋 郷 平安 ? *■9 粗砂 須恵器

59-2 89- 5 RA 埋 霊 平安 ? 細砂 須恵器

59-3 89- 6 RA 埋 深鉢 縄文中期

59-4 89- 7 RA 埋 深鉢 縄文中期

59-5 89- 8 RA 埋 深鉢 縄文中期

59-6 89-19 RA 埋 深鉢 縄文中期

59-7 89-20 RA 埋 深鉢 縄文中期

一 l 89-22 RA 床 深鉢 縄文中期 *338 *36.2 粗砂・金雲母

-2 89-23 RA 床 深鉢 縄文前期 センイ

-3 89-24 RA 床 深鉢 縄文前期 センイ

6 -4 89-25 RA 床 深鉢 縄文中期

6 -5 89-26 RA 埋 鉢 弥生 *22 *26.3 *28 粗砂・金雲母

6 -6 89-27 RA 埋 高台 弥生 *96 *30 *32.8 細砂・シャモット

6 -7 89-28 RA 埋 鉢 縄文中期 *10.3 細砂・シャモット

6 90-1 RA 埋 鉢 縄文中期 *177 細砂・シャモット

6 -9 90-2 RA 埋 不 奈 良 4.2 14.4 14.6 粗砂

62-1 90-3 RA 埋 深鉢 縄文前期 センイ

62-2 90-4 RA 埋 深鉢 縄文前期 センイ

62-3 90-5 RA 埋 深鉢 縄文前期 センイ

62-4 90-6 RA 埋 深鉢 縄文前期 センイ

62-5 90-7 R大 埋 深鉢 縄文中期

62-6 90-8 RA 埋 深鉢 縄文中期

62-7 90-9 RA 埋 深鉢 縄文中期

62-8 90-10 RA 埋 深鉢 縄文中期

62-9 90-11 RA 埋 深鉢 縄文中期

64-1 -1 RA 床 深鉢 縄文中期

64-2 -2 RA 床 深鉢 縄文中期

65-1 9 -3 RA 埋設 深鉢 縄文中期 426 253 粗砂・シャモット

65-2 9 -4 RA 埋 深鉢 縄文中期 *14 *15,2 *166 細砂・シャモット

65-3 9 -5 RA 埋 深鉢 縄文中期 *182 302 *32 細砂・シャモット

65-4 9 -6 RA 埋 深鉢 縄文前期 センイ

65-5 9 -7 RA 埋 深鉢 縄文中期

65-6 9 -3 RA 埋 深鉢 縄文中期

65-7 9 -9 RA 埋 深鉢 縄文前期

66-1 9 -16 RA 埋 深鉢 縄文前期 センイ

66-2 9 -17 RA 床 深鉢 縄文前期 センイ

66-3 9 -18 RA 床 深鉢 縄文前期 センイ

66-4 9 -19 RA 床 深鉢 縄文前期 センイ

67-1 9 -21 RA 埋 深鉢 縄文前期 センイ

67-2 91-22 RA 埋 深鉢 縄文前期 センイ

67-3 9 -23 RA 埋 深鉢 縄文中期

67-4 9 -24 RA 埋 深鉢 縄文中期

67-5 9 -25 RA 埋 深鉢 縄文前期

68-1 92-2 RA 24 埋 深鉢 縄文前期 センイ
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68-2 92-3 RA 24 埋 深鉢 縄文前期 センイ

68-3 92-4 RA 24 埋 深鉢 縄文前期 センイ

68-4 92-5 RA 24 埋 深鉢 縄文前期 センイ

68-5 92-6 RA 24 埋 深 鉢 縄文前期 センイ

68-6 92-7 RA 埋 深鉢 縄文前期 *7 *19 *14 粗砂・シャモット
68-7 92-8 RA 埋 深鉢 縄文前期 センイ
68-8 92-9 RA 埋 深鉢 縄文前期 センイ

69-1 92-10 RA 埋 深鉢 縄文前期 センイ

69-2 92-11 RA 埋 深鉢 縄文前期 センイ

69-3 92-12 RA 埋 深鉢 縄文前期 センイ

69-5 92-14 RA 床 深鉢 縄文前期 *77 *19 156 粗砂・シャモット
69-6 92-15 RA 埋 深鉢 縄文前期 センイ

69-7 92-16 RA 埋 深鉢 縄文前期 センイ

69-8 92-17 RA 埋 深 鉢 縄文前期 センイ

69- 92-19 RA 埋 深鉢 縄文前期 センイ

69- 1 92-20 RA 埋 深鉢 縄文前期 センイ

69- 2 92-21 RA 埋 深鉢 縄文前期 センイ

69- 92-22 RA 埋 深 鉢 縄文前期 センイ

69- 92-23 RA 埋 深鉢 縄文前期 センイ

69- 5 92-24 RA 埋 深鉢 縄文前期 センイ

69- 92-25 RA 埋 深鉢 縄文前期 センイ

69- 7 92-26 RA 埋 深鉢 縄文前期 センイ

69- 92-27 RA 埋 深鉢 縄文前期 センイ

70- 93-1 RA 埋 深 鉢 縄文前期 センイ

70-2 93-2 RA 埋 深鉢 縄文前期 センイ

70-3 93-3 RA 埋 深鉢 縄文前期 センイ

70-4 93-4 RA 埋 深鉢 縄文前期 センイ

70-5 93-5 RA 3 埋 深鉢 縄文前期 センイ

70-6 93-6 RA 3 埋 深鉢 縄文前期 センイ

70-7 93-7 RA 3 埋 深 鉢 縄文前期

70-8 93-8 RA 3 埋 深鉢 縄文中期

72-1 93-9 RE04 埋 深鉢 縄文中期 粗砂

72-2 93- RE04 埋 深鉢 縄文前期 センイ

72-3 98- 1 RE04 埋 深鉢 縄文前期 センイ

72-4 93- 2 RE04 埋 深鉢 縄文前期

72-5 93- 3 RE04 埋 深鉢 縄文中期

72-7 93- RD31 埋 深鉢 縄文前期 センイ
72-8 93- RD31 埋 深鉢 縄文前期 センイ

72-9 93- 7 RD31 埋 深鉢 縄文前期 センイ

72- 0 93- RD31 埋 深鉢 縄文前期 センイ

72- 1 93- RD31 底 深鉢 縄文前期 センイ

72- 93-20 RD33 埋 ? 深鉢 縄文中期

72- 93-21 RD33 埋 深鉢 縄文中期

72- 4 93-22 RD33 埋 ? 深鉢 縄文中期

72- 5 93-23 RD34 埋 ? 深 鉢 縄文前期 センイ

72- 6 93-24 RD34 埋 深 鉢 縄文前期 センイ

72- 7 94-1 RD34 埋 深鉢 縄文前期 センイ

72- 94-2 RD34 埋 深鉢 縄文前期 センイ
74- 94-3 RD36 埋 ? 深鉢 縄文中期

74-2 94-4 RD36 埋 ? 深鉢 縄文中期

74-3 94-5 RD36 埋 ? 深 鉢 縄文中期

74-4 94- RD37 埋 深鉢 縄文前期 センイ

74-5 94-7 RD37 埋 深鉢 縄文前期 センイ

74-6 94-8 RD37 埋 深鉢 縄文前期 センイ

74-7 94-9 RD37 埋 深鉢 縄文前期 センイ
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74-8 94-10 RD37 埋 深鉢 縄文前期

74-9 94-11 RD37 埋 深鉢 縄文前期

74-10 94-12 RD39 埋 深鉢 縄文前期 センイ

74-11 94-13 RD39 埋 深鉢 縄文前期 センイ

74-12 94-14 RD39 埋 深鉢 縄文前期

74-13 94-15 RD39 埋 深鉢 縄文前期

74-14 94-16 RD41 埋 深鉢 縄文前期 センイ

74-15 94-17 RD41 埋 深 鉢 縄文前期 セ ンイ

74-16 94-18 RD41 埋 深鉢 縄文前期

74-17 94-19 RD41 埋 深鉢 縄文前期

74-18 94-20 RD41 埋 深鉢 縄文前期

76-1 94-21 RD44 埋 深鉢 縄支前期 センイ

76-2 94-22 RD44 埋 深鉢 縄文中期

76-3 94-23 RD44 埋 深鉢 縄文中期

76-4 94-24 RD48 埋 深鉢 縄文中期

76-5 94-25 RD48 埋 深鉢 縄文中期

76-6 95-1 RD48 埋 深鉢 縄文中期

76-7 95-2 RD48 埋 深鉢 縄文中期

76-8 95-3 RD48 埋 深 鉢 縄文中期

76-9 95-4 RD48 埋 深鉢 縄文中期

76- 0 95-5 RD49 埋 ? 深鉢 縄文前期 センイ

76- l 95-6 RD49 埋 ? 深鉢 縄文前期 センイ

76- 2 95-7 RD49 埋 ? 深鉢 縄文前期 センイ

76- 3 95-8 RD49 埋 ? 深 鉢 縄文前期 センイ

76- 4 95-9 RD49 埋 ? 深鉢 縄文前期

76- 5 95- 0 RD49 埋 ? 深鉢 縄文前期

6 95-11 RD51 埋 深鉢 縄文前期 センイ

76- 7 95- 2 RD51 埋 深鉢 縄文前期 センイ

76- 8 95- 3 RD51 埋 深鉢 縄文前期 センイ

76- 9 95- RD51 埋 深鉢 縄文前期 センイ

RF10 埋 ? 深鉢 縄文前期 センイ

77-2 95-16 RF10 埋 ? 深鉢 縄文前期 センイ

77-3 95- 7 RF10 埋 ? 深鉢 縄文前期 センイ

77-4 95-18 RZ19 埋 深鉢 縄文前期 センイ

77-5 95- 9 RZ19 理 深鉢 縄文前期 センイ

77-6 95-20 RZ19 埋 深鉢 縄文中期

77-7 95-21 RZ19 埋 深鉢 縄文中期

79-1 95-22 RA5 3 床 甕 奈良 *115 124 金雲母

79-2 95-23 R△5 3 床 甕 奈 良 *10 金雲母

79-8 96-4 RA5 3 埋 甕 奈良 金雲母

79-9 96-5 RA5 3 埋 深鉢 縄文前期 センイ

79-10 96-6 RA5 3 埋 深鉢 縄文前期 センイ

79-11 96-7 RA5 3 埋 深鉢 弥生

79-12 96-8 RA5 3 埋 深鉢 弥生

81-1 96-10 RA5 4 床 一霊 古代 須恵器

81-2 96-11 RA5 4 哩 大甕 ? 古 代 須恵器

81-3 96-12 RA514 埋 大甕 ? 古代 須恵器

82-1 96-19 RA5 5 床 深鉢 縄文前翔 センイ

82-2 96-20 RA515 床 深鉢 縄文前期 センイ

82-3 96-21 RA5 5 埋 鉢 弥生

82-4 96-22 RA5 5 貼 床 深鉢 縄文中期

82-5 96-23 RA5 5 埋 鉢 弥 生

82-7 97-1 RA516 埋 ? 鉢 縄文中期

82-8 97-2 RA5 6 埋 ? 鉢 縄文中期

82-9 97-3 RA5 6 埋 ? 鉢 縄文中期
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82-10 97-4 RA5 6 埋 ? 鉢 縄文中期

84-1 97-5 RA5 7 埋 士霊 奈良 235 167 288 粗砂・シャモット

84-2 97-6 RA5 7 埋 郭 奈良 金雲母 内 黒

84-3 97-7 RA5 7 埋 深鉢 縄文前期 センイ

84-4 97-8 RA5 7 埋 深鉢 縄文前期 センイ

84-5 97-9 RA5 7 埋 深 鉢 縄文前期 センイ

84-6 97- RA5 7 埋 深 鉢 縄文前期 センイ

84-7 97- 1 RA5 7 埋 深 鉢 縄文中期

87-1 97- 2 RA5 炉 甕 奈良 *128 *143 *75 粗砂
87-2 97- RA5 床 甕 奈 良 *35 *10 *76 粗砂
87-3 97- RA5 床 甕 奈 良 301 18.3 粗砂

87-4 97- RA5 床 小型甕 奈 良 12 粗砂

87-5 97- RA5 床 霊 奈 良 *205 13.4 綱砂

87-6 97- 7 RA5 床 邪 奈 良 52 13.6 シャモット 丸底風

87-7 97- RA5 床 邪 奈 良 43 154 15,4 シャモット 丸底風

87-8 97- RA5 床 郷 奈 良 52 166 シャモット 丸底風

87-9 97-20 RA5 床 邦 奈 良 15 シャモット 丸底風

88-1 98-1 RA5 埋 甕 奈 良 *293 粗砂 頸部有段

88-2 98-2 RA5 埋 甕 奈良 *63 *20 *20 粗砂 頸部有段

88-3 98-3 RA5 床 甕 奈良 112 粗砂 頸郡有段

88-4 98-4 RA5 埋 甕 奈良 *15 *20 *20 粗砂 頸部有段

88-5 98-5 RA5 埋 甕 奈良 *19 193 粗砂 頸部有段

88-6 98-6 RA5 床 甕 奈良 *6 *12 粗砂 底郡木棄痕

88-7 98-7 RA5 埋 甕 奈良 *9 *14 *82 細砂 底郡木棄痕

88-8 98-8 RA5 炉 甕 奈良 *75 *13.6 *9 粗砂

88-9 98-9 RA5 埋 17N 奈良 48 122 12.2 シャモット 丸底風

88-10 98- 0 RA5 埋 杯 奈良 *47 * *16.2 シャモット 丸底風

89-1 98- l RA5 埋 深鉢 縄文前期 センイ

89-2 98- 2 RA5 埋 深鉢 縄文前期 センイ

89-3 98- 3 RA5 埋 深鉢 縄文前期 センイ

89-4 98- 4 RA5 埋 深鉢 縄文前期 センイ

89-5 98- 5 RA5 埋 深鉢 縄文前期 センイ

9 -1 99- RA5 埋下 甕 平安 金雲母

9 -2 99-2 RA5 埋 甕 平安

9 -3 99-3 RA5 埋 餐 平安

9 -4 99-4 RA5 埋 甕 平安

9 -5 99-5 R△5 埋 甕 平安

-6 99-6 RA5 カマド 深鉢 縄文中期

-7 99-7 RA5 埋 深鉢 縄文中期

-8 99-8 RA5 埋 深鉢 縄文中期

9 -9 99-9 RA5 床 望 平 安 須恵器

92-1 99-10 RA520 埋 邪 奈 良 4 12.3 シャモット 内 黒

92-2 99-11 RA520 埋 深鉢 縄文前期 センイ

92-3 99-12 RA520 カマド 深鉢 縄文中期

92-4 99-13 RA520 埋 深鉢 縄文前期

92-5 99-14 RA520 埋 深鉢 縄文中期

92-6 99-15 RA520 埋 深鉢 縄文中期

92-7 99-16 RA520 埋 深鉢 縄文中期

94-1 99-17 RA521 床 甕 平安 267 233 233 シャモット

95-1 99-20 RA521 甕 平安 232 232 細砂

95-2 99-21 RA521 カマド 甕 平安

95-3 100-1 RA521 甕 平安 276 191 シャモット

95-4 100-2 RA521 埋 甕 奈良 ? 112 シャモット

95-5 100-3 RA521 カマド 甕 平安 *25 *19 *85 細礫
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95-6 100-4 RA52 カマド 甕 奈良 ?

95-7 100-5 RA52 カマド 甕 奈良 ?

95-3 100-6 RA52 カマド イ 奈良 ? *53 *13 *13 *88 粗砂
95-9 100-7 RA52 埋 鉢 平安 144 *2■ 8 *2■ 8 *88 細礫 須恵器

96-1 100-8 RA52 埋 甕 平安

96-2 100-9 RA52 カマド 卜鉢 平安

96-3 00- RA52 カマド 小鉢 平安 *16 *19 粗 砂

96-4 00- RA52 埋 鉢 奈良 ? 121 *30 *1■8 /1ヽ礫

96-5 00- 2 RA52 埋 郷 平安 *44 142 142 シャモット

96-6 00- 3 RA52 埋 鉢 平安 細砂 須恵器

96-7 00- 4 RA52 埋 邦 平安 *15 シャモット 須恵器

96-8 00- 5 RA52 埋 一堕 平安 *23 7 細 砂 須恵器

96-9 00- 6 RA52 カマド 鉢 平安 132 小撰

96-10 00- 7 RA52 埋 深鉢 縄文前期 センイ

96-11 00- 8 RA52 埋 深 鉢 縄文前期 センイ

96-12 00- 9 RA52 埋 深鉢 縄文前期 センイ

96-13 100-20 RA52 埋 深鉢 縄文前期

96-14 100-21 RA52 埋 深鉢 縄文前期

97-1 0 -1 RA52 埋 深鉢 縄文前期 センイ

97-2 0 -2 RA52 埋 深鉢 縄文中期

97-3 0 -3 RA52 埋 深鉢 縄文前期

97-4 0 -4 RA52 埋 大甕 古代 須恵器

97-5 0 -5 RA52 埋 大甕 古代 須恵器

97-6 0 -6 RA52 埋 大甕 古代 須恵器

99-ユ 0 6 RA522 埋 甕 奈良 *17 細砂

99-2 7 RA522 埋 甕 奈良 *57 *114 細砂

99-3 8 RA522 埋 甕 奈良 *125 細砂

99-4 9 RA522 埋 甕 奈良 *11 *16 細砂

99-5 -20 RE05 埋 甕 奈良 174 粗砂

99-6 -21 RE05 埋 甕 奈良 *43 *14 *14 細砂

99-7 -22 RE05 埋 高邦 弥生 ?

99-8 -23 RE05 埋 甕 古代 須恵器

99-9 -24 RE05 埋 深鉢 縄文前期 センイ

99- 0 -25 RE05 埋 深鉢 縄文中期

99- 1 101-26 RE05 埋 深鉢 縄文中期

99- 102-1 RE05 埋 深鉢 縄文中期

99- 3 102-2 RE05 貼床 深鉢 縄文中期

99- 4 102-3 RE05 埋 深鉢 縄文中期

99- 5 102-4 RE05 貼床 添鉢 縄文中期

99- 6 102-5 RE05 貼床 深鉢 縄文中期

99- 7 102-6 RE05 貼床 深鉢 縄文中期

99- 8 102-7 RE05 埋 大甕 古代 須恵器

100-1 102-13 RD32 埋 深鉢 縄文前期 センイ

100-2 102-14 RD32 埋 深鉢 縄文中期

100-3 102-15 RD32 埋 深鉢 縄文中期

100-4 102-16 RD32 埋 深 鉢 縄文中期

100-7 102-19 RD40 埋 深 鉢 縄文中期

-1 102-20 RD35 埋 ? 深鉢 縄文前期 センイ

-2 102-21 RD35 埋 ? 深鉢 縄文中期

-3 102-22 RD35 埋 ? 深鉢 縄文中期

-4 102-23 RD42 埋 深鉢 縄文中期

-5 102-24 RD42 埋 深鉢 縄文中期

-6 102-25 RD42 埋 深鉢 縄文中期

102-1 102-26 RD46 埋 深鉢 縄文中期

102-2 102-27 RD46 埋 甕 古代
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102-3 102-28 RD46 埋 甕 古代

102-4 102-29 RD46 埋 深 鉢 縄文中期

102-5 102-30 RD46 埋 甕 古代 須恵器

103-1 103-1 L21 Ⅱ 深鉢 縄文前期 *26 センイ 尖底

103-2 103-2 L21 深鉢 縄文前期 *27 センイ 尖底

103-3 103-3 L21 Ⅱ 深鉢 縄文前期 *2.8 センイ 尖底

103-4 孔03-4 表採 深鉢 縄文前期 *4.2 センイ 尖底

103-5 103-5 表採 深鉢 縄文前期 *25 センイ 尖底

103-6 103-6 M21 Ⅱ 深鉢 縄文前期 *38 センイ 尖底

103-7 103-7 N22 深鉢 縄文前期 *25 センイ 尖底

103-8 103-8 P20 深鉢 縄文前期 *43 センイ 尖底

103-9 103-9 Q12 深 鉢 縄文前期 *26 センイ 尖底

03- 0 103- P22 深鉢 縄文前期 *4 センイ 尖底

03- l 103- 1 P22 深鉢 縄文前期 *262 *32 *32 センイ

03- 2 103- P22 深鉢 縄文前期 *199 *28 *28 センイ

03- 3 103- 3 N22 深 鉢 縄文前期 *209 *30 *30 センイ

03- 4 103- 4 Q24 I 深鉢 縄文前期 センイ

03- 5 103- 5 Q22 深鉢 縄文前期 ? *116 *99 *99 センイ

103- 6 103- Q12 深鉢 縄文前期 センイ

03- 7 103- 7 L21 深鉢 縄文前期 センイ

03- 103- 8 G10 深 鉢 縄文前期 センイ

04- 103- 9 H17 深鉢 縄文前期 *169 *194 *194 金雲母

104-2 103-20 1ヽ19 深鉢 縄文前期 *162 *18 *18 センイ

104-3 103-21 Ⅱ 深鉢 縄文前期 *78 *30 *30 センイ

104-4 103-22 H17 Ⅱ 深鉢 縄文前期 センイ

104-5 103-23 G14 深鉢 縄文前期 センイ

104-6 103-24 022 Ⅱ 深 鉢 縄文前期 センイ

104-7 103-25 022 Ⅱ 深鉢 縄文前期 センイ

104-8 104-1 M22 Ⅱ 深鉢 縄文前期 センイ

104-9 104-2 H13 Ⅱ 深鉢 縄文前期 センイ

104- 104-3 M19 深鉢 縄文前期 センイ

104- 1 104-4 Q22 Il 深鉢 縄文前期 センイ

104- 2 104-5 ll 深鉢 縄文前期 センイ

104- 3 104-6 [13 圧 深鉢 縄文前期 センイ

104- 104-7 」14 I 深鉢 縄文前期 センイ

104- 5 104-8 T10 Ⅱ 深鉢 縄文前期 センイ

104- 104-9 114 深 鉢 縄文前期 センイ

104- 7 104-10 J14 I 深鉢 縄文前期 センイ

105- 104-11 022 Ⅱ 深鉢 縄文前期 *23 *324 *324 センイ

105-2 104-12 022 Ⅱ 深鉢 縄文前期 *168 *26 *26 センイ

105-3 104-13 P22 Ⅱ 深鉢 縄文前期 *115 *316 *31.6 センイ

105-4 104-14 卜122 Ⅱ 深鉢 縄文前期 粗砂・シャモット

105-5 104-15 Ⅱ 深鉢 縄文中期 *189 *22 *23.8 粗砂・シャモット

105-6 104-16 H16 Ⅱ 深鉢 縄文中期 *9,1 *214 *232 粗砂・シャモット

105-7 104-17 H16 Ⅱ 深鉢 縄文前期 センイ

105-8 104-18 H15 Ⅱ 深鉢 縄文中期

105-9 105-1 018 深鉢 縄文中期

105-10 105-2 022 Ⅱ 深鉢 縄文中期

105-11 105-3 H17 Ⅱ 深鉢 縄文中期

106-1 105-4 H16 Ⅱ 深鉢 縄文中期

106-2 105-5 H12 Ⅱ 深鉢 縄文中期

106-3 105-6 M15 Ⅱ 深鉢 縄文中期

106-4 105-7 111 深 鉢 縄文中期

106-5 105-8 Ⅱ 深 鉢 縄文中期

106-6 105-9 P18 深鉢 縄文中期
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図版No 写真配 出土地 層位 器  種 日寺 期 器  高 口 径 最大径 底 径 胎土混入物 備  考
06-7 05- 0 深鎌 縄文中期

06-8 05- H16 I 深鉢 縄文中期

06-9 05- 2 G14 深鉢 縄文中期

06-10 05- 3 S15 Ⅱ 深鉢 縄文中期

06-11 05- 4 卜122 Ш 深鉢 縄文中期

06-12 05- 5 Gll 深鉢 縄文中期

06-13 05- 6 Fll Ⅱ 深鉢 縄文中期 *9,7 *182 *20 粗砂・シャモット

06-14 05- 7 021 鉢 縄文中期 *239 *26 *26 粗砂・シャモット

06-15 05- 8 鉢 縄文中期 *195 *204 *94 粗砂・シャモット
07-1 06- Q22 鉢 縄文前期 *295 *32.4 センイ

07-2 06-2 H5 鉢 縄文晩期 *126 *146 *14.6 粗砂・シャモット

07-3 06-3 」25 鉢 縄文晩期 *27 *346 粗砂・シャモット

07-4 06-4 R21 鉢 縄文晩期

07-5 06-5 N19 高邦 縄文晩期

07-6 06-6 E19 高杯 縄文晩期

07-7 06-7 K14 高rTh 縄文晩期

07-8 06-8 Q22 高lTh 縄文晩期

07-9 06-9 L17 高邦 縄文晩期

07-10 06-10 T15 高不 縄文晩期

08-1 06-11 P22 深鉢 弥生 *23 *234 *234 粗砂・シャモット

08-2 06-12 ? 深 鉢 弥生 *247 *18 粗砂・シャモット

08-3 06-13 P23 Ⅱ 深 鉢 弥生 *89 *224 金雲母

08-4 07-1 L17 Ⅲ 笙 弥生 *195 *20 *94 粗砂・ ンャモット
08-5 07-2 018 深鉢 弥生 *146 粗砂・シャモット

08-6 07-3 H15 Ⅱ 深鉢 弥生 *11 *15,8 18.5 粗砂・シャモット

08-7 07-4 T15 高邦 弥生 *58 *213 *2■3 粗砂・シャモット

08-8 07-5 Q22 Ш 高邦 弥生

08-9 07-6 P22 Ⅱ 高rTN 弥生

09-1 07-7 P22 Ⅱ 高邦 弥生

09-2 07-8 T15 高年 弥生

09-3 07-9 Q23 Ⅱ 高郭 弥生

09-4 07- 0 P22 Ⅱ 高不 弥生

09-5 07- l Ⅱ 甕 奈良 *75 202 20.2 細 撰

09-6 07- 2 T16 甕 奈良 ? *175 *19 細砂

09-7 07- 3 Ⅲ /1ヽ鉢 奈良 ? *112 *112 細楔

09-8 07- 4 Ⅱ 甕 奈良 ? *158 195 細礫

09-9 07- 5 T16 甕 奈良 ? *72 細礫

09-10 07- 6 甕 平安 *56 8 細礫

09-11 07- 7 」15 Ш 甕 平安 *73 *84 細礫
09-12 07- 8 G21 I 邦 奈良 *44 143 143 細砂 丸底

09-13 07- 9 Ⅱ 不 古代 *64 細砂 須恵器

09-14 07-20 [17 Ⅱ 年 古代 *35 *104 *73 金雲母 須恵器

鉄製品一覧表 単位 :cm・ g

No 図 版 写真図版 器 種 出土地 層位 長  さ 幅 厚  さ 重 量 備 考

X 79-3 95-24 板状 RA513 床 112 46 2491

2 8 -6 96-15 棒状 RA514 埋土 166 15 868

3 8 -7 96-16 棒状 RA514 埋土 117 2 227

4 8 -8 96-17 釘 RA514 埋土 1 113

5 8 9 96-18 板 状 RA514 埋 土 71 54.6 鋳物片

6 0 97-21 鉄 鍋 RA518 床 117 745 底径24、 高さ43
7 87- 1 97-22 刀子 RA518 埋 十 12 7 8と 同一個体

8 87- 2 97-23 刀子 RA518 床 127 04 142 7と 同一個答

9 90- 0 99-10 板状 RA519 柱六
97-7 101-7 紡錘車 RA521 埋土 44 07 247

97-8 101-8 紡錘車 RA521 埋 土 7,7

109-15 107-21 鉄鏃 ? K17 Ⅱ Ⅲ

109-16 107-22 刀子 �【13 H 17 04

109-17 107-23 板 状 H17 Ⅱ 3 鋳物片
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石器一覧表 単位 i cm、  g  *:破 損品

図版に 写真睫 出土地 層位 器  種 完形 長  さ 幅 厚  さ 重 量 石 質 産 出 地 備 考

44-2 84-2 RAl 埋 石鏃 ○ 1.2 粘板岩 北上山地・古生界

44-1 84-1 RAl 埋 石 鏃 ○ 2 粘板岩 北上山地,古生界

43-7 83-7 RAl 床 石鏃 O 1,7 11 粘板岩 北上山地・古生界

43-8 83-8 RAl 床 石鏃 × *34 1,7 粘板岩 北上山地・古生界

43-10 83-10 RAl 床 石匙 ○ 46 l チャート質細粒罷灰岩 北上山地・中生界

44-5 84-5 RAl 埋 石 匙 ○ 13.6 粘板岩 北上山地・古生界

43-9 83-9 RAl 床 石匙 ○ 粘板岩 北上山地・古生界

44-3 84-3 RAl 埋 石箆 ○ 粘板岩 北上山地・古生界

44-8 84-8 RAl 埋 磨石 ○ 4.7 輝石安山岩 宮古以北・白亜系

44-10 84-10 RAl 埋 磨石 ○ 97 83 輝石安山岩 宮古以北・白亜系

44-9 84-9 RAユ 埋 磨石 ○ 34 630 花筒閃緑岩 三陸地方・白亜系

44-11 84-11 RAユ 埋 磨石 × 118 *51 *1240 花蘭閃緑岩 三陸地方・自亜系

44-12 84-12 RAl 埋 磨石 ○ 115 1380 輝石安山岩 宮古以北・白亜系

44-6 84-6 RAl 埋 磨製石斧 × *72 *260 花闇閃緑岩 三陸地方,自亜系

44-7 84-7 RAl 埋 磨製石斧 × *35 5.4 *■2 *38 細粒凝灰岩 三陸地方・白亜系

43-11 83-11 RAl 床 映‖犬耳飾 *34 *15 0.4 *24 滑 石 宮守・古生界

46-7 84-19 RAl 2 埋 磨石 × *77 *86 *4,3 *390 輝石安山岩 宮古以北・白亜系

46-15 84-27 RAl 3 ? 磨 石 × *6.3 *71 *47 *320 花闇閃緑岩 三陸地方・白亜系

53-3 87- 3 RAl 5 埋 石鏃 ○ 1,7 チャート質泥岩 北上山地・中生界

53-4 87- 4 RAl 5 埋 石鏃 O 7 l 粘板岩 北上山地・古生界

53-5 87- 5 RAl 5 埋 石鏃 × *19 0.4 *08 チャート質泥岩 北上山地,中生界
53-6 87- 6 RAl 5 埋 石 鏃 ○ 0.5 1.4 チャート 北上山地・中生界 アスファルト付着

53-8 87- RAl 5 埋 石匙 ○ 3.8 粘板岩 北上山地・古生界

53-9 87- RAl 5 埋 石匙 × *32 *5.5 *0.6 *39 チャート賢柵粒凝灰岩 北上山地・中生界
53-12 87-22 RAl 5 埋 石箆 ○ 38 チャート質細粒罷灰岩 北上山地・中生界

53-10 87-20 R△ 1 5 埋 削掻器 ○ 43 6.4 凝灰質泥岩 北上山地・中生界

53-7 87-17 RAl 5 埋 削掻器 ○ 4,2 粘板岩 北上山地・古生界

53-11 87-2ユ RAl 5 埋 楔形石器 ○ 2.3 54 チャート質粘板岩 北上山地,古生界

54-5 87-3ユ RAl 5 ? 磨石 × *56 *6.1 *250 凝灰質硬砂岩 北上山地,古生界

54-3 87-29 RAl 5 ? 磨石 × *45 *62 *4.6 * 140 輝石安山岩 宮古以北・白亜系

53-15 87-25 RAユ 5 埋 磨石 ○ 4 花開閃緑岩 三陸地方・白亜系

54-4 87-30 RAl 5 9 磨石 × *4.6 *67 *35 *140 花筒閃緑岩 三陸地方,自亜系

53-16 87-26 RAl 5 埋 磨石 ○ 46 3 花南閃緑岩 三陸地方'自亜系

54-2 87-28 RAl 5 埋 磨石 ○ 840 花蘭閃緑岩 三陸地方,自亜系

54-ユ 87-27 RAl 5 埋 凹 石 ○ 花南閃緑岩 三睦地方・自亜系

53-14 87-24 RAl15 埋 磨製石斧 × 5 *■7 *60 砂岩 三陸海片・白亜系 接合■27

53-13 87-23 RAl 5 ? 垂飾品 × *92 *7.4 *225 軽石 海流浮流物・第四系

RAl 6 埋 石鏃 ○ 0.5 2 粘板岩 北上山地・古生界 96年

RAl 6 埋 石鏃 ○ 14 04 チャート質細粒凝灰岩 北上山地・中生界 96年

RAl 6 埋 石鏃 ○ 17 粘板岩 北上山地・古生界 96年

RAl 6 埋 石鏃 ○ 粘板岩 北上山地・古生界 96年

RAl 6 埋 石鏃 ○ チャート質泥岩 北上山地・中生界 96年

RAl 6 埋 石鏃 ○ 05 粘板岩 北上山地・古生界 96年

RAl 埋 百鏃 ○ 04 凝灰質泥岩 北上山地・中生界 96年

RA 6 埋 石鏃 ○ 2 04 チャート質細粒凝灰岩 北上山地,中生界 96年

RA 6 埋 石鏃 × *23 04 *34 チャート質泥岩 北上山地・中生界 96年

RA 埋 石鏃 × 17 *19 凝灰質泥岩 北上山地,中生界 96年

RA 埋 石鏃 ○ *2.1 04 l 凝灰質泥岩 北上山地・中生界 96年

RA 埋 石匙 ○ 粘板岩 北上山地・古生界 96年

RA 埋 石匙 ○ 5 粘板岩 北上山地・古生界 96年

RA 埋 石匙 ○ 5 チャート質泥岩 北上山地・中生界 96年

RA 埋 石匙 × 5 *7.4 チャート質細粒凝灰岩 北上山地・中生界 96年

RA 埋 石匙 × 4 *51 チャート質細粒凝灰岩 北上山地・中生界 96年

RA 埋 石匙 ○ 粘板岩 北上山地・古生界 96年
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図版 No 写真No 出土地 層位 器 種 完形 長  さ 幅 厚  さ 重 量 石 質 産 出 地 備  考

RA 埋 石匙 × 4 チャート質粘板岩 北上山地・古生界 96年

RA 埋 石 匙 ○ 45 1 14 チャート質細粒罷灰岩 北上山地・中生界 96年

RA 埋 削掻器 × *18 チャート質細粒擬灰岩 北上山地,中生界
RA 埋 削掻器 ○ 3 4.5 粘板岩 北上山地・古生界 96年

RA 埋 削掻器 ○ 粘板岩 北上山地・古生界 96年

RA 埋 削掻器 ○ 23 粘板岩 北上山地・古生界 96年

RA 埋 磨石・凹石 ○ 126 1030 花蘭閃緑岩 三陸地方・白亜系 96年

RA 埋 磨石 ○ 42 280 花筒閃緑岩 三陸地方,自亜系 96年

RA 6 埋 磨石敲打石 × 37 *69 *440 花蘭閃緑岩 三陸地方.白亜系 96年

RA 6 埋 磨石 ○ 凝灰角礫岩 北上山地・中生界 96年

RA 6 埋 磨製石斧 × *6.7 22 *60 細粒凝灰岩 三陸地方・白亜系 96年

RA 6 埋 磨製石斧 × *59 *3.9 *11 *366 細粒凝灰岩 三陸地方・白亜系 96年

RA 6 埋 石剣 × *266 *262 緑色凝灰岩 三陸地域'自亜系 96年

58-8 88-23 RA 7 埋 石鏃 ○ 粘板岩 北上山地・古生界

58-7 38-22 RA 7 埋 磨石 ○ *820 花筒閃緑岩 三睦地方・白亜系

RA 7 埋 磨製石斧 × 接合・1169

59-8 89-21 RA 8 Ⅱ 石鏃 ○ 9 04 粘板岩 北上山地・古生界

62-10 90- 2 RA 9 ? 石 鏃 ○ 0.5 凝灰質泥岩 北上山地・中生界

62-11 90- 3 RA 9 埋 石鏃 ○ 9 0.4 粘板岩 北上山地・古生界

62-15 90- 7 RA 9 埋 石鏃 ○ 凝灰質泥岩 北上山地・中生界

62-12 90- 4 RA 9 埋 石鏃 × *25 04 *■2 粘板岩 北上山地・古生界

62-22 90-24 RA 9 埋 石匙 ○ 47 チャート質粘板岩 北上山地・古生界

62-13 90-15 RA 9 埋 石鏃 × *23 0.4 *11 粘板岩 北上山地・古生界

62-14 90-16 RA 9 埋 石鏃 × *03 *0,3 チャート質泥岩 北上山地・中生界
62-23 90-25 RA 9 埋 尖頭器 ○ 3 チャート質粘板岩 北上山地・古生界

62-17 90-19 RA 埋 石匙 ○ 4 l 112 粘板岩 北上山地・古生界

62-19 90-2ユ RAl19 埋 石匙 × *51 *119 チャート質粘板岩 北上山地・古生界
62-21 90-23 RA 埋 石 匙 × *43 *2.6 *1 *92 凝灰質泥岩 北上山地,中生界

62-18 90-20 RA 埋 石匙 ○ 42 64 チャート質粘板岩 北上山地・古生界

62-20 90-22 RA 埋 石匙 ○ 46 32 チャート質粘板岩 北上山地・古生界

62-16 90-18 RA 埋 削掻器 ○ 41 1 チャート質泥岩 北上山地。中生界

RA 埋 石核 ○ 欠番

62-24 90-26 RA 埋 石核 ○ 7 55 240 チャート質粘板岩 北上山地,古生界

63-4 90-30 RA 埋 磨石 × *7 4.6 *400 花筒閃緑岩 三陸地方,自亜系

63-5 90-31 RA 埋 磨石 × *65 4.4 *380 輝石安山岩 宮古以北・自亜系

63-3 90-28 RA 埋 磨石 O 141 8 1180 花闇閃緑岩 三陸地方・白亜系

63-7 90-33 RA 埋 磨石 ○ 14.5 1780 花南閃緑岩 三陸地方・白亜系

63-1 90-27 RA 埋 磨石 (面 ) ○ 花筒閃緑岩 三陸地方・自亜系

63-2 90-29 RA 埋 磨石 (面 ) ○ 14 44 940 花筒閃緑岩 三陸地方・白亜系

63-6 90-32 RA 埋 磨石 ○ 880 花南閃緑岩 三陸地方,自亜系

65-9 9 -11 RA 埋 石鏃 ○ 3 粘板岩 北上山地・古生界 アメリカ式

65-8 9 -10 RA 埋 石鏃 × *37 粘板岩 北上山地・古生界

65-10 9 -12 RA 埋 石匙 ○ 粘板岩 北上山地・古生界

65-11 9 -13 RA 埋 削掻器 O 1 珪化木 産地・時代不詳

65-12 9 -14 RA 埋 削掻器 ○ 36 チャート質細粒凝灰岩 北上山地・中生界

65-13 9 -15 RA 埋 磨石 ○ 240 花南閃緑岩 三陸地方・白亜系

58-20 89-12 RA 埋 石鏃 ○ 24 粘板岩 北上山地・古生界

58-21 89-13 RA 埋 磨石 × *38 4ユ 2 *346 花南閃緑岩 三陸地方,自亜系

66-5 91-20 RA 埋 石鏃 ○ チャート質泥岩 北上山地,中生界

67-6 91-26 RA 埋 石匙 ○ チャート質細粒罷灰岩 北上山地・中生界

67-7 91-27 RA 埋 削掻器 O 1 チャート質組粒凝灰岩 北上山地・中生界

67-8 92-1 RA 埋 磨製石斧 × *79 4,1 14 *60 細粒凝灰岩 三陸地方・白亜系

69-4 92-13 RA 埋 石鏃 ○ 凝灰質泥岩 北上山地。中生界

69-9 92-18 RA 埋 石鏃 ○ 17 04 粘板岩 北上山地・古生界

79-4 95-25 RAI 床 石槍 ○ 粘板岩 北上山地・古生界
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79-5 96-1 RA5 床 磨石 ○ 9.2 花筒閃緑岩 三陸地方・白亜系

79-6 96-2 RA5 3 床 磨 石 ○ 1060 花南閃緑岩 三陸地方・白亜系

79-7 96-3 RA5 床 磨石 ○ 146 6.5 2440 花蘭閃緑岩 三陸地方・白亜系

79-13 96-9 RA5 埋 有孔円盤 × *3 *6 *186 粘板岩 北上山地・古生界

81-4 96-13 RA5 4 埋 石鏃 × *1.5 粘板岩 北上山地・古生界

81-5 96-14 RA5 4 埋 石匙 O 42 5,2 チャート質泥岩 北上山地・中生界

82-6 96-24 RA5 4 埋 磨製石斧 *3 *1 *15 *18 細粒凝灰岩 三陸地方・白亜系

89-9 98-19 RA5 8 埋 石鏃 ○ 2 チャート質粘板岩 北上山地・古生界 石鏃 ?

89-8 98-18 RA5 8 埋 石鏃 ○ 04 12 チャート質泥岩 北上山地・中生界

89-6 98-16 RA5 8 埋 石鏃 ○ 03 02 チャート質泥岩 北上山地・中生界

89-7 98-17 RA518 ? 石鏃 O 0.4 チャート質細粒疑灰岩 北上山地・中生界

89-10 98-20 RA5 8 埋 石匙 ○ 3 粘板岩 北上山地・古生界

89-12 98-22 RA5 8 埋 石匙 ○ 54 チャート質粘板岩 北上山地・古生界

89-11 98-21 RA5 8 埋 石錐 ○ 07 チャート質粘板岩 北上山地・古生界

89-13 98-23 RA5 8 埋 削掻器 ○ 3 L2 14.3 粘板岩 北上山地・古生界

89-15 98-25 RA5 8 埋 磨石 ○ 840 花闇閃緑岩 三陸地方・白亜系

89-16 98-26 RA5 8 埋 磨 石 × * 8.4 *740 凝灰岩 |ヒ上山地・古生界

87-13 97-24 RA5 8 床 磨石 ○ 8.4 62 1030 花間閃緑岩 三陸地方・白亜系

89-14 98-24 RA5 8 埋 磨石 ○ 54 凝灰岩 北上山地・古生界

87-14 97-25 RA5 8 床 磨石 ○ 2520 疑灰質硬砂岩 北上山地・古生界

97-9 101-9 RA521 埋 石鏃 ○ チャート質細粒凝灰岩 北上山地・中生界

97- 4 101-14 RA521 埋 磨石 × *61 *410 花筒閃緑岩 三陸地方・白亜系

97- 5 101-15 RA521 埋 磨石 O 47 180 輝石安山岩 宮古以北・白亜系

97- 101-13 RA521 埋 磨石 O 9,3 4.5 花闇閃緑岩 三陸地方。自亜系

97- 101-10 RA521 埋 磨石 ○ 520 花南閃緑岩 三陸地方・白亜系

97- 2 101-12 RA521 埋 磨石 × *9,6 58 *490 花南関緑岩 三陸地方・白亜系

97- 1 101-1土 RA521 埋 磨石 × *1140 花闘閃緑岩 三陸地方・白亜系

94-3 99-19 RA521 床 砥 石 × *11.6 *340 流紋岩 三陸海岸古第二系

94-2 99-18 RA521 埋 砥 石 × *74 48 2.6 *160 流紋岩 三陸海岸古第三系

100-6 102-18 RD32 埋 磨石 × *96 *84 *440 花南閃緑岩 三陸地方・白亜系

100-5 102-17 RD32 埋 磨石 ○ 6 43 輝石安山岩 宮古以北・白亜系

72-6 93-14 RE04 9 磨石 × *12.5 *5,3 *6.6 *560 凝灰質硬砂岩 北上山地,古生界

99-21 102-10 RE05 埋 石鏃 × *1.2 チャート質細粒凝灰岩 北上山地・中生界

99-19 102-8 RE05 埋 石鏃 O 2,9 粘板岩 北上山地・古生界

99-20 102-9 RE05 埋 石鏃 ○ 粘板岩 北上山地・古生界

99-23 102-12 RE05 埋 石匙 ○ 126 チャート買細粒罷灰岩 北上山地・中生界

99-22 102-11 RE05 埋 削掻器 O 4 0.4 チャート寅粘板岩 北上山地・古生界

99-24 102-13 RE05 埋 磨石 × *6 4 48 *140 花南閃緑岩 三陸地方・自亜系

10-2 108-2 不 明 ? 石 鏃 O 06 粘板岩 北上山地・古生界

10-7 108-7 P16 I 石鏃 ○ 2,8 粘板岩 北上山地・古生界

10-8 108-8 G14 石鏃 ○ ■4 0.4 粘板岩 北上山地・古生界

10-4 108-4 E13 石鏃 ○ 0.4 1 粘板岩 北上山地・古生界

10-5 108-5 L15 Ⅱ 石鏃 ○ チャート質泥岩 北上山地・中生界

10-11 108-11 1ヽ22 石鏃 × *2.2 *13 04 *07 粘板岩 北上山地・古生界

10-10 108-10 1ヽ20 石鏃 × *24 0.4 *06 凝灰質泥岩 北上山地・中生界

10-12 108-12 L19 石鏃 × *25 *12 粘板岩 北上山地・古生界

10-13 108-13 012 石鏃 × *15 *05 粘板岩 北上山地・古生界

10-9 108-9 H13 石鏃 ○ 17 チャート質粘板岩 北上山地・古生界

10-1 108-1 H16 Ⅲ 石鏃 ○ 2 0.4 1 凝灰質泥岩 北上山地・中生界

10-3 108-3 石鏃 O チャート質細粒罷灰岩 北上山地・中生界

10-6 108-6 E13 9 石鏃 ○ 1,7 粘板岩 北上山地・古生界

10-14 108-14 F15 石槍 × *3.9 *3.1 *1.3 *117 チャート 北上山地・中生界

10-18 108-18 不明 ? 石匙 ○ 粘板岩 北上山地・古生界

10-20 108-20 不明 ? 石 匙 ○ 44 チャート質粘板岩 北上山地・古生界

10-21 108-21 M12～ 13 9 石匙 ○ チャート質細粒凝灰岩 北上山地・中生界
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110-33 108-33 Q22 I 石匙 × *53 *132 チャート質泥岩 北上山地・中生界

110-15 108-15 不 明 9 石匙 ○ 108 チャート質泥岩 北上山地,中生界

110-23 108-23 Q22 石 匙 ○ チャート質細粒罷灰岩 北上山地・中生界

110-16 108-16 P20 石匙 ○ 9_4 凝灰質泥岩 北上山地・中生界

110-24 108-24 022 Ⅱ Ⅲ 石匙 ○ 158 チャート質細粒疑灰岩 北上山地・中生界

110-19 108-19 022 Ⅱ Ⅲ 石匙 ○ チャート質細粒疑灰岩 1ヒ上山地・中生界

110-17 108-17 �【22 Ⅱ 石匙 ○ 4.9 粘板岩 北上山地・古生界

110-27 108-27 Q21 Ⅱ 石 匙 ○ 05 6.4 チャート質細粒凝灰岩 北上山地・中生界

110-26 108-26 P22 Ⅱ 石匙 ○ 粘板岩 北上山地・古生界

44-4 84-4 RAlll Ⅱ 石匙 × *71 *107 チャート質細粒凝灰岩 北上山地・中生界

110-28 108-28 K12 9 石匙 ○ 42 粘板岩 北上山地・古生界

110-30 108-30 016 ? 石匙 × *3 *21 *05 *2.6 粘板岩 北上山地・古生界

110-25 108-25 G15 Ⅱ Ⅲ 石匙 ○ 57 0.7 チャート質細粒凝灰岩 北上山地・中生界

110-22 108-22 N― P24-26 Ⅱ 石匙 ○ 142 チャート質粘板岩 北上山地・古生界

110-29 108-29 G14 ? 石匙 ? ○ チャート質細粒凝灰岩 北上山地・中生界

111-5 109-7 不明 I 削掻器 ○ 07 チャート質lm粒凝灰岩 北上山地。中生界

111-11 109-13 G21 I 削掻器 ○ 3 チャート質泥岩 北上山地。中生界

111-15 109-17 H16 Ⅱ 削掻器 ○ 0,3 チャート質粘板岩 北上山地,古生界

110-31 108-31 N22 Ⅱ 削掻器 ○ 5 チャート質泥岩 北上山地・中生界

111-7 109-9 1ヽ21 ? 削掻器 ○ 3 粘板岩 北上山地・古生界

110-32 108-32 N― P20-21 9 削掻器 ○ 粘板岩 北上山地・古生界

111-9 109-11 013 I 削掻器 ○ 45 粘板岩 北上山地・古生界

111-2 109-4 Pll I 削掻器 ○ 16.3 チャート質細粒疑灰岩 北上山地,中生界

110-36 109-2 T10 Ⅱ 削掻器 ○ 15 粘板岩 】ヒ上山地・古生界

111-3 109-5 C16 圧 削掻器 ○ 2.2 34 チャート質細粒凝灰岩 |ヒ上山地・中生界

Hl-1 109-3 F18 削掻器 ○ 疑灰質泥岩 北上山地・中生界

110-35 109-1 S16 削掻器 ○ 56 3 112 チャート質粘板岩 北上山地・古生界

111-4 109-6 1ヽ22 Ⅱ Ⅲ 削掻器 ○ 4.7 11 14.2 粘板岩 北上山地・古生界

111-10 109-12 L21 削掻器 ○ 0.6 チャート質細粒凝灰岩 北上山地。中生界

111-8 109-10 9 削掻器 ○ 24 4.4 l 粘板岩 北上山地・古生界

111-6 109-3 E15 I 削掻器 ○ チャート質粘板岩 北上山地,古生界

110-34 108-34 H17 ? 削掻器 ○ l 20.8 チャート質粘板岩 北上山地・古生界 石匙 ?

111-12 109-14 013 ? 楔形石器 ○ チャート質粘板岩 北上山地・古生界

111-14 109-16 E13 ? 楔形石器 ○ 106 チャート質粘板岩 北上山地・古生界

1± 1-3 109-15 L19 ? 楔形石器 ○ 粘板岩 北上山地・古生界

112-7 110-7 020 I 磨石 ○ 122 94 1200 花南閃緑岩 三陸地方,自亜系

113-3 110-11 G21 I 磨石 × *126 84 *1010 花闘閃緑岩 三陸地方・白亜系

114-4 1 0- 112 Ⅱ 磨石 × *8,3 4.3 *460 花闇閃緑岩 三陸地方。自亜系

113-6 l 0-14 9 ? 磨石 (辺 ) ○ 920 花南閃緑岩 三陸地方・白亜系

112-2 l 0-2 ? 磨 石 ○ 花南閃緑岩 三陸地方,自亜系

112-5 1 0-5 117 Ⅱ 磨石 ○ 490 花筒閃緑岩 三陸地方・自亜系

113-4 1 0-12 H15 Ⅱ 磨石 (辺 ) × *62 *4.8 *280 花南閃緑岩 三陸地方・白亜系

112-3 1 0-3 I 磨石 ○ 輝石安山岩 宮古以北。自亜系

114-6 1 0-21 E19 ? 磨石敲打石 × 4 72 *440 流紋岩 三陸海岸古第三系

114-3 1 0-18 Ⅱ Ⅲ 磨石 (辺 ) × *126 49 *460 凝灰質硬砂岩 北上山地,古生界

l 13- l 110-9 Ⅲ 磨石 (辺 ) ○ 133 花南閑緑岩 三陸地方・白亜系

114-5 110-20 N13 ? 磨石 (辺 ) × *5.8 *3.6 240 花南閃緑岩 三陸地方・自亜系

113-2 110-10 H25 ] 磨石 (面 ) × *5 *67 *260 粘板岩 北上山地・古生界

113-5 110-13 K16 ] 磨石 (面 ) ○ 134 940 花闘閃緑岩 三陸地方・白亜系

113-7 1 0-15 Q15 Ⅱ 磨石 辺 ) *76 *72 *420 花南閃緑岩 三陸地方・自亜系

112-8 110-8 Ⅱ 磨 石 面 ) ○ 4.5 530 花南閃緑岩 三陸地方・白亜系

114-8 110-23 H17 Ⅱ 磨石 O 1.5 19.8 凝灰岩 北上山地・古生界

112-1 l 10- l H17 Ⅲ 磨石 ○ 44 凝灰岩 北上山地・古生界

112-4 1 0-4 H17 H 磨石 ○ 54 凝灰岩 北上山地・古生界

114-1 l 0-16 Ⅱ 磨石 × *93 94 *810 花闇閃緑岩 三陸地方'自亜系
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1 彦-6 110-6 Ⅱ Ⅲ 凹 石 ○ 11,7 43 凝灰岩 北上山地・古生界

1 4-2 110-17 R15 敲打石 × *9.4 5,4 *210 花闇閃緑岩 三陸地方・白亜系
1 1-22 109-24 I 磨製石斧 × *4.3 *4 *1.4 *24.3 細粒凝灰岩 三陸地域・白亜系

1 l-23 109-25 H13 IⅢ 磨製石斧 × *4.1 *4.1 *1.5 *53.5 細粒凝灰岩 三陸地方・白亜系

1 -21 109-23 N14 9 磨製石斧 × *160 緑色疑灰岩 三陸地域・白亜系

1 -18 109-20 1ヽ11 磨製石斧 ○ 32 32.2 緑色凝灰岩 三陸地域・白亜系

1 -17 109-19 K17-18 磨製石斧 × 4 *36.6 細粒凝灰岩 三陸地方・白亜系

1 1-16 109-18 C16 磨製石斧 × *8,7 *52 *82 細粒凝灰岩 三陸地方・白亜系

1 1-20 109-22 021 磨製石斧 × *76 *35 0,9 *4■4 細粒凝灰岩 三陸地方・白亜系

1 4-14 110-29 Ⅱ Ⅲ 台石 × *7 *11.8 *52 *700 花闘閃緑岩 三陸地方・白亜系

1 1-19 109-21 T18 ? 礫石斧 ○ 緑色凝灰岩 三陸地域・白亜系

1 4-9 1 0-24 113 9 石棒 × *68 *2 *11 *12.5 粘板岩 北上山地・古生界

1 4-10 1 0-25 I 石剣 × *101 *2.6 *0,7 *27.5 細粒凝灰岩 三陸地域・白亜系

1 4-11 1 0-26 N10 板状石製品 × *44 *3 *1.4 *28 緑色凝灰岩 三睦地域・白亜系

1 4-13 0-28 K― M19-21 ? 石製円盤 ○ 41 粘板岩 北上山地・古生界

1 4-7 1 0-22 H15 Ⅱ 浮石 O 49 46 軽石 海流浮流物・第四系

1 4-12 l 0-27 砥石 × *3.9 *55 *18 *297 凝灰質硬砂岩 北上山地・古生界
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写真図版47 遺跡遠景・全景
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RAl10埋土断面

RAl10炉全景 RAl10炉断面

写真図版48 RAl10住居跡
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RAlll炉断面

RAl12 全 景

写真図版49 RAlll・ 112住居跡
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RAl12埋土断面

RAl12炉断面

RAl13 全

写真図版50 RAl12・ 113住居跡
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RAl13埋土断面

RAl13炉断面 RAl13埋設土器断面

RAl14 全 景

写真図版51 RAl13・ 114住居跡
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RAl14炉全景 RAl14炉断面
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写真図版52 RAl14・ 115住居跡

RAl15埋土断面
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RAl15遺物出土状況

RAl15石囲炉断面

RAl17・ 121全景 (右側がRAl17)

写真図版53 RAl15・ 117・ 121住居跡
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RAl17埋土断面
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RAl17還物出土状況 RA121炉断面

写真図版54 RAl17・ 121住居跡
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RAl18 全 景

RAl18埋土断面

RAl18埋土断面

写真図版55 RAl18住居跡

―-275-―



書と

RAl19 金 景

一鶴

尊
一
．

写真図版56 RAl19住居跡
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RAl19炉断面
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写真図版57 RAl19・ 120住居跡

RA120埋土断面
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RA120炉

RA120埋設土器 RA120遺物出土状況

写真図版58 RA120・ 122住居跡
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RA122炉断面

RA123・ 125埋土断面 (右側がRA125)

写真図版59 RA122・ 123・ 125住居跡

RA123・ 125全景 (右側がRA125)
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RA124 全 景

RAH24埋土断面

写真図版60 RA124住居跡
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RA124炉断面



写真図版61 RA126住居跡
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RA127・ 128全景 (上がRA128)

RA129 全  景

写真図版62 RA127・ 128・ 129住居跡
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RA130 全 景

RA131 全 景

写真図版63 RA130・ 131住居跡

―-283-―



蹴霧謬甲恥後

RE04埋土断面

舟ィ,|・
=

盤

|ポ
・―
|ヽlt

RD31埋 土断面

写真図版64 RE04堅 穴状遺構、RD31土坑

RD31全景
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RD33全 景

RD34・ 45全景  (右がRD45)
RD34埋土断面

RD36全 景 RD36埋 土断面

RD37全景

RD33・ 34・ 36・ 37・ 45土坑
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RD39全景 RD39埋土断面

RD41全景 RD41埋土断面

RD44全景

RD49全景

RD44埋 土断面

写真図版66 RD39・ 41・ 44・ 49土坑
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RD51全景

RF08全景

RF09全景

RF08断面

RF09閣千面

RF10全景 RF10断面

写真図版67 RD51土坑、RF08・ 09・ 10焼土遺構
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RZ19全景
RZ19埋土断面

RA513 全 景

写真図版68 RZ19落 とし穴、RA513住居跡

―-288-―



RA513埋土断面
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写真図版69 RA513・ 514住居跡

RA513埋土断面
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RA514埋土断面

RA514埋土断面

RA515 全 景

写真図版70 RA514・ 515住居跡
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RA515埋土断面

籐

RA516埋土断面

写真図版71 RA515・ 516住居跡
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RA517埋土断面

RA517埋土断面

写真図版72 RA517住居跡
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RA518炭化材出土状況

RA518埋土断面

RA518埋土断面

写真 図版 73 RA518住居跡
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RA518カ マド石組 RA518煙道断面

写真図版74 RA518住居跡
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RA519埋土断面

写真図版75 RA519住居跡
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RA520埋土断面

RA520カ マ ド断面 RA520カ マド断面

写真図版76 RA520住居跡
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写真図版77 RA521住居跡
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RA521カ マ ド全景 RA521カ マド断面

RA521カ マド石組 RA521遺物出土状況

RA522 全 景

写真図版78 RA521・ 522住居跡
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RA522埋土断面

RA522埋土断面

RA522炉断面

写真図版79 RA522住居跡
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RE05埋土断面

RE05埋土断面

写真図版80 RE05堅 穴状遺構
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RD32全 :j妻 RD32埋土断面

RD40埋 土断面

RD35埋 土断面RD35全 景

写真図版81 RD32・ 40・ 35土坑
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RD38全景 RD38埋 土断面

RD42全と手妻 RD42埋土断面

RD43埋土断面RD43全±1妻

RD38・ 42・ 43・ 46土坑
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写真図版85 RAl14・ 115住居跡出土遺物
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写真図版88 RAl17住居跡出土遺物
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写真図版89 RA121・ 118・ 119住居跡出土遺物
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写真図版90 RAl19住居跡出土遺物
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522住居跡、RE05堅穴状遺構出土遺物
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写真図版103 遺構外出土遺物 (土器 1)
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遺橋外出土遺物 (土器 2)
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写真図版105 遺構外出土遺物 (土器 3)
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106 遺構外出土遺物 (土器 4)
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V 三次調査の報告
1 基本土層
調査地は二次調査の西及び北側に隣接する部分で、西から東に緩く傾斜している。西側は表土も薄く、Ⅱ

層が欠落する部分もあるが、基本的には二次調査と同様に以下のように 5層になる。

I層 暗褐色土 表土・耕作土 層厚20～30cm 粘性弱、締まりやや疎
Ⅱ層 黒色土 層厚20～50cm 東側は薄い、粘性弱、締まりやや疎
Ⅲ層 鈍い褐色土 層厚0～ 10cm 谷沿いには見られない、粘性無し、締まり疎
Ⅳ層 橙色砂礫層 層厚0～30cm 花蘭岩風化物多し、沢沿いには見られない、粘性無し、締まりやや疎
V層 黄褐色土 層厚30～ 100cm 花闇岩風化礫混入、沢沿いには見られない、粘性中、締まり密
さらに下位は花向岩風化礫層

2 遺構と遺物
概要

二次調査 (1996年度調査)で調査した遺構は縄文時代住居跡9棟 (前期6棟 。中期3棟)。 土坑9基・焼土

9カ所・落とし穴1基、古代住居跡3棟 (奈良時代住居跡2棟、平安時代住居跡?生棟)である。出土遺物は遺

構伴出遺物が多く、遺構数同様縄文時代前期前葉のものが多いが、総量として土器が大コンテナ5箱、石器

124点ほどである。以下に時代別に記載する。

(1)縄文時代
堅穴住居跡

RAl16住居跡 (第 116～ 120図 :写真図版111・ 112・ 129～ 131)

1995年度に調査地北側に検出された大型住居跡は今年度の調査で全長20m。 最大幅6mの長方形の大型

住居跡になることが明らかになった。この住居跡は壁溝や柱穴の配置から数時期の建て替えがあり、ここで

は大きく5期 に区分してみた。

a期 北側の内側にある時期

壁溝が、一部断続するが東・北・西に巡る。南側は不明だが長方形状を呈していたと思われる。規模は幅

3m。 長さ4m以上である。壁高の幅は10～ 20cm・ 深さ5～ 15cmで ある。柱穴は対角線上の各隅から50cm～

lm付近に4基検出されている。柱穴の大きさは開口部径20～ 30cm・ 深さ25～ 30cmである。床面は平坦で

あるが上位の住居に削られた可能性もあり、炉は見られない。

b期 南側の内側にある時期
壁溝が、一部断続するが東西南北に巡り、ほぼ長方形状を呈している。規模は幅3.6m。 長さ8mほ どであ

る。壁溝の幅は10～ 1 5cm・ 深さ5～ 1 5cmである。壁際に対になる柱穴が4組ある。重複により広がつた柱穴

もあるが回径20～40cm。 深さ30～40cmである。床面には柱穴状土坑が多数あるが、本来はほぼ平坦だった

ようである。炉跡は不明である。

ctt b期 の外側に長方形に広がる時期

北側を除き、壁溝が断続しながら巡る。規模は長さ1lm以上 。幅約4mである。壁溝の幅は約20cm・ 深さ

は5～ 20cmである。柱穴は壁際に対になって6組あり、開口部径20～ 40cm・ 深さ30～40cmである。床面は

ほぼ平坦で、南寄りに検出された焼土の一部はこの遺構に伴う可能性もある。

d期 北側から中央南側まで長方形に壁溝の巡る時期
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南側を除き断続的に壁溝が巡る。北側の壁溝は少し食い違いがある。また、北の方がやや狭く、南の方が

少し広い。規模は長さ12m以上 。幅3.3～ 4mである。壁溝の幅は10～ 30cm・ 深さは10～ 20cmである。柱穴

は壁際に対になり6組ある。開口部径20～ 30cm・ 深さ40～ 50cmで ある。床面はほぼ平坦である。

e期 一番外側の時期

長さ20m。 幅6mの隅丸長方形で、壁際に壁溝が巡る南側の壁溝は壁から離れ、不連続なところもある。

奈良時代の堅穴住居RA525が北側の上位に重複している。壁高は北側で北西側で90cm・ 南東側で20cmであ

る。壁溝は他の時期と重複する部分は幅が広くなっているが、ほぽ20cmの幅で、深さは10～ 20cmである。

壁溝の底には部分的に柱穴状に深い部分もある。

北側の埋土は、上位が風化礫や黄褐色土ブロックの混じる暗褐色土で、下位は炭化物・風化礫の混入する

褐色土で構成される。壁溝の埋土は床面付近が暗褐色土。下位は炭化物を少量含む黄褐色土で構成されてい

る。

炉は長軸の中心線上に10カ所、南側ではその東西にも地床炉が検出されている。直径20～ 30cmで焼土の

厚さは数Ilm～ lcmで ある。

出土遺物は床面から僅かの石器と埋土から縄文土器片・石器が多く得られている。埋土上位からは土師器

片や鉄製品も得えられている。いずれの遺物も最終的に建て替えられた時期か、その後に廃棄された時期の

遺物と思われる。

1181～ 3は床面出土の石器である。 1・ 2は石鏃、3は磨石である。118-6及び11810～ 13は埋土下位か

ら出土した土器片である。葺瓦状の撚糸文や不整撚糸文が施文され、大木2a式から2b式期に相当するよう

である。11814～ 21は埋土中位～上位、1184・ 5,7～ 9は埋土上位から出土している。埋土中位からは

前期中葉～後棄、埋土上位からは中期前葉や土師器など、重複する時期の遺物が混入しているようである。

石器は石鏃17点、石匙11点、削掻器5点、石錐1点、磨製石斧2点、磨石5点、凹石1点、石刀1点がある。

石鏃は破損品も含めて有茎のものは見られない。また、11932は剥離加工が粗雑であるが、石鏃の機能を

意識した加工品かもしれない。石匙はつまみ部から主刃部にかけて斜めになるものが多い。磨石はやや扁平

で楕円形なものの平らな面に磨面が形成されたものと、細長い円礫の縁辺に磨面が形成されたものがある。

石刀は二次調査の際に埋土下位から斜位に埋積した状況で出土したものである。刃部先端が欠損しているが、

長さ26.6cmあ る。

遺構の時期は埋土下位から出土した遺物や埋土の十和田中標火山灰が入らないことから、第四次調査で検

出された大型住居跡よりは新しい縄文時代前期前葉と考えられる。

RA132住居跡 (第 120図 :写真図版113・ 131)

調査地南西事に位置し、一次調査の撹乱等で西側の壁と床面の一部のみが残存する。平面形は隅丸長方形

状を呈するようである。柱穴や炉跡は見られない。規模は、西側壁の長さ約6m、 壁高25～30cmである。埋

土は上位が褐色土、下位が明褐色土で、風化礫が混入する。締まりやや密である。残存部の床面はほぼ平坦

で、締まりは密である。

出土遺物は、壁際から石器や剥片が数片まとまって出土している。5は石鏃、6は石匙である。7は撚糸を

押し付けて沈線文状の文様を表現した中期前葉の土器片である。

遺構の時期は、出土遺物や埋土の状況から縄文時代中期と考えられる。

-341-



風
爛
周
爛
四
脚
囲
圏
脚
爛
圃
柵
既
〇

Ａ‐‐６

一　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

Ｒ

締まりやや密
締まり密

燕 ↑趨

0                      101m

黙
ｓ

ｌ飴

弐
卜ヽ、

一
　

一

一

　

．ン

一
　
　
　
　
　
　
´

+X=ヽL“2m
Y=9a287m A

A
卜  L=15,200m

笠
小
征
小

性

性

粘

粘陣囃

RA132
1 10YR4/4
2 10YR6/8

風化礫まば らに混入

風化小礫まば らに混入

十 X=お“・
m

第120図 RAl16住 出土遺物

|

RA132

(3)、 RA132住居跡

〆
ガ′♂メ`監``ゝ
猛ゝ払

k_′/

―-342-―

十 X=ヽ7応



RA133住居跡 (第 121図 :写真図版114・ 131・ 132)

調査地北西に位置し、北側は今年度の調査地外に続くが、買収用地内であったので調査した。斜面下位の

東側は壁や床は不明瞭である。平面形は円形状を呈していたようで、中央付近に石囲炉がある。壁はほぼ直

立する。規模は直径約2.9m、 壁高は西側で1 5cmである。埋土は遺物の混入する黒褐色土で構成され、締ま

りはやや疎である。床面は東側に傾斜するが、ほぼ平坦で締まりは中である。

炉は60× 50cmの 範囲を囲むように角礫を並べて埋め込んである。炉内に焼土は形成されていない。

出土遺物は炉の西側の埋土下位から床面にかけて土器片が多く出土している。床面近くから出土したのは

1214・ 5。 1226の縄文時代中期後葉の土器片で、他の前期の土器片や土師器甕 (12卜 7)イよ埋土から得ら

れている。前期の土器片には尖底土器片も含まれる。石器は石鏃1点 と、石匙6点、石槍1点、楔形石器1点、

削掻器1点、磨製石斧1点である。磨製石斧は基部のみの破損品である。

遺構の時期は、石囲炉や出土遺物から縄文時代中期と思われる。

RA134住居跡 (第 123・ 124図 :写真図版115。 132・ 133)

調査地西部中央付近、RA135住居跡の北側に隣接し上位に検出された。北東側の壁の一部と床面が残る

が、南側は不明である。南寄りに焼土と石囲炉があり、床面の一部は下位のRA135の 埋土に貼り床してい

るようである。平面形は精円形状を呈していたと思われ、残存部の壁は外傾して立ち上がる。規模は長径

3.5m・ 短径3.2mほ どと推定される。壁高は北側で20cmである。埋土は主に炭化物や風化礫の混入する暗褐

色土で構成される。

炉は50× 50cmの 範囲に角礫を2列に並べて埋め込まれて作られている。炉内の焼土の厚さは最大1 5cmで

ある。炉の北側に隣接する焼土は60× 40cmの範囲に広がり、厚さ最大4cmである。炉の東側の焼土は35×

30cmの 範囲に広がり、厚さ最大4cmで ある。

出土遺物は、床面や埋土から土器片や石器が得られている。1245・ 6。 9～ 13は床面出土の中期の土器

片である。4の尖底土器片と他の上器片は埋土出土の縄文時代前期の土器片である。胎土にセンイがはいる

ものが多い。124-17は台石の破片と思われる。14・ 15は石匙、16は楔形石器である。

遺構の時期は、出土遺物や炉の形状から縄文時代中期と思われる。

RA135住居跡 (第 123・ 124図 :写真図版116・ 133)

調査地西部中央付近、RA134住居跡の南側に隣接し下位に検出された。一部に長方形の新しい境乱溝が

ある。平面形は隅丸方形状を呈し、壁はほぼ直立する。壁際には壁溝が断続し、柱穴状土坑が4基検出され

ている。炉は見られない。規模は一片約4.2m・ 検出面からの深さ20cmである。埋土は主に炭化物や焼土粒

がまばらに混入する黒色土で構成され、粘性は無く、締まりはやや疎である。

壁溝は北側と東から南の壁際に断続し、幅6～ 8cm・ 深さ1 5cmほ どである。柱穴状土坑はほぼ対角線上に

ある。規模は開口部径・深さとも約20cmで、南東側には類似の土坑がもう1基見られる。床面はほぼ平坦で、

締まりは中である。床面上には礫や土器片が見られる。

出土遺物は、床面上の上器片や埋土から土器片や石器が得られている。12418。 19。 21は床面出土の土

器片で、胎土にセンイを含む縄文時代前期の土器片である。石器は石匙・削掻器各 1点 と磨石2点である。

磨石は平たい面に磨面が形成されたものと縁辺に磨面の形成されたものがある。

遺構の時期は、出土遺物から縄文時代前期と思われる。
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RA136住居跡 (第 125。 126図 :写真図版117・ 133)

調査地西部中央付近、山麓緩斜面に近いRA137住居跡の北に位置し、Ⅳ層上位で検出された。斜面下位

の南東寄りの壁はやや不鮮明になるが、隅丸長方形状の平面形をなすようである。壁はほぼ直立する。東側

壁際には幅広の溝状の窪みがある。規模は、長軸2.5m・ 短軸2.lmで、壁高は西側で25cmほどである。埋土

は風化礫の混入する黒褐色土で構成され、締まりはやや密である。底面はほぼ平坦で、締まりは密である。

中央付近と東寄りに径10cm・ 深さ20cmの 小土坑があるが、柱穴かどうか不明である。

出土遺物は、床面上から縄文時代前期の土器片と石鏃1点が得られている。126-1は復元された深鉢で、

日縁部に不整撚糸文が連続し、下位は羽状縄文が施文される。126-2は石鏃である。

遺構の時期は、出土遺物から縄文時代前期前葉と思われる。

RA137住居跡 (第 125。 126図 :写真図版118・ 133・ 134)

調査地西部中央付近、山麓緩斜面に近いところに位置し、Ⅳ層上位で検出された。斜面上位の西寄りの壁

と床面は残存するが、東側は不明である。平面形は楕円形状を呈するようである。床面から壁は緩く湾曲し

て立ち上がり、境界は明瞭でない。規模は長径約6m、 壁高は西側で約40cmである。埋土は上位が焼土・炭

化物・土器片の混じる黄褐色土、中位が風化礫の混入する黒褐色土、下位は黄褐色土ブロックの混入する黒

褐色土で構成され、中・下位の締まりはやや密である。

床面はほぼ平坦で、締まりは密である。中央付近に長径45cm・ 深さ30cm、 と直径・深さ約20cmの 柱穴状

土坑が、北側の壁際に浅い小土坑がある。

出土遺物は、床面付近から尖底土器片を始め多くの土器片や石器が得られている。1265。 6は尖底土器

片である。1264・ 7～ 12は前期の土器片で、胎土にセンイが混入する。3は埋土上位から得られた中期の

土器片である。石器は石匙3点 と石鏃2点、楔形石器1点である。石鏃は形状を整えただけのような粗雑な造

りである。

遺構の時期は、遺構の形態や出土遺物から縄文時代前期初頭から前葉にかけてと思われる。

RA138住居跡 (第 127図 :写真図版119・ 134)

RAl16長方形大型住居跡の西側に検出された。大型住居跡より上位になる。平面形は円形を基調として

いたようで、中央付近に炉がある。壁はほぽ直立する。規模は径約3mで、壁高は西側で20cmである。埋土

は主に炭化物や風化礫の混入する黒褐色土で構成され、締まりはやや密である。床面はほぼ平坦で、柱穴状

土坑が、RAl16住居跡の床面からも含め、4基検出されている。柱穴状土坑の大きさは開口部径20cm、 床

面からの深さ40cmほどである。北側の壁際には壁溝と思われる長さ70cm、 幅・深さとも10cmの溝が見られる。

炉は地床炉で40× 30cmの 範囲に焼土が広がり、北東側に角操が1個見られる。焼土の厚さは最大4cmである。

出土遺物は埋土から尖底土器片を始め数点の前期土器片が出土している。胎土にはセンイを含む。

遺構の時期は、縄文時代前期前棄と思われる。

RA139住居跡 (第 128図 :写真図版120。 134・ 135)

調査地中央付近に位置しⅢ層上面で検出された。平面形は隅丸長方形状を呈し、壁は直立する。規模は長

軸2,7m・ 短軸1.8mで、壁高は約20cmである。埋土は風化礫の混入する暗褐色上を主とし粘性は微弱で締ま

りはやや疎である。底面はほぼ平坦で、やや締まっている。東側壁際に径 1 5cm。 深さ1 3cmの 柱穴状土坑が
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1基ある。

出土遺物は、北西側の床面や埋土から縄文時代前期の上器片や石器が得られている。128・ 1は波状日縁の

深鉢で、結節のある羽状縄文が施文されている。128-2は尖底土器片である。3～ 7も前期の土器片で、胎土

にセンイを混入している。石器は石匙・削掻器・磨石各 1点である。磨石は柱決礫の縁辺に磨面が形成され

ている。

遺構の時期は、出土土器から縄文時代前期前葉と思われる。
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土坑

RD75土坑 (第 129図 :写真図版121)

調査地の南西、RA123の 西に位置し、Ⅳ層上面で検出された。南側は調査地外に続くが、平面形は楕円

形状を呈しているようである。壁はほぼ直立する。規模は調査部分で長軸1.5m・ 短軸1.9mで、深さは西側

で15cmで ある。長軸は推定で3m前後と思われる。埋土は上位が黒褐色土、下位が黄褐色土で、双方に風化

礫が混入し、締まりはやや密である。底面はほぼ平坦である。

出土遺物はない。

遺構の時期は、検出面や埋土から縄文時代と思われる。

RD52上坑 (第 129図 :写真図版121・ 135)

調査地の南西、RA523住居跡の西に位置し、Ⅳ層上面で検出された。平面形は精円形状を呈し、南西側

は階段状の段差になるが壁は直立気味である。規模は1.5× 1.3m、 壁高は西側で約30cmで ある。埋土は上位

が礫を少量含む黒褐色土、下位は風化礫の混入する黄褐色土で構成される。底面は平坦で、南西側が段状に

なり、少し上がる。

出土遺物は埋土から縄文土器片が少量と石匙1点が得られている。縄文土器片は胎土にセンイを含む縄文

時代前期前棄のものである。

遺構の時期も縄文時代前期前葉と思われる。

RD53土坑 (第 129図 :写真図版121・ 135)

調査地西側中央付近、RA137住居跡の南に位置し、Ⅲ層下位で検出された。斜面上位方向の西側の壁と

底面が残存し、東側に隣接するRZ20落 とし穴に切られている。平面形は楕円形を呈していたと思われ、壁

は傾斜して立ち上がる。規模は長径2.lm・ 壁高は最大15cmで ある。埋土は風化礫がまばらに混入する黒色

土で構成され、粘性は無く、締まりは中である。底面は平坦で、締まりは密である。

出土遺物は埋土から縄文時代中期の土器片が数点得られている。

遺構の時期は、縄文時代中期と思われる。

RD54土坑 (第 130図 :写真図版121・ 135)

調査地西側中央付近、RA137と RA524住居跡の間に位置し、Ⅳ層上面で検出された。平面形はややいび

つな長方形状を呈し、壁は浅く直立気味である。規模は長軸1.9m・ 短軸1.2m、 壁高最大10cmで ある。埋土

は主に風化礫や炭化物の混入する黒褐色土からなり、締まりはやや密である。底面はほぼ平坦で、締まりは

密である。

出土遺物は、埋土から、胎土にセンイの混入する縄文時代前期の土器片が出土している。

遺構の時期も縄文時代前期と思われる。

RD55土坑 (第 130図 :写真図版122・ 135)

調査地西側中央付近、RA137と RA524住居跡の間に位置し、Ⅳ層上面で検出された。RD54土坑の南、

RD56土坑の北西である。平面形は楕円形状を呈し、壁は直立気味に外傾する。規模は長軸1.2m。 短軸lm

で、壁高は1 0cmである。埋土は風化礫の混入する暗褐色土で構成され、締まりは中である。底面はほぼ平
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坦で、締まりは中である。

出土遺物は、埋土から、胎土にセンイの混入する縄文時代前期の土器片が数点得られている。

遺構の時期も縄文時代前期と思われる。

RD56土坑 (第 130図 :写真図版122・ 136)

調査地西側中央付近、RA137と RA524住居跡の間に位置し、Ⅳ層上面で検出された。RD55土坑が北西

にある。平面形は不整な精円形で、壁は直立する。規模は長軸1.65m・ 短軸lmで、深さ1 0cmである。埋土

は褐色土粒の混入する黒褐色土で構成され、締まりは中である。底面は平坦で、締まりは中である。

出土遺物は、埋土から、胎土にセンイの混入する縄文時代前期の土器片が数点得られている。

遺構の時期も縄文時代前期と思われる。

RD57土坑 (第 130図 :写真図版122・ 136)

調査地西側中央付近、RA524住居跡の西に位置し、二次調査のRA521住居跡の南側壁に検出された。北

側は同遺構に切られているため、南側部分しか残存しない。平面形は楕円形状で、底面から壁は緩く湾曲し

て立ち上がる。残存部の規模は60× 70cmで、深さは最大1 0cmほどである。埋土上位は炭化物の混じる暗褐

色土で、北側の下位は焼土層である。底面は北側が焼けて、締まりもやや密である。南側は焼けていない。

出土遺物は、埋土から、胎土にセンイの混入する縄文時代前期の土器片が数点得られている。

遺構の時期も縄文時代前期と思われる。

RD58土坑 (第 131図 :写真図版122・ 136)

調査地西側の山麓緩斜面に近いところに位置し、Ⅳ層上面で検出された。平面形は精円形状で、壁はほぽ

直立する。底面は斜めで、西側が低い。規模は開口郡径60cm× 50cmで、深さ約40cmである。埋土は暗褐色

土で構成され、締まりは疎である。底面から縄文土器片と焼けた礫が出土している。

また、関連性は不明だが当遺構の東側60cmの 所に径25cm・ 深さ60cmほどの柱穴状土坑がある。

底面から出土した土器片は胎土にセンイの混じる縄文時代前期前葉のものである。

遺構の時期も縄文時代前期前葉と思われる。

RD59土坑 (第 131図 :写真図版123・ 136)

長方形大型住居跡RAl16の 南東に位置し、Ⅲ層上位で検出された。平面形は円形を基調とし、壁は内湾

気味に外反して立ち上がる。底面はやや湾曲する。規模は、開日郡径約90cm・ 深さ40cmである。埋土は上

位が風化礫の混じる暗褐色土、下位が風化礫の混じる褐色土で構成され、締まりは上位がやや密、下位が密

である。

出土遺物は、埋土から、縄文土器片が数点と石器3点が得られている。縄文土器片は中期のものである。

石器は石鏃・石匙・磨石各1点で、磨石は破損しているが角柱状の礫の縁辺に磨痕が形成されている。

遺構の時期も縄文時代前期と思われる。
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焼土遺構

RFll焼土遺構 (第 131図 ;写真図版123)

調査地の南西部に位置しRF12～ 15と共にⅢ層上位で検出された。焼土の広がりは楕円形状を呈し、石組

みや埋設土器は見られない。また、周囲に床面や壁など住居跡の痕跡も確認されなかった。規模は50cm×

40cmで、焼土の厚さは最大4cmである。

遺構の時期は、伴出遺物はないが、検出層位から縄文時代中期と思われる。

RF12焼土遺構 (第 131図 ;写真図版123)

調査地の南西部に位置しRFll～ 15と共にⅢ層上位で検出された。RF13は 30cmほど東に隣接する。焼土

の広がりは楕円形状を呈し、石組みや埋設土器は見られない。また、周囲に床面や壁など住居跡の痕跡も確

認されなかった。規模は60cnX45cmで、焼土の厚さは最大4cmで ある。

遺構の時期は、伴出遺物はないが、検出層位から縄文時代中期と思われる。

RF13焼土遺構 (第 131図 ,写真図版123)

調査地の南西部に位置しRFll～ 15と共にⅢ層上位で検出された。RF12の 30cmほど東に隣接する。焼土

の広がりは楕円形状を呈し、石組みや埋設土器は見られない。また、周囲に床面や壁など住居跡の痕跡も確

認されなかった。規模は40cm× 35cmで、焼土の厚さは最大5cmである。

遺構の時期は、伴出遺物はないが、検出層位から縄文時代中期と思われる。

RF14焼土遺構 (第 131図 ;写真図版124)

調査地の南西部に位置しRFll～ 15と共にⅢ層上位で検出された。RF13と RF15の 中間付近に位置する。

焼上の広がりは不整な帯状で、石組みや埋設土器は見られない。また、周囲に床面や壁など住居跡の痕跡も

確認されなかった。規模は長さ1.5m・ 幅20～60cmで、焼上の厚さは最大10cmで ある。

遺構の時期は、伴出遺物はないが、検出層位から縄文時代中期と思われる。

RF15焼土遺構 (第 131図 ;写真図版124)

調査地の南西部に位置しRFll～ 14と共にⅢ層上位で検出された。RF14の 50cmほ ど南に隣接する。一部

撹乱を受けているが焼上の広がりは楕円形状を呈し、石組みや埋設土器は見られない。また、周囲に床面や

壁など住居跡の痕跡も確認されなかった。規模は55cm× 30cmで、焼土の厚さは最大8cmである。

遺構の時期は、伴出遺物はないが、検出層位から縄文時代中期と思われる。

RF16焼土遺構 (第 132図 ;写真図版124)

調査地西郡中央付近RA135住居跡の南に位置し、Ⅲ層上位で検出された。焼土の広がりは楕円形状で、

周囲に柱穴状土坑や壁溝など住居跡の痕跡を示すものは見られない。規模は45X35cmで、焼土の厚さは最

大5cmである。

遺構の時期は、伴出遺物はないが、検出層位から縄文時代中期と思われる。
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RF17焼土遺構 (第 132図 ;写真図版124)

調査地西郡中央付近RA135住居跡の南、RF16の北に位置し、Ⅲ層上位で検出された。焼上の広がりは

二つの不整な弧状で、楕円形状のものが削られた可能性もある。周囲には柱穴状土坑や壁溝など住居跡の痕

跡を示すものはない。規模は45× 25cmと 30X15cmで、焼土の厚さは最大2cmである。

遺構の時期は、伴出遺物はないが、検出層位から縄文時代中期と思われる。

RF18焼土遺構 (第 132図 ;写真図版125)

調査地西部中央付近RA137とRA134の間に位置し、Ⅲ層上位で検出された。焼土の広がりは不整な精円形

で、周囲に柱穴や壁の一部等住居跡の痕跡は見られない。規模は45× 35cmで、焼上の厚さは最大8cmである。

遺構の時期は、伴出遺物はないが、検出層位から縄文時代中期と思われる。

RF19焼土遺構 (第 132図 ;写真図版125)

調査地西郡中央付近RA137とRA134の 間に位置し、Ⅲ層上位で検出された。西側3m付近にはRF18が あ

る。焼土の広がりは不整な精円形で、周囲に柱穴や壁の一部等住居跡の痕跡は見られない。規模は65× 55

cmで、焼土の厚さは最大4cmで ある。

遺構の時期は、伴出遺物はないが、検出層位から縄文時代中期と思われる。

その他の遺構

RZ20落 とし穴 (第 132図 ;写真図版125)

調査地西側中央付近、RA137住居跡の南にRD53と共にⅢ層中で検出された。短い溝状を呈し、壁は直

立気味である。長軸は等高線にほぼ並行し、南北方向を示す。規模は長軸1,7m・ 短軸0.6～ lmで、深さは

約70cmである。埋土は主に締まりのない黒色土からなり、底面付近は壁の崩落と思われる明黄褐色土で構

成される。底面は一部に段差があり、南に向かって傾斜している。

遺構の時期は、出土遺物はないが、検出面や埋土から縄文時代中期と思われる。

(2)古代
RA523住居跡 (第 133・ 134図 :写真図版126・ 136。 137)

調査地南側の中央付近のⅡ層下位に検出された。縄文時代の住居跡の上位に位置している。また近くに調

査開始前に移築した住宅跡があり、それに関連した撹乱も受けている。また、二次調査と四次調査の境界上

にあり、三次調査では不整な台形状の平面形で北西壁のやや東寄りにカマドがあるように検出された。四次

調査の際に東側を下げ、ややいびつな方形状の平面形を持ち、カマドは北側壁中央にあることが判明した。

規模は、南北約4.5m。 東西約5mである。壁は直立気味で、検出面からの深さは10～ 1 5cmである。埋土は

炭化物や焼土・礫の混入する黒褐色土で構成されている。粘性はなく、締まりはやや密である。

床面はほぼ平坦で、南西側に柱穴状土坑が1基、北西側にやや大きな土坑1基がある。規模は、前者は開口郡

径25cm・深さ20cm、 後者は開口部径70cm。深さ60cmほどである。四次調査では床面下から6基の柱穴状土坑が

検出され、PPl～ PP3・ PP5がほぼ対角線上に配置する。規模は開日部径20～ 30cm・深さ25～ 30cmで ある。

西側壁際には長さlm・ 深さ5cmの溝があり、埋土は風化礫の混入する黄褐色土である。また、南寄りの
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床面上に横位の長胴の甕と、倒立した球状の甕が検出されている。四次調査の際は東側から丸底の年が検出

されている。

カマ ドは検出面に袖の心にしたブロック状の礫が露出しており、煙道部分は新しい撹乱土坑で破損してい

る。左右の袖はブロック状の礫を芯にして30cmほど埋め込み、褐色土を貼り付け、長さ60cm、 袖と袖の間

隔は60cmに作られている。焚き口部から煙道にかけては緩く傾斜して上がる。焚き口あるいは燃焼部は焼

土が 1 5cmほ どの厚さで形成され、上位に炭化物が残る。袖の西側と焚き日手前には灰層のブロックが見ら

れた。

出土遺物は、床面から検出された上記の甕2点・杯1点のほか、埋土から土師器片や縄文土器片が得られ

ている。 1331の 杯は丸底の底部から口縁部まで湾曲して連続し、内外に丁寧なミガキが施されている。

133-2甕 は頚部に小さいが明瞭な段を2段持ち、内外面とも丁寧に磨かれている。 133-3は大型の長胴甕で、

口縁部が 「く」の字に開く形状をしている。頚部に小さな段が3段形成され、内外ともハケメ調整がなされ

ている。 1334は煉瓦状の流紋岩礫から作つた砥石で、表裏二面に磨面が形成されている。

埋土から出土した土器片には13414・ 15のように胎土にセンイが混入する縄文時代前期前葉のもの134

16のように粘土紐を貼り付けて文様を表した前期中葉のもの 。弥生時代 (1342)な どが含まれる。石器は

石鏃8点と石匙1点がある。

遺構の時期は、出土遺物やカマ ドの位置から奈良時代と思われる。
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RA524住居跡 (第135図 :写真図版127)

調査地西側の1中央付近のⅡ層1下位に検出された。西側は新しい土取り穴による撹乱を―受けているぉまた東

側は黒色土中に1形成されているようだが、貼り床の痕跡もなく、床面や墜が不明瞭である。大きな撹乱を受

けているのかもしれない。そのため西側の壁と床面の一部のみが検出された。西側の璧は長さ約5mが残存

し、中央が少し膨らむ。壁―高は30～40calである。床面は貼り床され、平坦で、締まりもやや密であるが、

西側壁際が大きく撹乱されている。東側は、二次調査の際に大きく削られているが(残されたベルト断面に

貼り床の痕跡は見られない。

埋土からロクロ
ー
使用の上師奉片や縄文土器片。鉄津が少量得られている。
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遺構の時期は、隅丸方形的な平面形が予測されることから、古代の可能性が高い。

RA525住居跡 (第 136・ 137図 :写真図版128。 137) *RA34と の関連にも注意

調査地の北側に位置し、縄文時代の長方形大型住居跡RAH6の 上位に検出された。南側は調査手順の誤

りで壁や床は残存せず、北側の煙道部分は移転した住宅の水槽に切られている。東側の壁は住宅の庭で撹乱

されているようだが、途中で南西に曲がるものと思われる。北西の角は隅丸となるが、一辺約5.5mの方形

になるようである。壁高は検出面から25～ 30cmである。北西壁の中央にカマ ドがある。埋土は炭化物や黄

褐色土の混じる黒褐色土で構成され、粘性はなく、締まりは疎である。

床面は平坦で、ほぼ対角線上に柱六が4基検出されている。南側の2基は下位の縄文時代の住居跡に検出さ

れたが、4基の柱穴底面のレベルはほぼ同じである。北側の住穴は開口部径30～40cmで、深さ約55cmである。

カマ ド付近も上面が削られているようで、袖に使われた礫が露出している。ブロック状の礫を芯にし褐色

土を貼り付けて作られた袖の長さは約40cm。 袖と袖の幅は60cmである。焚き口部から煙道部に向かって緩

く傾斜して上がるが、煙道部は水槽に切られている。

出土遺物は、カマ ドの西側の柱穴の近くの床面から17Xが 2個体重なって検出されている。1個体 (1361)

は外側に段のあるやや大きな杯で、丸底で内外面を丁寧に磨き、内面は黒色処理が施されている。底部外側

には家のような絵と菱形を連ねたような絵が線刻されている。二個体重なった内側にあったもう1個体

(1362)は 1同様外側に段が形成された丸底の小型の年で、内外面が黒色処理されている。底部外面には

「十」字の線刻がされている。その他に埋土から土師器片や縄文時代前期や中期の土器片が出土している。

この遺構の時期は、出土遺物やカマ ドの位置から奈良時代と思われる。

RA525

第136図 RA525住居跡出土遺物
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3 遺構外の出土遺物
土器

(1)縄文時代前期の土器 (第 138図 1～第139図9:写真図版137・ 138)

復元個体は1点のみである、ほとんどが深鉢形を呈し、口縁部は波状のものもあるが平縁のものが多いよ

うである。胎土にセンイを含み、羽状文や斜縄文・撚糸文・綾絡文などが施文される。口辺部に粘土紐が貼

られ連続押圧されたものもある。大木1式相当のものからS字状の沈文が連続する大木2b式に相当するもの

が多く、粘土紐貼り付けによる施文の大木4式の土器片も僅かに見られる。

(2)縄文時代中期の上器 (第 139図 11～ 13:写真図版138)

復元個体は1点のみである。深鉢形で、肥厚した日縁に平行線で施文されたり、隆帯と擦り消し帯で文様

が施文されるものがある。

(3)土師器・須恵器 (第 139図 14～ 17:写真図版138)

14・ 15は土師器の甕である。14は頚部に小さな段が形成されている。内外面は主にハケメで調整されて

いる。15は底部がやや張り出し胴部は丸く膨らみそうである。外面はナデ、内面はハケメの調整が施され

ている。16・ 17は須恵器で、16は ロクロの回転切り離し痕が残る。

鉄製品 (第 139図 18～ 21:写真図版138)

18は桂甲の小札と思われる。隅丸長方形の板状で、札頭はやや斜めになる。寸法は長さ85nlm。 幅45mm・

厚さ約241mで、径lmmの孔が7個 と6個2列に開けられている。19・ 20は棒状の製品で、19は角棒状のものに

針金が螺旋状に巻かれている。21は火打ち金と思われ、二等辺三角形の板状をし、錆で覆われているが、

頂点付近に穿孔がある。

石器

遺構外から出土した石器は石鏃27点、石匙18点、削掻器5点、石槍2点、石箆1点、楔形石器1点、磨石7

点、磨製石斧1点である。

(1)石鏃 (第 140図 1～27:写真図版139)

石鏃は遺構内も含めると49点出土している。その過半数の27点が遺構外からの出土である。破損品もあ

るが、ほとんどが平基か凹基の二等辺三角形状である。24～27が凸基または棒状の石鏃と思われる。また、

石鏃のような形に整えただけというような粗雑な調整が多い。石質はチャート質粘板岩や凝灰質粘板岩・粘

板岩・赤IBJ色凝灰岩などで、いずれも山田町西部に産出地があるとされている。

(2)石匙 (第 140図 28～45:写真図版139・ 140)

石匙は総数39点出土し、遺構外からは18点出土している。つまみ部が作り出されたものをすべて石鏃と

したが、28や 35のように両面から剥離調整が施され、刃部の断面が菱形になるようなものもあり、石槍的

な機能が想定される。つまみを上にして、縦長のものと横長のものがあるがほぼ同じ比率である。石質は石

鏃同様チャート質凝灰岩や凝灰質粘板岩・粘板岩などがある。
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(3)削掻器 (第 141図 1～5:写真図版 140)

削掻器は総数9点、遺構外の出±5点である。不定形な剥片の縁辺に刃部加工が施されている。石質は粘

板岩やチャー ト質粘板岩である。

(4)石槍 (第 141図 6・ 7:写真図版 140)

石槍は総数3点、遺構外2点の出土である。いずれも破損品である。石材は遺構伴出のものが粘板岩、遺

構外のものがチャー ト質粘板岩・チャー ト質疑灰岩である。

(5)石箆 (第 141図8:写真図版 140)

石箆は1点の出土である。裏側に自然面の残る剥片の表側に急角度の厚い刃部加工がなされている。石質

は粘板岩である。

(6)楔形石器 (第 141図9:写真図版 140)

総数4点、遺構外1点の出上である。長方形状の剥片の両端に階段状の剥離が形成されている。石質は粘

板岩やチャー ト・凝灰質粘板岩である。

(7)磨石 (第 141図 10～ 15。 17:写真図版 140)

磨石は総数13点、遺構外7点の出土である。円礫の平坦面に磨面が形成されるものと、角柱状礫の縁辺に

磨面の形成されるものがある。磨面の他に敲打痕を伴うものも多い。石質は細粒凝灰岩や安山岩・花蘭閃緑

岩・半花聞岩・硬砂岩などで、剥片石器同様山田町の周辺で産出するものである。

(8)磨製石斧 (第 141図 16:写真図版 140)

磨製石斧は総数2点、遺構外1点の出土である。刃部付近の一部のみ残存する破損品である。石質は凝灰

岩質粘板岩である。

4 まとめ
今年度の調査は第二次調査となり、980∬を1カ 月間で調査し、縄文時代の住居跡9棟・土坑9基・焼土遺

構9カ所・落とし穴1カ所、古代の住居跡3棟を調査した。中でも昨年度と二年度に亘って調査した縄文時代

の大型住居跡は、長さ20m・ 幅6mと東北の大平洋側では最大の規模となり、5期以上の建て替えがなされ

ていたことも明らかになった。調査の途中ではあるが、当地方における縄文時代前期前葉の集落の様子が明

らかになってきた。また、前期初頭の尖底土器を伴う住居跡も検出され、縄文時代前期初頭から集落が継続

していたことが明らかになった。

古代の住居跡も、昨年度と同様に奈良時代から平安時代にかけてのものが調査された。この地方では他の

遺跡からも同時期の住居跡が検出されているが、平地面積の広い送遺跡では一次調査から多くの住居跡が検

出され、この地区では規模の大きな集落が継続していたことを窺わせている。

遺物の中で土器は、縄文時代前期初頭から中期中葉・弥生時代・奈良平安時代の土師器・須恵器まであり、

それぞれの遺構に伴うものが多かつた。中でも縄文時代前期前葉の土器片は遺構数同様に多く、重複する遺
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構の撹乱が多かつたせいか、他の多くの遺構の埋土にも混入していた。

鉄製品も少量出土している。遺構に搬出しなかったので時代の特定ができなかったが、性甲の小札が注目

される。特に図や写真は載せなかったが、一次 。二次調査同様鍛冶滓やフイゴ羽口片も出土しており、鍛冶

加工が近くで行われていたようである。

石器は石鏃49点、石槍3点、石匙46点、石錐1点、石箆1点、削掻器13点、楔形石器4点、磨石 17点、台

石2点、磨製石斧4点、砥石1点・石剣1点の10器種142点の出土である。各器種とも遺構に搬出したものが

多く、特に大型住居跡であるRAl16住居跡からの出土が多い。埋土からの出土が多いことから大型住居の

埋土量や重複する周辺の遺構との関連があるようである。屋内外での各器種の使用状況や保管状況について

は不明である。今年度の調査の結果だけから見れば、石鏃や石槍が多く、磨石や台石が少なく、生業が狩猟

に重点を置いていたかのような感じも受けるが、遺跡の一部の調査結果だけなので今後の検討課題としたい。

石材は、各器種とも機能に応じた素材を使用している。いずれの素材も山田町周辺で産出するもので、遺跡

から比較的近い所で入手したようである。石器ではないが、剥片が数点まとまって検出された遺構もいくつ

かあった。
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遺構一覧表

縄文時代住居跡

No 遺構名 平面形 (含予測) 規 模 炉 時  期 備 考

l RA 6 小判形 (ロ ングハウス) 20m× 6m 地床炉 前期前菜 1995年度～継続調

RA 隅丸長方形 長さ約6m 不明 中期 西側のみ残存

3 RA 円形状 直径約29m 石囲炉 中期

4 RA 34 精円形状 35m× 25m 石組み炉 中期 RA135を 切る

5 RA 隅丸方形状 一辺約42m 無 し 前期 RA134と 重複

6 RA 隅丸長方形状 25m× 21m 無 し 前期前葉 南東部残存せず

7 RA 精円形状 長径約6m 無 し 前期初頭 ～前期前葉

8 RA 円形 直径約3m 地床炉 前期前葉 RAl16を切る

9 RA 隅丸長方形状 27m× 18m 無 し 前期前葉

土坑

血 遺構名 平面形 断面形 開口部径 深  さ 時 期 備 考

1 RD75 楕円形状 筒状 15m× 19m 西側 1 5cm 縄文 調査地外に連続

2 RD52 精円形状 筒状 15m× 1.3m 口耳丁町30cm 前期前葉 西側壁階段状

3 RD53 楕円形 逆台形 長径21m 最大 1 5cm 前期 RZ201こ ラワらnる

4 RD54 長方形状 筒状 19m× 1.2m 最大10cn 前期

5 RD55 楕円形状 筒状 12m× lm 1 0cm 前期

6 RD56 楕円形状 筒状 L65na× lm 10cm 前期

7 RD57 楕円形状 逆台形 06m× 07m 前期 RA521に切られる

RD58 楕円形状 筒状 06m× 05m 40cm 前期前葉 底面北側が焼けている

RD59 円 形 逆台形 直径約09m 40cm 前期

焼土遺構

血 遺構名 種  別 形  状 範   囲 深  さ 時  期 備 考

1 RF 1 焼土 楕円形状 50cm〉く40cm 4cm 縄文中期 Ⅲ層上位で検出

2 RF 2 院土 楕円形状 60cm× 45cm 4cm 縄文中期 皿層上位で検出

3 RF 3 焼土 精円形状 40cm× 35cm 前期前葉 Ⅲ層上位で検出

4 RF 4 焼土 不整帯状 長さ15m 縄文中期 幅20～ 60cm Ⅲ層上位で検出

5 RF 5 焼土 楕円形状 55cm〉く30cm 縄文中期 Ⅲ層上位で検出

6 RF 6 焼土 精円形状 45cm× 35cm 5cm 縄文中期 Ⅲ層上位で検出

7 RF 7 焼土 不整弧状 45cm× 25cm 2cm 縄文中期 三分割、残りは30× 1 5cm

8 RF 8 焼土 楕円形状 45cm× 35cm 縄文中期 Ⅲ層上位で検出

9 RF 9 焼土 楕円形状 65cm〉く55cm 8cm 縄文中期 Ⅲ層上位で検出

その他の遺構

h 遺構名 種  別 形  状 規   模 深  さ 時 期 備 考

1 RZ20 落とし穴 溝状 1 71al〉(0.61n 70cm 縄文中期

古代住居跡

No 遺構名 形  状 規  模 かまど位置 煙  道 時 期 備 考

l RA523 方形状 45m× 5m 北壁 破損 奈 良 1996。 97二年度調査

2 RA524 方形 ? 西壁5m 不明 不 明 平安 ? 西側壁のみ残存

3 RA525 方形状 一辺55m 北壁 破損 奈 良 RAl16の 上位に検出
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土器観察表 単位 :cn  *:破損品
図版No 写員No 出土地 層位 器  種 時  期 器  高 口 径 最大径 底 径 胎土混入物 備  考
118-4 29-4 RA 埋土 鉢 中期中棄 *45 *19,6 *21,9 金雲母シャモット

118-5 29-5 RA 埋土 深鉢 中期 *3.5 *8 *8 細砂シャモット

118-6 29-6 RA 埋土 鉢 前期前葉 *4 *12 *96 センイ
118-7 29-7 RA 埋土 鉢 中期 *8 *122 *10 粗砂シャモット やや上げ底
118-8 29-8 RA 埋土 甕 奈良 ? *157 *13,7 *16.6 細礫

118- 29- 0 RA 埋土 深鉢 前期前案 センイ

118- l 29- 1 RA 埋土 深鉢 前期前葉 センイ

118- 29- 2 RA 埋土 深鉢 前期前葉 センイ

118- 3 29- 3 RA 埋 土 深鉢 前期前葉 センイ

118- 4 29- 4 RA 埋土 深鉢 中期中棄

118- 29- 5 RA 埋土 深鉢 中期中葉

118- 29- 6 RA 埋土 深鉢 前期後葉

118- 29- 7 RA 埋 土 深鉢 中期中葉

118- 29- 8 RA 埋 土 深鉢 前期前葉

118- 29- RA 埋土 深鉢 中期

118-20 29-20 RA 埋土 深鉢 中期

118-21 29-21 RA 埋土 深鉢 中期

120-7 31-7 RA 深鉢 中期

121-1 31-8 RA 埋土 深鉢 前期初頭 センイ 尖底破片

121-2 31-9 RA 埋土 深鉢 前期初頭 センイ 尖底破片

121-3 31- 0 RA 埋土 深鉢 前期前葉 * *272 *27.2 シャモット 補修孔有り

121-4 31- 1 RA 埋 土 深鉢 中期後葉 * 粗砂シャモット

121-5 31- 2 RA 埋土 深鉢 中期 *165 粗砂シャモット

121-6 31- 3 RA 埋土 深鉢 前期 *62 *12.2 *122 粗砂センイ

121-7 31- 4 RA 埋土 甕 奈 良 *5 *178 *178 粗砂シャモット

121-8 31- 5 RA 埋 土 深鉢 前期前葉 センイ

121-9 31- 6 RA 埋 土 深鉢 前期前葉 センイ

121- 31- 7 RA 埋土 深鉢 前期前棄 センイ

121- l 31- 8 RA 埋土 深鉢 前期前葉 センイ

121- 2 31- 9 RA 埋 土 深鉢 前期前葉 センイ

122- 31-20 RA 埋土 深鉢 前期前葉 センイ

122-2 31-21 RA 埋土 深鉢 前期前葉 センイ

122-3 31-22 RA 埋土 深鉢 前期前葉 センイ

122-4 31-23 RA 埋土 深鉢 前期前葉 センイ

122-5 31-24 RA 埋 土 深鉢 前期前葉 センイ

122-6 32-1 RA 埋土 深鉢 中期後葉

122-7 32-2 RA 埋土 深鉢 前期前葉 センイ

122-3 32-3 RA 埋 土 深鉢 前期前棄 センイ

122-9 32-4 RA 埋 土 深鉢 前期前実 センイ

122-10 32-5 RA 埋土 深鉢 前剌前葉 センイ

122-11 32-6 RA 埋 土 深鉢 前期前棄 センイ

124-1 32-18 RA 床 深鉢 前期前葉 センイ

124-2 32-19 RA 床 深鉢 前期前葉 センイ

124-3 32-20 RA 床 深鉢 前期前葉 センイ

124-4 32-21 RA 埋土 深鉢 前期初頭 センイ 尖底破片

124-5 32-22 RA 埋 土 小型鉢 中期 *6.5 *9.6 6 粗砂 無文

124-6 33-1 RA 埋土 深鉢 中期後葉 粗砂

124-7 33-2 RA 埋土 深鉢 前期前葉 センイ

124-8 33-3 RA 埋 土 深鉢 前期前葉 センイ

124-9 33-4 RA 埋土 深鉢 前期前葉 センイ

124- 0 33-5 RA 埋土 深鉢 中期

124- 1 33-6 RA 埋 土 深鉢 中期末葉

124- 2 33-7 RA 埋 土 深鉢 中期末葉

124- 3 33-8 RA 埋土 深鉢 中期末葉
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図版No 写真血 出土地 層位 器 種 時  期 器  高 口 径 最大径 底  径 胎土混入物 備   考

124-18 33- 2 RA 埋土 深鉢 前期前葉 センイ

124-19 33- 3 RA 埋土 深鉢 前期前葉 センイ

124-20 33- 4 RA 埋土 深鉢 前期前葉 センイ

124-21 33- 5 RA 埋土 深鉢 前期前葉 センイ

126-ユ 133-20 RA 埋土 深鉢 前期前葉 *35.5 *274 *28.8 センイ

126-3 133-22 RA 床 深鉢 中期

126-4 133-23 RA 埋 土 深鉢 前期前葉 122 5,4 細礫センイ

126-5 133-24 RA 埋 土 深鉢 前期初頭 センイ 尖底破片

126-6 133-25 RA 埋 土 深鉢 前期初頭 センイ 尖底破片

126-7 133-26 RA 埋土 深鉢 前期前葉 センイ

126-8 133-27 RA 埋土 深鉢 前期前葉 センイ

126-9 134-1 RA 埋 土 深鉢 前期前葉 センイ

126-10 134-2 RA 埋土 深鉢 前期前葉 センイ

126-11 134-3 RA 埋 土 深鉢 前期前葉 センイ

126-12 134-4 RA 埋土 深鉢 前期前葉 センイ

127-1 34- 2 RA 埋土 深鉢 前期初頭 センイ 尖底破片

127-2 34- 3 RA 攪乱 深鉢 前期前葉 センイ

127-3 134- 4 RA 攪乱 深鉢 前期前葉 センイ

127-4 134- 5 RA 攪乱 深鉢 前期前葉 センイ

127-5 134- 6 RA 攪乱 深鉢 前期前菜 センイ

128-1 134- 7 RA 埋土 深鉢 前期前葉 *104 *20.8 *20.8 センイ・シャモット 補修孔

128-2 134- 8 RA 埋土 深鉢 前期初頭 センイ 尖底破片

128-3 134- 9 RA 埋土 深鉢 前期前葉 センイ

128-4 134-20 RA 埋土 深鉢 前期前葉 センイ

128-5 134-21 RA 埋土 深鉢 前期前葉 センイ

128-6 134-22 RA 埋土 深鉢 前期前葉 センイ

128-7 134-23 RA 埋土 深鉢 前期前葉 センイ

129-1 135-4 RD52 深鉢 前期前葉 センイ

129-2 135-5 RD52 深鉢 前期前葉 センイ

129-3 135-6 RD52 深鉢 前期前葉 センイ

129-4 135-7 RD52 深鉢 前期前葉 センイ

129-6 135-9 RD53 深鉢 中期

129-7 135-10 RD53 深 鉢 中期

129-8 135-11 RD53 深鉢 中期

130-1 135-12 RD54 深鉢 前期前葉 センイ

130-2 135-13 RD54 深鉢 前期前葉 センイ

130-3 135-14 RD54 深鉢 前期前葉 センイ

130-4 135-15 RD54 深鉢 前期前葉 センイ

130-5 135-16 RD54 深鉢 前期前葉 センイ

130-6 135-17 RD54 深鉢 前期前葉 センイ

130-7 135-18 RD54 深鉢 前期前葉 センイ

130-8 135-19 RD55 埋 土 深鉢 前期前葉 センイ

130-9 135-20 RD55 埋土 深鉢 前期前葉 センイ

130- 0 135-21 RD55 埋土 深鉢 前期前葉 センイ

130- 1 135-22 RD55 埋土 深鉢 前期前葉 センイ

130- 2 135-23 RD55 埋土 深鉢 前期前菜 センイ

130- 3 135-24 RD55 埋土 深鉢 前期前葉 センイ

130- 136-1 RD56 埋土 深鉢 中期

130- 5 136-2 RD56 埋土 深鉢 前期前葉 センイ

130- 6 136-3 RD56 埋土 深鉢 前期前葉 センイ

130- 7 136-4 RD57 深鉢 前期前葉 センイ

130- 8 136-5 RD57 深鉢 前期前葉 センイ

130- 9 136-6 RD57 深鉢 前期前葉 センイ

131- 136-7 RD58 埋土 深鉢 前期前葉 センイ

131-2 136-8 RD58 埋土 深鉢 前期前葉 センイ
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図版血 写真h 出土地 層位 器 種 時   期 器  高 口 径 最大径 底 径 胎土混入物 備   考

131-3 136-9 RD58 埋土 深鉢 前期前葉 センイ

131-4 36-10 RD59 深鉢 前期前葉 センイ

131-5 86-11 RD59 埋 土 深鉢 前期前葉 センイ

131-6 36-12 RD59 埋土 深鉢 前期前棄 センイ

131-7 36-13 RD59 埋土 深鉢 前期前葉 センイ

133-1 86-17 RA523 床 郷 奈良 ? 49 163 丸底 小礫

133-2 36-18 RA523 床 甕 奈良 14.2 金雲母 底部木菜痕

133-3 136-19 RA523 床 甕 奈良 374 201 粗砂

134-1 36-20 RA523 床 深鉢 前期前菜 センイ

134-2 36-21 RA523 床 高杯 晩期

134-3 136-22 RA523 床 深鉢 晩期 ?

134-14 37-4 RA523 カマド 深鉢 前期初頭 センイ 尖底破片

134-15 37-5 RA523 埋土 深鉢 前期前葉 センイ

134-16 37-6 RA523 埋土 深鉢 前期後葉

134-17 37-7 RA523 埋 土 深鉢 前期前葉 センイ

136-1 37-8 RA525 床 邦 奈 良 49 141 141 丸底 細砂 内黒・線刻

136-2 37-9 RA525 床 不 奈 良 3.5 10.6 丸底 内黒・線刻

136-3 37- 0 RA525 床 奏 奈良 ?

136-4 37- RA525 埋土 深鉢 前期前葉 センイ

186-5 37- 2 RA525 埋土 深鉢 中期中棄

138-1 37- 3 Q12 Ⅲ～Ⅳ 深 鉢 前期前葉 *24.4 *31 *31 センイ

138-2 37- Q15 表採 深鉢 前期前葉 センイ

138-3 37- 5 011 表採 深鉢 前期前葉 センイ

138-4 37- 6 N10 Ⅲ 深鉢 前期前菜 センイ

138-5 37- 7 S12 Ⅲ～Ⅳ 深鉢 前期前葉 センイ

138-6 37- 8 Lll 深鉢 前期前葉 センイ

138-7 37- 北拡張区 深鉢 前期前葉 センイ

138-8 37-20 P12 Ⅳ 深鉢 前期前葉 センイ

138-9 37-21 P13 Ш 深鉢 前期前棄 センイ

138- 0 37-22 N13 深鉢 前期前葉 センイ

138- l 37-23 N12 Ⅱ～Ⅲ 深鉢 前期前葉 センイ

138- 2 37-24 Q14 Ⅲ 深鉢 前期前葉 センイ

138- 3 38-1 S12 Ⅲ～Ⅳ 深鉢 前期前葉 センイ

138- 38-2 E9 Ⅱ 深鉢 前翔前葉 センイ

138- 5 38-3 M12 H 深鉢 前期前葉 センイ

138- 6 38-4 S12 Ⅲ～Ⅳ 深鉢 前期前葉 センイ

138- 7 38-5 Q14 Ⅲ 深 鉢 前期前葉 センイ

139- 38-6 北拡張区 深鉢 前期前葉 センイ

139-2 38-7 N 2 Ⅱ～Ⅲ 深鉢 前期前葉 センイ

139-3 38-8 S 2 Ⅲ～Ⅳ 深鉢 前期前葉 センイ

139-4 38-9 L13 Ⅳ 深鉢 前期前葉 センイ

139-5 38-10 L13 Ⅳ 深鉢 前期前葉 センイ

139-6 38-11 L 3 Ⅳ 深鉢 前期前葉 センイ

139-7 38-12 L 3 深鉢 前期前葉 センイ

139-8 38-13 Q14 深鉢 前期前葉 センイ

139-9 38-14 N 2 深鉢 前期前票 センイ

139-10 38-15 ○ l 深鉢 前期後葉

139-11 38-16 N 0 Ⅲ 深鉢 中期中葉

139-12 38-17 O 7 表採 深鉢 中期中葉

139-13 38-18 Q12 Ⅱ 深鉢 中期 *114 *15,8 粗砂

139-14 38-19 S 6 表採 甕 奈良 *69 *19,4 *19.4 細砂

139-15 38-20 S16 表採 甕 古代 *35 *13 *10.8 細砂

139-16 38-21 表採 甕 古代 *3.6 *11 *66 細砂 須恵器

139-17 38-22 L12 Ⅱ 甕 古代 須恵器
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石器一覧表 単位 :cn, g  *:破損品
図版血 写真図版No 出土地 層位 器  種 走形 長  さ 幅 厚  さ 重  量 石 質 産 出 地
9-8 30-8 RA 埋 石鏃 × *26 *1,7 0.4 14 粘板岩 山田西部・古生界

8-1 29-1 RA 床 石鏃 ○ 0,7 粘板岩 山田西部・古生界

8-2 29-2 RA 床 石鏃 ○ チャー ト質凝灰岩 山田西部・古生界

9-6 30-6 RA 埋 石鏃 ○ 2 赤褐色凝灰岩 山田西部・古生界

9-3 30-3 RA 柱穴 石鏃 ○ 粘板岩 山田西部・古生界

9-9 30-9 RA 埋 石鏃 × 0.4 *07 チャー ト質凝灰岩 山田西部・古生界
9-4 30-4 RA 埋 石鏃 ○ チャー ト質凝灰岩 山田西部・古生界

9-2 30-2 RA 6 溝 石鏃 O 8 チャー ト質疑灰岩 山田西部・古生界

9- 3 30-13 RA 6 埋 石鏃 ○ 2.8 2 粘板岩 山田西部・古生界

9- 30-11 RA 6 埋 石鏃 ○ 4 0.4 チャー ト質凝灰岩 山田西部・古生界

9- 4 30-14 RA 6 埋 石鏃 O 7 粘板岩 山田西部・古生界

9- 0 30-10 RA 6 埋 石 鏃 ○ l 04 粘板岩 山田西部・古生界

9-7 30-7 RA 6 埋 石鏃 ○ チャー ト質泥岩 山田西部・古生界

9-12 30- 2 RA 6 埋 石鏃 ○ 粘板岩 山田西部・古生界

9-1 30- RA 6 埋 石鏃 O 0,4 凝灰質泥岩 山田西部・古生界

9-16 30- 6 RA 6 埋 石鏃 ○ 2 チャー ト質凝灰岩 山田西部・古生界

9-15 30- 5 RA 6 埋 石鏃 × *23 *34 チャー ト質泥岩 山田西部・古生界

9-17 30- 7 RA 6 埋 石鏃 × *19 疑灰質泥岩 山田西部・古生界

19-5 30-5 RA 6 埋 石鏃 ○ 1 疑灰質泥岩 山田西部・古生界

19-26 30-26 RA 6 埋 石匙 ○ 粘板岩 山田西部・古生界

19-24 30-24 RA 6 埋 石匙 ○ チャー ト 山田西部・古生界

19-25 30-25 RA 埋 石匙 ○ 3 11.2 チャー ト質粘板岩 山田西部・古生界

19-20 30-20 RA 溝 石匙 ○ 0.9 粘板岩 山田西部・古生界

19-21 30-21 RA 埋 石匙 ○ 5 粘板岩 山田西部・古生界

19-23 30-23 RA 埋 石匙 ○ 5 14 チャー ト質泥岩 山田西部 。中生界

19-28 30-28 RA 埋 石匙 × 5 *74 チャー ト質疑灰岩 山田西部 。中生界
19-22 30-22 RA 埋 石匙 × 4 *51 チャー ト質凝灰岩 山田西部・中生界
19- 30-18 RA 埋 石匙 ○ 5 07 粘板岩 山田西部・古生界

19-27 30-27 RA 埋 石匙 × 04 4 チャー ト質粘板岩 山田西部・古生界

19-19 30-19 RA 埋 石匙 O 1 14 チャー ト賢凝灰岩 山田西部 。中生界

19-33 30-33 RA 溝 石錐 ○ 4 チャート質粘板岩 山田西部・古生界

19-31 30-31 RA 埋 削掻器 ○ チャート質粘板岩 山田西部・古生界

19-29 30-29 RA 埋 削掻器 × 07 *1.8 チャー ト質凝灰岩 山田西部 。中生界

19-30 30-30 RA 埋 削掻器 ○ 3 粘板岩 山田西部・古生界

19-34 30-34 RA 埋 削掻器 ○ 粘板岩 山田西部・古生界

19-32 30-32 RA 埋 削掻器 O 04 粘板岩 山田西部・古生界

20-3 31-3 RA 柱六 磨石 (辺 ) O 20.6 325.1 花闘閃緑岩 山田一帯・白亜系

18-3 29-3 RA 床 磨石 ○ 4.2 579.6 安山岩 山田・白亜系

20-1 31-ユ RA 埋 磨石・凹石 ○ 1030 花蘭閃緑岩 山田一帯 。白亜系

19-37 30-37 RA 埋 磨石 ○ 4_2 花闇閃緑岩 山田一帯・白亜系

20-2 31-2 RA 埋 磨石敲打石 × *6.9 *440 花開閃緑岩 山田一帯・白亜系

19-38 30-38 RA 埋 磨石 ○ 凝灰角礫岩 北上山地・中生界

19-36 30-36 RA 埋 磨製石斧 × *6.7 *60 細粒凝灰岩 山田一帯 。白亜系

19-35 30-35 RA 埋 磨製石斧 × *5,9 *3.9 *11 *36.6 細粒凝灰岩 山田一帯・白亜系

20-4 -4 RA 埋 石剣 × *266 3.5 *262 緑色疑灰岩 山田一帯・白亜系

20-5 31-5 RA 床 石鏃 ○ 17 チャー ト質凝灰岩 山田西部・古生界

20-6 -6 RA 埋 石匙 × *3.8 チャート質粘板岩 山田西部・古生界

22-12 32-7 RA 埋 石鏃 × *2.3 *18 *1.1 粘板岩 山田西部・吉生界

22-14 32-9 RA 埋 石匙 ○ 4.2 粘板岩 山田西部・古生界

22-13 32-8 RA 埋 石匙 O 4.3 凝灰質粘板岩 山田西部・古生界

22-15 32-10 RA 埋 石匙 ○ 4.7 5.4 粘板岩 山田西部・古生界

22-17 32-12 RA 埋 石匙 ○ 13.9 粘板岩 山田西部 。古生界

22-21 32-16 RA 炉 削掻器 ○ 14 3.8 チャー ト質凝灰岩 山田西部・古生界

22-20 32-15 RA 埋 楔形石器 ○ 1 13,4 凝灰質粘板岩 山田西部・古生界
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図版L 写真図版血 出土地 層位 器  種 完形 長  さ 幅 厚  さ 重  量 石 質 産 出 地
122-22 32-17 RA 埋 磨製石斧 × *28 *3 *■5 *146 凝灰質粘板岩 山田西部・古生界

24- 4 33-9 RA 34 埋 石匙 ○ 4.2 粘板岩 山田西部・古生界

24- 33-10 RA 34 埋 石匙 ○ 3.8 4.5 赤褐色凝灰岩 山田西部・古生界

24- 33-11 RA 34 埋 楔形石器 ○ 粘板岩 山田西部・古生界

24- 7 RA 34 埋 台石 ? × *8.5 *92 *63 407.2 半花闇岩 山田一帯・白亜系

124-22 33-16 RA 埋下 石匙 ○ 5.4 粘板岩 山田西部・古生界

124-23 33-17 RA 埋下 削掻器 ○ 06 チャー ト質粘板岩 山田西部・古生界

124-24 33-18 RA 埋 磨石 (面 ) O 5506 花筒閃緑岩 山田一帯・白亜系

124-25 33-19 RA 埋 磨石 (辺) × *9,8 *4.8 *7.6 *413.2 半花前岩 山田一帯・白亜系

126-2 33-21 RA 埋 石鏃 ○ 24 チャー ト質凝灰岩 山田西部・古生界

126-18 34-10 RA 9 石鏃 ○ チャー ト質粘板岩 山田西部・古生界

126-17 34-9 RA 埋 石鏃 ? O 3 34 赤褐色凝灰岩 山田西部・古生界

126-13 34-5 RA 9 石匙 ○ 4,7 チャー ト質粘板岩 山田西部・吉生界

126-14 34-6 RA 9 石匙 ○ 1 273 チャート質粘板岩 山田西部・古生界

126-15 34-7 RA 埋 石匙 ○ 5 チャー ト質粘板岩 山田西部・古生界

126-16 34-8 RA 埋 石匙 ○ 4.5 粘板岩 山田西部・古生界

126-19 34-11 RA ? 楔形石器 ○ 07 46 粘板岩 山田西部・古生界

128-8 35-1 RA 埋 石匙 ○ チャー ト質粘板岩 山田西部・古生界

128-9 35-2 RA 埋 削掻器 ○ 6 凝灰質粘板岩 山田西部・古生界

128-10 35-3 RA 埋 磨石 (辺 ) × *14.5 硬砂岩 山田西部・古生界

134-10 35-29 RA523 埋 石 鏃 ○ チャー ト質凝灰岩 山田西部・古生界

134-9 36-28 RA523 埋 石鏃 O 7 チャー ト質凝灰岩 山田西部・古生界

134-5 36-24 RA523 埋 石鏃 O 2 粘板岩 山田西部・古生界

134-12 37-2 RA523 埋 石鏃 × *1.8 * 粘板岩 山田西部・古生界

134-7 36-26 RA523 埋 石 鏃 × *2.4 *2 凝灰質粘板岩 山田西部・古生界

134-11 37-1 RA523 埋 石鏃 × *17 15 チャー ト質凝灰岩 山田西郡・古生界

134-6 36-25 RA523 石鏃 × *16 17 粘板岩 山田西部・古生界

134-3 36-27 RA523 埋 石鏃 × *2.3 1,7 *16 チャー ト質粘板岩 山田西部・古生界
134-13 37-3 RA523 埋 石匙 ○ チャート質粘板岩 山田西部・古生界

134-4 36-23 RA523 床 砥 石 ○ 93 5 1272.3 流紋岩 船越半島・古第二系

129-5 35-8 RD52 埋 石匙 O 粘板岩 山田西部・古生界

131-8 36-14 RD59 埋 石鏃 ○ チャー ト質粘板岩 山田西部・古生界

131-9 36-15 RD59 埋 石匙 ○ 6.3 16.5 粘板岩 山田西部・古生界

131-10 36-16 RD59 埋 磨石 (辺 ) × *92 48 404,9 細粒凝灰岩 山田西部・古生界

140-8 39-8 ? ? 石鏃 ? ○ 粘板岩 山田西部・古生界

140-18 39-18 ? 石鏃 × *21 *1,3 *03 粘板岩 山田西部・古生界

140-5 39-5 9 ? 石鏃 × *1.3 *06 凝灰質粘板岩 山田西部・古生界

140-1 39-1 9 石鏃 ○ 凝灰質粘板岩 山田西部・古生界

140-25 39-25 N09 9 石鏃 ○ 1 チャー ト質凝灰岩 山田西部・古生界

140-4 39-4 Nll ? 石鏃 × *1.8 *13 *04 凝灰質粘板岩 山田西部・古生界

140-22 39-22 N09 ? 石鏃 × *2 *13 *07 赤褐色凝灰岩 山田西部・古生界

140-13 39-13 Q13 9 石鏃 O 17 チャート質疑灰岩 山田西部・古生界

140-12 39-12 ? ? 石鏃 ○ 14 凝灰質粘板岩 山田西部・古生界

140-2 39-2 ? ? 石鏃 ○ チャー ト質凝灰岩 山田西部・古生界

140-21 39-21 ? 9 石鏃 ? ○ 2 チャー ト質凝灰岩 山田西部・古生界

140-24 39-24 010 Ⅲ 石鏃 O チャー ト 山田西部・古生界

140-26 39-26 Sll Ⅲ 石鏃 × *37 粘板岩 山田西部・古生界

140-3 39-3 011 Ⅲ 石鏃 ○ 0.5 チャー ト 山田西部・古生界

140-7 39-7 ? ? 石鏃 O チャー ト質凝灰岩 山田西部・古生界

140-11 39-11 , ? 石鏃 × *1.5 ■4 チャート質凝灰岩 山田西部・古生界

140-6 39-6 ? ? 石鏃 O 2 04 1 チャー ト質凝灰岩 山田西部・古生界

140-19 39-19 9 ? 石 鏃 × *1.6 *1.7 04 *0.8 粘板岩 山田西部・古生界

140-16 39-16 ? 9 石 鏃 × *2.9 *1,7 *1.5 粘板岩 山田西部・古生界

140-27 39-27 N10 Ⅲ 石鏃 ○ 0,9 チャー ト質粘板岩 山田西部・古生界

140-23 39-23 ? ? 石鏃 ○ チャー ト質凝灰岩 山田西部・古生界
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図版No 写真図版血 出土地 層位 器 種 完形 長  さ 幅 厚  さ 重  量 石 質 産 出 地
140-20 39-20 P12 Ⅳ 石 鏃 × *15 7 チャー ト質凝灰岩 山田西部・古生界

140-10 39-10 ? ? 石鏃 ○ 26 5 l チャー ト質凝灰岩 山田西部・古生界

140-14 39-14 9 ? 石鏃 ○ 7 チャー ト質凝灰岩 山田西部・古生界

140-9 39-9 Gll H 石鏃 ○ チャー ト質凝灰岩 山田西部・古生界

140-15 39- 5 L12 Ⅱ 石 鏃 ○ 7 粘板岩 山田西部・古生界

140-17 39- 7 9 石 鏃 ○ 1,7 0.5 チャー ト 山田西部・古生界

122-19 32- 4 RA133 ? 石槍 ○ 11,8 3.6 粘板岩 山田西部・古生界

141-7 40- P12 Ⅳ 石槍 ? × *51 *13.8 チャー ト質凝灰岩 山田西部・古生界

141-6 40- ? ? 石槍 × *59 24 *122 チャート質粘板岩 山田西部・古生界
140-28 39-28 S12 ? 石匙 ○ 255 チャー ト質凝灰岩 山田西部・古生界

140-30 39-30 9 ? 石匙 O チャー ト質粘板岩 山田西部・古生界

140-35 39-35 ? ? 石匙 ○ 2 1 粘板岩 山田西部・古生界

140-34 39-34 Nll 石匙 × *51 *68 凝灰質粘板岩 山田西部・古生界

140-43 40-2 ? ? 石匙 ○ 粘板岩 山田西部・古生界

140-38 39-38 ? ? 石匙 ○ 46 2 粘板岩 山田西部・古生界

140-31 39-31 P13 lll 石匙 ○ 10,9 粘板岩 山田西部・古生界

140-40 39-40 010 Ⅲ 石匙 O 49 38.5 チャー ト質粘板岩 山田西部・古生界

140-29 39-29 010 皿 石匙 ○ 141 チャー ト質粘板岩 山田西部・古生界

140-32 39-32 M08 Ⅲ 石 匙 ○ 1 チャー ト質粘板岩 山田西部・古生界

140-36 39-36 Q13 Ⅲ 石匙 ○ 2.4 と 粘板岩 山田西部・古生界

140-41 39-4ユ Q13 Ⅲ 石匙 ○ チャー ト質粘板岩 山田西部・古生界

122-18 32-13 P13 9 石匙 ○ 24 173 チャー ト質粘板岩 山田西部・古生界

122-16 32-11 P13 9 石匙 ○ 3 チャー ト質粘板岩 山田西部・古生界

140-39 39-39 ? 9 石匙 × *49 *86 凝灰質粘板岩 山田西部・古生界

140-45 40-4 ? ? 石匙 O 粘板岩 山田西部・古生界

140-33 39-33 N Ⅲ 石匙 ○ 417 2 0.4 凝灰質粘板岩 山田西部・古生界

140-37 39-37 N Ⅲ 石匙 ○ 7 0.7 14.8 チャー ト 山田西部・古生界

140-42 40-1 N Ⅲ 石匙 ○ 0,7 111111 チャー ト質凝灰岩 山田西部・古生界

140-44 40-3 M 1 I 石 匙 ○ 33 4,7 チャー ト質凝灰岩 山田西部・古生界

14 -8 40-12 N 0 石箆 ○ 43 1.7 514 粘板岩 山田西部・古生界

14 -2 40-6 T 1 ? 削掻器 ○ 45 11 212 粘板岩 山田西部・古生界

14 -4 40-8 L 1 ? 削掻器 ○ チャー ト質粘板岩 山田西部・古生界

-5 40-9 9 削掻器 ○ ll 164 粘板岩 山田西部・古生界

-1 40- P13 Ⅲ 削掻器 ○ *4.3 276 粘板岩 山田西部・古生界

-3 40-7 Gll 削掻器 ○ l 53 疑灰質粘板岩 山田西部・古生界

-9 40-13 N± 0 Ⅲ 楔形石器 ○ 1.ユ 16.1 チャー ト 山田西部・古生界

-12 40-16 排土 ? 磨石 × *8.5 *6.5 *4.6 *327.3 細粒凝灰岩 山田西部・古生界

-15 40-19 ? 9 磨石 × *117 *58 *37 *160.4 細粒凝灰岩 山田西部・古生界

-11 41-15 N12 Ⅳ 磨石 × *64 *71 374.7 安山岩 山田西部・古生界

-10 40-14 P12 Ⅲ 磨石 (辺 ) ○ 全4 2645 細粒凝灰岩 山田西部・古生界

-17 40-21 P13? 9 磨石 ? O 13.3 3 4965 細粒凝灰岩 山田西部・古生界

14 -13 40-17 ? ? 磨石 (辺 ) O 176 7.6 11538 細粒凝灰岩 山田西部・古生界

14 -14 40-18 ? ? 磨石 (辺 ) × *15.6 10166 細粒凝灰岩 山田西部・古生界

14 -16 40-20 Q14 Ⅲ 磨製石斧 × *58 *28 *13 *245 凝灰質粘板岩 山田西部・古生界

鉄製品一覧表 方量 単位 :cm・ g

h 図  版 写真図版 器  種 出土地 層位 長  さ 幅 厚  さ 重  量 備 考

1 18-9 129-9 釘状 RAl16 埋土
2 39-18 138-23 だヽ本し Q15 表採 0.4

3 39-19 138-24 棒状 排土 142

4 39-20 138-25 棒状 M16 表採 11 20.66

5 39-21 138-26 火打ち金 表採 05
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調査区全景

RAl16住居跡

写真図版 111 調査区全景、RAl16住居跡
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寺 ,■

写真図版 112 RAl16住 居跡埋土断面
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埋土断面

写真図版 113 RA132住居跡
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埋土断面

炉断面

写真図版 114 RA133住居跡
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埋土断面

写真図版 115 RA134住居跡
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写真図版116 RA135住居跡
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甘繰燕

写真図版 117 RA136住居跡

―-389-一

埋土断面



全  景

埋土断面

写真図版 118 RA137住居跡
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埋土断面

写真図版 119 RA138住 居跡
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埋土断面

写真図版 120 RA139住 居跡

―-392-―



RD75埋土断面

RD52全景 RD52埋 土断面

RD53全 :」妻 RD53埋土断面

RD54全景 RD54埋土断面

写真図版 121 RD75・ 52～54土坑
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RD55全 景 RD55埋 土断面

RD56全と手乳 RD56埋 土断面

RD57埋 土断面RD57全景

RD58全と手乳

写真図版 122 RD55～ 58土坑

―-394-―



RD59全景 RD59埋土断面

RFll全景 RFll断面

RF12全景 RF12断面

RF13全景 RF13断面

写真図版 123 RD59土坑、RFll～ 13焼土遺構
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RF14断面

RF15全景 RF15断面

RF16全景 RF16断面

RF17全景 RF17断面

写真図版 124 RF14～ 17焼土遺構
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RF18全景

RF19全景 RF19断面

RZ20全景
RZ20埋土断面

・19焼土遺構、RZ20落 とし穴
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写真図版 125 RF18
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埋土断面

遺物出土状況

写真図版 126 RA523住居跡
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埋土断面

写真図版 127 RA524住居跡
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埋土断面

影1蘊



カマド断面 カマド断面

写真図版 128 RA525住居跡
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遺物出土状況
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RAl16住居跡出土遺物 (1)
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写真図版 129
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写真図版 130 RAl16住居跡出土遺物 (2)
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写真図版 131 RAl16・ 132・ 133住居跡出土遺物
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写真図版 134 RA137～ 139住居跡出土遺物

一-406-―

RA139



娃
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RD55

写真図版135 RA139住 居跡、RD52～55土坑出土遺物
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写真図版136 RD56～ 59土坑、RA523住居跡出土遺物

―-408-―
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写真図版 137 RA523・ 525住居跡、遺構外出土遺物
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写真図版 138 遺構外出土遺物 (2)
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写真図版 139 遺構外出土遺物 (3)
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写真図版 140 遺構外出土遺物 (4)
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ふ り が な

所 収遺 跡 名

ふ り が な

所  在  地

コ ー  ド

調 査 期 間

調 査 面 積

調 査 原 因

緯

経東

さわだいちいせき

沢田 I遺跡

いわてけんしもへいぐんやまだちょうやまだ

岩手県下閉伊郡山田町山田4地割 10ほか

市町村 03482     遺跡番号

39° 28′ 39″

141° 57′ 9″

19940801～ 19941111、 19950615-19950804、 19960801～ 19960830、 19970407～ 19971113

11,680∬

道路建設にかかる事前調査

所収遺跡名 種  別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

沢田正遺跡 集落 縄文

弥生

奈良

平安

縄文住居 120

弥生住居  7

古代住居  44

土坑   132

落し穴   3

焼±    23

木炭窯   2

溝跡    3

鍛冶工房  1

縄文土器 63箱

石器   835点

土師器・須恵器

30箱

鉄製品  50点

鉄津   30kg

羽口   20点

縄文時代前期

～平安時代

の遺構が重複

報告書抄録
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